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栃 木 県 規 則 第 三 十 五 号

栃 木 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 施 行 期 日 を 定 め る 規 則 を 次 の よ う に 定 め

る 。
令 和 二 年 三 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 施 行 期 日 を 定 め る 規 則

栃 木 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 二 年 栃 木 県 条 例 第 十 七 号 ） の 施 行 期 日

は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 と す る 。

（ 薬 務 課 ）
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栃 木 県 規 則 第 三 十 六 号

栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 財 務 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 三 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 財 務 規 則

目 次
第 一 章 総 則 （ 第 一 条― 第 五 条 ）

第 二 章 伝 票 及 び 帳 簿 並 び に 勘 定 科 目

第 一 節 伝 票 （ 第 六 条― 第 九 条 ）

第 二 節 帳 簿 （ 第 十 条― 第 十 四 条 ）

第 三 節 勘 定 科 目 （ 第 十 五 条 ）

第 三 章 収 入 及 び 支 出

第 一 節 収 入 （ 第 十 六 条― 第 二 十 八 条 ）

第 二 節 支 出 （ 第 二 十 九 条― 第 四 十 一 条 ）

第 四 章 預 り 金 及 び 預 り 有 価 証 券 （ 第 四 十 二 条― 第 四 十 四 条 ）

第 五 章 棚 卸 資 産

第 一 節 通 則 （ 第 四 十 五 条 ・ 第 四 十 六 条 ）

第 二 節 出 納 （ 第 四 十 七 条― 第 五 十 二 条 ）

第 三 節 棚 卸 し （ 第 五 十 三 条 ・ 第 五 十 四 条 ）

第 六 章 棚 卸 資 産 以 外 の 物 品 （ 第 五 十 五 条― 第 五 十 八 条 ）

第 七 章 固 定 資 産 （ 第 五 十 九 条― 第 六 十 六 条 ）

第 八 章 リ ー ス 会 計 に 係 る 特 例 （ 第 六 十 七 条 ）

第 九 章 引 当 金 （ 第 六 十 八 条 ）

第 十 章 予 算 （ 第 六 十 九 条― 第 七 十 五 条 ）

第 十 一 章 決 算 （ 第 七 十 六 条― 第 七 十 九 条 ）

第 十 二 章 雑 則 （ 第 八 十 条― 第 八 十 二 条 ）

附 則
第 一 章 総 則

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 規 則 は 、 栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 （ 以 下 「 流 域 下 水 道 事 業 」 と い う 。 ） の 財 務 事 務 の 処 理 に 関 し 必

要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

（ 事 務 の 決 裁 、 専 決 及 び 委 任 ）

第 二 条 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 係 る 事 務 の う ち 、 知 事 の 決 裁 事 項 は 、 別 表 第 一 の 知 事 決 裁 事 項 の 欄 に 掲 げ る

と お り と し 、 県 土 整 備 部 長 （ 以 下 「 部 長 」 と い う 。 ） の 専 決 事 項 は 、 同 表 の 部 長 専 決 事 項 の 欄 に 掲 げ る と お

り と し 、 都 市 整 備 課 長 （ 以 下 「 課 長 」 と い う 。 ） の 専 決 事 項 は 、 同 表 の 課 長 専 決 事 項 の 欄 に 掲 げ る と お り と

す る 。

２ 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 係 る 事 務 で あ っ て 下 水 道 管 理 事 務 所 の 所 掌 に 係 る も の の う ち 、 別 表 第 二 に 掲 げ る

も の を 下 水 道 管 理 事 務 所 の 所 長 （ 以 下 「 所 長 」 と い う 。 ） に 委 任 す る 。

３ 次 条 第 一 項 に 規 定 す る 企 業 出 納 員 に 次 に 掲 げ る 事 務 を 委 任 す る 。

一 現 金 及 び 有 価 証 券 の 出 納 及 び 保 管 に 関 す る こ と 。

二 棚 卸 資 産 の 出 納 及 び 保 管 （ 使 用 中 の 物 品 に 係 る 保 管 を 除 く 。 ） に 関 す る こ と 。

三 第 五 条 第 二 項 に 規 定 す る 出 納 取 扱 金 融 機 関 へ の 金 銭 （ 現 金 に 代 え て 納 付 さ れ る 証 券 を 含 む 。 以 下 同

じ 。 ） の 預 入 れ 、 預 金 の 払 出 し 及 び 預 金 種 目 の 組 替 え に 関 す る こ と 。

四 小 切 手 の 振 出 し に 関 す る こ と 。

五 前 各 号 に 掲 げ る 事 務 に 附 帯 す る 事 務 に 関 す る こ と 。

（ 企 業 出 納 員 ）

第 三 条 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 係 る 出 納 そ の 他 会 計 事 務 を 行 わ せ る た め 、 企 業 出 納 員 を 置 く も の と す る 。

２ 前 項 の 企 業 出 納 員 は 、 知 事 が 指 定 す る 都 市 整 備 課 の 総 括 課 長 補 佐 及 び 下 水 道 管 理 事 務 所 の 総 括 所 長 補 佐 を

も っ て 充 て る 。

３ 第 一 項 に 規 定 す る 企 業 出 納 員 が 欠 け た と き 又 は 不 在 の と き は 、 知 事 が 指 定 す る 都 市 整 備 課 の 職 員 又 は 下 水



（2） 栃 木 県 公 報 号外第28号令和２（2020）年３月31日　火曜日
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栃 木 県 規 則 第 三 十 六 号

栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 財 務 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 三 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 財 務 規 則
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第 十 二 章 雑 則 （ 第 八 十 条― 第 八 十 二 条 ）

附 則
第 一 章 総 則

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 規 則 は 、 栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 （ 以 下 「 流 域 下 水 道 事 業 」 と い う 。 ） の 財 務 事 務 の 処 理 に 関 し 必

要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

（ 事 務 の 決 裁 、 専 決 及 び 委 任 ）

第 二 条 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 係 る 事 務 の う ち 、 知 事 の 決 裁 事 項 は 、 別 表 第 一 の 知 事 決 裁 事 項 の 欄 に 掲 げ る

と お り と し 、 県 土 整 備 部 長 （ 以 下 「 部 長 」 と い う 。 ） の 専 決 事 項 は 、 同 表 の 部 長 専 決 事 項 の 欄 に 掲 げ る と お

り と し 、 都 市 整 備 課 長 （ 以 下 「 課 長 」 と い う 。 ） の 専 決 事 項 は 、 同 表 の 課 長 専 決 事 項 の 欄 に 掲 げ る と お り と

す る 。

２ 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 係 る 事 務 で あ っ て 下 水 道 管 理 事 務 所 の 所 掌 に 係 る も の の う ち 、 別 表 第 二 に 掲 げ る

も の を 下 水 道 管 理 事 務 所 の 所 長 （ 以 下 「 所 長 」 と い う 。 ） に 委 任 す る 。

３ 次 条 第 一 項 に 規 定 す る 企 業 出 納 員 に 次 に 掲 げ る 事 務 を 委 任 す る 。

一 現 金 及 び 有 価 証 券 の 出 納 及 び 保 管 に 関 す る こ と 。

二 棚 卸 資 産 の 出 納 及 び 保 管 （ 使 用 中 の 物 品 に 係 る 保 管 を 除 く 。 ） に 関 す る こ と 。

三 第 五 条 第 二 項 に 規 定 す る 出 納 取 扱 金 融 機 関 へ の 金 銭 （ 現 金 に 代 え て 納 付 さ れ る 証 券 を 含 む 。 以 下 同

じ 。 ） の 預 入 れ 、 預 金 の 払 出 し 及 び 預 金 種 目 の 組 替 え に 関 す る こ と 。

四 小 切 手 の 振 出 し に 関 す る こ と 。

五 前 各 号 に 掲 げ る 事 務 に 附 帯 す る 事 務 に 関 す る こ と 。

（ 企 業 出 納 員 ）

第 三 条 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 係 る 出 納 そ の 他 会 計 事 務 を 行 わ せ る た め 、 企 業 出 納 員 を 置 く も の と す る 。

２ 前 項 の 企 業 出 納 員 は 、 知 事 が 指 定 す る 都 市 整 備 課 の 総 括 課 長 補 佐 及 び 下 水 道 管 理 事 務 所 の 総 括 所 長 補 佐 を

も っ て 充 て る 。

３ 第 一 項 に 規 定 す る 企 業 出 納 員 が 欠 け た と き 又 は 不 在 の と き は 、 知 事 が 指 定 す る 都 市 整 備 課 の 職 員 又 は 下 水
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道 管 理 事 務 所 の 職 員 が そ の 職 務 を 行 う 。

（ 善 管 注 意 義 務 ）

第 四 条 企 業 出 納 員 、 会 計 事 務 を 補 助 す る 職 員 、 資 金 前 渡 を 受 け た 職 員 又 は 物 品 を 使 用 し て い る 職 員 は 、 善 良

な 管 理 者 の 注 意 を も っ て 現 金 そ の 他 の 資 産 を 取 り 扱 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 出 納 取 扱 金 融 機 関 ）

第 五 条 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 係 る 公 金 の 出 納 事 務 の 一 部 を 、 知 事 が 指 定 し た 金 融 機 関 に 行 わ せ る も の と す

る 。

２ 前 項 の 金 融 機 関 は 、 栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 出 納 取 扱 金 融 機 関 （ 以 下 「 出 納 取 扱 金 融 機 関 」 と い う 。 ） と い

う 。

３ 課 長 は 、 出 納 取 扱 金 融 機 関 に つ い て 、 当 該 委 託 業 務 に 係 る 公 金 の 収 納 及 び 支 払 の 事 務 並 び に 預 金 の 状 況

を 、 毎 年 一 回 、 三 月 三 十 一 日 現 在 で 定 期 の 検 査 を し な け れ ば な ら な い 。

４ 課 長 は 、 前 項 の 定 期 検 査 の ほ か 必 要 が あ る と き は 、 臨 時 に 検 査 を し な け れ ば な ら な い 。

５ 課 長 は 、 前 二 項 の 検 査 が 終 了 し た と き は 、 速 や か に 検 査 の 結 果 を 知 事 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。

第 二 章 伝 票 及 び 帳 簿 並 び に 勘 定 科 目

第 一 節 伝 票

（ 会 計 伝 票 の 発 行 ）

第 六 条 課 長 又 は 所 長 （ 以 下 「 課 所 長 」 と い う 。 ） は 、 流 域 下 水 道 事 業 に 係 る 取 引 に つ い て 、 そ の 取 引 の 発 生

の 都 度 証 拠 と な る べ き 書 類 に 基 づ い て 会 計 伝 票 を 発 行 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 勘 定 科 目 が 同 一 で あ る

取 引 又 は 振 替 取 引 に つ い て は 、 一 日 分 を 取 り ま と め て 会 計 伝 票 を 発 行 す る こ と が で き る 。

（ 会 計 伝 票 の 種 類 ）

第 七 条 会 計 伝 票 の 種 類 は 、 次 の と お り と す る 。

一 収 入 伝 票

二 支 払 伝 票

三 振 替 伝 票

（ 会 計 伝 票 の 整 理 ）

第 八 条 企 業 出 納 員 は 、 会 計 伝 票 を 毎 日 整 理 し な け れ ば な ら な い 。

（ 会 計 伝 票 の 保 管 ）

第 九 条 企 業 出 納 員 は 、 会 計 伝 票 及 び 取 引 に 関 す る 証 拠 書 類 を 種 類 別 に 区 分 し 、 日 付 順 に 編 集 及 び 保 管 し な け

れ ば な ら な い 。

第 二 節 帳 簿

（ 帳 簿 の 種 類 及 び 保 存 ）

第 十 条 流 域 下 水 道 事 業 に 係 る 取 引 を 記 録 し 、 計 画 し 、 及 び 整 理 す る た め 次 の 会 計 帳 簿 （ 以 下 「 帳 簿 」 と い

う 。 ） を 備 え る 。

一 総 勘 定 元 帳

二 固 定 資 産 台 帳

三 現 金 出 納 簿

四 預 金 出 納 簿

五 貯 蔵 品 出 納 簿

六 預 り 金 整 理 簿

七 預 り 有 価 証 券 整 理 簿

八 企 業 債 ・ 借 入 金 台 帳

２ 課 所 長 は 、 前 項 に 定 め る 帳 簿 の ほ か 、 必 要 な 帳 簿 を 備 え る こ と が で き る 。

（ 帳 簿 の 記 帳 ）

第 十 一 条 帳 簿 は 、 会 計 伝 票 又 は 取 引 に 関 す る 証 拠 書 類 に よ り 、 正 確 か つ 明 瞭 に 記 帳 し な け れ ば な ら な い 。

（ 科 目 の 更 正 ）

第 十 二 条 課 所 長 は 、 整 理 済 み の 科 目 に 誤 り を 発 見 し た と き は 、 直 ち に 振 替 伝 票 を 発 行 し 、 正 当 な 科 目 に 更 正

し な け れ ば な ら な い 。

（ 総 勘 定 元 帳 の 記 帳 ）

第 十 三 条 総 勘 定 元 帳 は 、 第 十 五 条 第 二 項 に 定 め る 勘 定 科 目 の 節 （ 項 又 は 目 ま で の 科 目 に つ い て は 、 項 又 は

目 ） に つ い て 口 座 を 設 け 、 記 帳 す る も の と す る 。
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道 管 理 事 務 所 の 職 員 が そ の 職 務 を 行 う 。

（ 善 管 注 意 義 務 ）

第 四 条 企 業 出 納 員 、 会 計 事 務 を 補 助 す る 職 員 、 資 金 前 渡 を 受 け た 職 員 又 は 物 品 を 使 用 し て い る 職 員 は 、 善 良

な 管 理 者 の 注 意 を も っ て 現 金 そ の 他 の 資 産 を 取 り 扱 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 出 納 取 扱 金 融 機 関 ）

第 五 条 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 係 る 公 金 の 出 納 事 務 の 一 部 を 、 知 事 が 指 定 し た 金 融 機 関 に 行 わ せ る も の と す

る 。

２ 前 項 の 金 融 機 関 は 、 栃 木 県 流 域 下 水 道 事 業 出 納 取 扱 金 融 機 関 （ 以 下 「 出 納 取 扱 金 融 機 関 」 と い う 。 ） と い

う 。

３ 課 長 は 、 出 納 取 扱 金 融 機 関 に つ い て 、 当 該 委 託 業 務 に 係 る 公 金 の 収 納 及 び 支 払 の 事 務 並 び に 預 金 の 状 況

を 、 毎 年 一 回 、 三 月 三 十 一 日 現 在 で 定 期 の 検 査 を し な け れ ば な ら な い 。

４ 課 長 は 、 前 項 の 定 期 検 査 の ほ か 必 要 が あ る と き は 、 臨 時 に 検 査 を し な け れ ば な ら な い 。

５ 課 長 は 、 前 二 項 の 検 査 が 終 了 し た と き は 、 速 や か に 検 査 の 結 果 を 知 事 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。

第 二 章 伝 票 及 び 帳 簿 並 び に 勘 定 科 目

第 一 節 伝 票

（ 会 計 伝 票 の 発 行 ）

第 六 条 課 長 又 は 所 長 （ 以 下 「 課 所 長 」 と い う 。 ） は 、 流 域 下 水 道 事 業 に 係 る 取 引 に つ い て 、 そ の 取 引 の 発 生

の 都 度 証 拠 と な る べ き 書 類 に 基 づ い て 会 計 伝 票 を 発 行 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 勘 定 科 目 が 同 一 で あ る

取 引 又 は 振 替 取 引 に つ い て は 、 一 日 分 を 取 り ま と め て 会 計 伝 票 を 発 行 す る こ と が で き る 。

（ 会 計 伝 票 の 種 類 ）

第 七 条 会 計 伝 票 の 種 類 は 、 次 の と お り と す る 。

一 収 入 伝 票

二 支 払 伝 票

三 振 替 伝 票

（ 会 計 伝 票 の 整 理 ）

第 八 条 企 業 出 納 員 は 、 会 計 伝 票 を 毎 日 整 理 し な け れ ば な ら な い 。

（ 会 計 伝 票 の 保 管 ）

第 九 条 企 業 出 納 員 は 、 会 計 伝 票 及 び 取 引 に 関 す る 証 拠 書 類 を 種 類 別 に 区 分 し 、 日 付 順 に 編 集 及 び 保 管 し な け

れ ば な ら な い 。

第 二 節 帳 簿

（ 帳 簿 の 種 類 及 び 保 存 ）

第 十 条 流 域 下 水 道 事 業 に 係 る 取 引 を 記 録 し 、 計 画 し 、 及 び 整 理 す る た め 次 の 会 計 帳 簿 （ 以 下 「 帳 簿 」 と い

う 。 ） を 備 え る 。

一 総 勘 定 元 帳

二 固 定 資 産 台 帳

三 現 金 出 納 簿

四 預 金 出 納 簿

五 貯 蔵 品 出 納 簿

六 預 り 金 整 理 簿

七 預 り 有 価 証 券 整 理 簿

八 企 業 債 ・ 借 入 金 台 帳

２ 課 所 長 は 、 前 項 に 定 め る 帳 簿 の ほ か 、 必 要 な 帳 簿 を 備 え る こ と が で き る 。

（ 帳 簿 の 記 帳 ）

第 十 一 条 帳 簿 は 、 会 計 伝 票 又 は 取 引 に 関 す る 証 拠 書 類 に よ り 、 正 確 か つ 明 瞭 に 記 帳 し な け れ ば な ら な い 。

（ 科 目 の 更 正 ）

第 十 二 条 課 所 長 は 、 整 理 済 み の 科 目 に 誤 り を 発 見 し た と き は 、 直 ち に 振 替 伝 票 を 発 行 し 、 正 当 な 科 目 に 更 正

し な け れ ば な ら な い 。

（ 総 勘 定 元 帳 の 記 帳 ）

第 十 三 条 総 勘 定 元 帳 は 、 第 十 五 条 第 二 項 に 定 め る 勘 定 科 目 の 節 （ 項 又 は 目 ま で の 科 目 に つ い て は 、 項 又 は

目 ） に つ い て 口 座 を 設 け 、 記 帳 す る も の と す る 。
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（ 帳 簿 の 照 合 ）

第 十 四 条 帳 簿 は 、 随 時 照 合 し て そ の 正 確 な 残 高 を 確 認 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

第 三 節 勘 定 科 目

第 十 五 条 流 域 下 水 道 事 業 に 係 る 経 理 は 、 損 益 勘 定 、 資 産 勘 定 、 負 債 勘 定 及 び 資 本 勘 定 に 区 分 し て 行 う も の と

す る 。

２ 前 項 の 勘 定 科 目 の 区 分 は 、 別 表 第 三 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

第 三 章 収 入 及 び 支 出

第 一 節 収 入

（ 収 入 の 調 定 ）

第 十 六 条 課 所 長 は 、 収 入 の 調 定 を し よ う と す る と き は 、 振 替 伝 票 （ 調 定 が な さ れ る 前 又 は 調 定 と 同 時 に 収 入

の 収 納 が 行 わ れ る 場 合 に あ っ て は 、 収 入 伝 票 ） を 発 行 し 、 収 入 の 根 拠 等 を 明 ら か に し た 書 類 を 添 付 し な け れ

ば な ら な い 。

２ 課 所 長 は 、 企 業 出 納 員 か ら 収 納 済 の 通 知 を 受 け た 場 合 に お い て 、 前 項 の 規 定 に よ る 調 定 が な さ れ て い な い

と き は 、 速 や か に 調 定 し な け れ ば な ら な い 。

（ 調 定 の 変 更 ）

第 十 七 条 課 所 長 は 、 調 定 の 誤 り 又 は そ の 他 の 事 由 に よ り 調 定 額 を 変 更 し よ う と す る と き は 、 直 ち に 当 該 変 更

額 に つ い て 前 条 の 規 定 に 準 じ て 調 定 し な け れ ば な ら な い 。

（ 納 入 の 通 知 及 び 納 付 期 限 ）

第 十 八 条 課 所 長 は 、 第 十 六 条 の 規 定 に よ り 収 入 を 調 定 し 、 又 は 前 条 の 規 定 に よ り 調 定 額 を 増 額 し て 変 更 し た

と き は 、 次 条 に 規 定 す る 場 合 を 除 き 、 納 入 義 務 者 に 対 し て 納 入 通 知 書 に よ り 通 知 し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 納 入 の 通 知 を す る と き の 納 付 期 限 は 、 法 令 そ の 他 の 定 め が あ る 場 合 を 除 く ほ か 、 調 定 の 日 か ら 二 十

日 以 内 に お い て 適 宜 の 納 付 期 限 を 定 め る も の と す る 。

（ 口 頭 等 に よ る 納 入 の 通 知 ）

第 十 九 条 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 係 る 収 入 の 納 入 の 通 知 に つ い て 、 課 所 長 が 必 要 と 認 め る 収 入 の 納 入 の 通 知

は 、 口 頭 、 掲 示 又 は そ の 他 の 方 法 に よ っ て こ れ を す る こ と が で き る 。

（ 収 入 の 納 付 場 所 ）

第 二 十 条 流 域 下 水 道 事 業 に 係 る 収 入 の 納 付 場 所 は 、 企 業 出 納 員 又 は 出 納 取 扱 金 融 機 関 と す る 。

（ 納 入 書 の 発 行 ）

第 二 十 一 条 課 所 長 は 、 第 十 七 条 の 規 定 に よ り 調 定 額 を 減 額 し て 変 更 し た 場 合 に お い て 次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る と き は 、 納 入 書 に よ り 納 入 義 務 者 に 通 知 す る も の と す る 。

一 当 該 調 定 額 が 未 収 で あ る と き 。

二 第 二 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 納 付 証 券 の 不 渡 通 知 が あ っ た と き 。

三 地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 二 年 政 令 第 十 六 号 ） 第 百 七 十 一 条 の 三 の 規 定 に よ り 債 権 の 履 行 期 限 を 繰 り

上 げ る と き 。

四 納 入 義 務 者 か ら 納 入 通 知 書 又 は 納 入 書 を 亡 失 し 、 又 は 毀 損 し た 旨 の 申 出 が あ っ た と き 。

（ 領 収 書 の 交 付 ）

第 二 十 二 条 企 業 出 納 員 又 は 出 納 取 扱 金 融 機 関 は 、 収 入 の 納 付 を 受 け た と き は 、 直 ち に 納 付 者 に 領 収 書 を 交 付

し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 収 入 の 納 付 が 証 券 に よ る も の で あ る と き は 、 前 項 の 領 収 書 の 表 面 余 白 に 「 証 券 受 領 」 の 表 示 を す る

も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 そ の 一 部 分 を 証 券 を も っ て 受 領 し た と き は 、 そ の 証 券 金 額 を 付 記 す る も の

と す る 。

（ 収 納 金 銭 の 取 扱 い ）

第 二 十 三 条 企 業 出 納 員 は 、 収 納 し た 金 銭 を 速 や か に 出 納 取 扱 金 融 機 関 に 預 け 入 れ な け れ ば な ら な い 。

２ 出 納 取 扱 金 融 機 関 は 、 収 納 し た 金 銭 を 収 納 日 ご と に ま と め て 、 速 や か に 企 業 出 納 員 に 報 告 し な け れ ば な ら

な い 。

（ 証 券 納 付 ）

第 二 十 四 条 流 域 下 水 道 事 業 に 係 る 収 入 の 納 入 義 務 者 が 収 入 の 納 付 に 使 用 す る こ と が で き る 小 切 手 の 支 払 地

は 、 出 納 取 扱 金 融 機 関 が 加 入 し 、 又 は 当 該 出 納 取 扱 金 融 機 関 か ら 手 形 交 換 を 委 託 さ れ て い る 金 融 機 関 が 加 入

し て い る 手 形 交 換 所 の 参 加 区 域 と す る 。

（ 不 渡 の 措 置 ）
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（ 帳 簿 の 照 合 ）

第 十 四 条 帳 簿 は 、 随 時 照 合 し て そ の 正 確 な 残 高 を 確 認 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

第 三 節 勘 定 科 目

第 十 五 条 流 域 下 水 道 事 業 に 係 る 経 理 は 、 損 益 勘 定 、 資 産 勘 定 、 負 債 勘 定 及 び 資 本 勘 定 に 区 分 し て 行 う も の と

す る 。

２ 前 項 の 勘 定 科 目 の 区 分 は 、 別 表 第 三 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

第 三 章 収 入 及 び 支 出

第 一 節 収 入

（ 収 入 の 調 定 ）

第 十 六 条 課 所 長 は 、 収 入 の 調 定 を し よ う と す る と き は 、 振 替 伝 票 （ 調 定 が な さ れ る 前 又 は 調 定 と 同 時 に 収 入

の 収 納 が 行 わ れ る 場 合 に あ っ て は 、 収 入 伝 票 ） を 発 行 し 、 収 入 の 根 拠 等 を 明 ら か に し た 書 類 を 添 付 し な け れ

ば な ら な い 。

２ 課 所 長 は 、 企 業 出 納 員 か ら 収 納 済 の 通 知 を 受 け た 場 合 に お い て 、 前 項 の 規 定 に よ る 調 定 が な さ れ て い な い

と き は 、 速 や か に 調 定 し な け れ ば な ら な い 。

（ 調 定 の 変 更 ）

第 十 七 条 課 所 長 は 、 調 定 の 誤 り 又 は そ の 他 の 事 由 に よ り 調 定 額 を 変 更 し よ う と す る と き は 、 直 ち に 当 該 変 更

額 に つ い て 前 条 の 規 定 に 準 じ て 調 定 し な け れ ば な ら な い 。

（ 納 入 の 通 知 及 び 納 付 期 限 ）

第 十 八 条 課 所 長 は 、 第 十 六 条 の 規 定 に よ り 収 入 を 調 定 し 、 又 は 前 条 の 規 定 に よ り 調 定 額 を 増 額 し て 変 更 し た

と き は 、 次 条 に 規 定 す る 場 合 を 除 き 、 納 入 義 務 者 に 対 し て 納 入 通 知 書 に よ り 通 知 し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 納 入 の 通 知 を す る と き の 納 付 期 限 は 、 法 令 そ の 他 の 定 め が あ る 場 合 を 除 く ほ か 、 調 定 の 日 か ら 二 十

日 以 内 に お い て 適 宜 の 納 付 期 限 を 定 め る も の と す る 。

（ 口 頭 等 に よ る 納 入 の 通 知 ）

第 十 九 条 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 に 係 る 収 入 の 納 入 の 通 知 に つ い て 、 課 所 長 が 必 要 と 認 め る 収 入 の 納 入 の 通 知

は 、 口 頭 、 掲 示 又 は そ の 他 の 方 法 に よ っ て こ れ を す る こ と が で き る 。

（ 収 入 の 納 付 場 所 ）

第 二 十 条 流 域 下 水 道 事 業 に 係 る 収 入 の 納 付 場 所 は 、 企 業 出 納 員 又 は 出 納 取 扱 金 融 機 関 と す る 。

（ 納 入 書 の 発 行 ）

第 二 十 一 条 課 所 長 は 、 第 十 七 条 の 規 定 に よ り 調 定 額 を 減 額 し て 変 更 し た 場 合 に お い て 次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る と き は 、 納 入 書 に よ り 納 入 義 務 者 に 通 知 す る も の と す る 。

一 当 該 調 定 額 が 未 収 で あ る と き 。

二 第 二 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 納 付 証 券 の 不 渡 通 知 が あ っ た と き 。

三 地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 二 年 政 令 第 十 六 号 ） 第 百 七 十 一 条 の 三 の 規 定 に よ り 債 権 の 履 行 期 限 を 繰 り

上 げ る と き 。

四 納 入 義 務 者 か ら 納 入 通 知 書 又 は 納 入 書 を 亡 失 し 、 又 は 毀 損 し た 旨 の 申 出 が あ っ た と き 。

（ 領 収 書 の 交 付 ）

第 二 十 二 条 企 業 出 納 員 又 は 出 納 取 扱 金 融 機 関 は 、 収 入 の 納 付 を 受 け た と き は 、 直 ち に 納 付 者 に 領 収 書 を 交 付

し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 収 入 の 納 付 が 証 券 に よ る も の で あ る と き は 、 前 項 の 領 収 書 の 表 面 余 白 に 「 証 券 受 領 」 の 表 示 を す る

も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 そ の 一 部 分 を 証 券 を も っ て 受 領 し た と き は 、 そ の 証 券 金 額 を 付 記 す る も の

と す る 。

（ 収 納 金 銭 の 取 扱 い ）

第 二 十 三 条 企 業 出 納 員 は 、 収 納 し た 金 銭 を 速 や か に 出 納 取 扱 金 融 機 関 に 預 け 入 れ な け れ ば な ら な い 。

２ 出 納 取 扱 金 融 機 関 は 、 収 納 し た 金 銭 を 収 納 日 ご と に ま と め て 、 速 や か に 企 業 出 納 員 に 報 告 し な け れ ば な ら

な い 。

（ 証 券 納 付 ）

第 二 十 四 条 流 域 下 水 道 事 業 に 係 る 収 入 の 納 入 義 務 者 が 収 入 の 納 付 に 使 用 す る こ と が で き る 小 切 手 の 支 払 地

は 、 出 納 取 扱 金 融 機 関 が 加 入 し 、 又 は 当 該 出 納 取 扱 金 融 機 関 か ら 手 形 交 換 を 委 託 さ れ て い る 金 融 機 関 が 加 入

し て い る 手 形 交 換 所 の 参 加 区 域 と す る 。

（ 不 渡 の 措 置 ）
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第 二 十 五 条 出 納 取 扱 金 融 機 関 は 、 納 入 義 務 者 か ら 納 付 さ れ た 証 券 又 は 企 業 出 納 員 か ら 預 け 入 れ ら れ た 証 券 を

提 示 期 間 内 に 提 示 し 、 支 払 の 請 求 を し た 場 合 に お い て 、 支 払 の 拒 絶 が あ っ た と き は 、 直 ち に そ の 支 払 の な

か っ た 金 額 に 相 当 す る 収 納 済 額 を 取 り 消 し て 、 遅 滞 な く 企 業 出 納 員 に そ の 旨 を 通 知 す る と と も に 当 該 証 券 を

送 付 し 、 企 業 出 納 員 か ら 当 該 証 券 の 領 収 書 を 受 け 取 ら な け れ ば な ら な い 。

２ 企 業 出 納 員 は 、 前 項 の 通 知 を 受 け た と き は 、 直 ち に そ の 支 払 の な か っ た 金 額 に 相 当 す る 収 納 済 額 を 取 り 消

し て 、 納 入 義 務 者 に 対 し そ の 旨 を 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 課 所 長 は 、 振 替 伝 票 を 発 行

す る も の と す る 。

３ 企 業 出 納 員 は 、 不 渡 証 券 を 納 入 義 務 者 に 還 付 す る と き は 、 領 収 書 を 徴 さ な け れ ば な ら な い 。

（ 収 入 伝 票 の 発 行 ）

第 二 十 六 条 課 所 長 は 、 金 銭 の 収 納 を 証 す る 書 類 に 基 づ い て 収 入 伝 票 を 発 行 し な け れ ば な ら な い 。

（ 過 誤 納 金 の 還 付 ）

第 二 十 七 条 課 所 長 は 、 収 納 し た 金 銭 の う ち 過 納 又 は 誤 納 と な っ た も の が あ る と き は 、 振 替 伝 票 を 発 行 す る と

と も に 納 付 者 に そ の 旨 を 通 知 し 、 当 該 過 誤 納 金 を 還 付 し な け れ ば な ら な い 。

（ 不 納 欠 損 整 理 ）

第 二 十 八 条 課 所 長 は 、 法 令 の 特 別 な 定 め 又 は 議 会 の 議 決 に 基 づ い て 調 定 済 額 の う ち 、 収 納 で き な い 収 入 が 生

じ た と き は 、 収 入 欠 損 額 調 書 を 作 成 し 、 振 替 伝 票 を も っ て 処 理 す る も の と す る 。

２ 課 所 長 は 、 前 項 の 手 続 を す る 場 合 に は 、 そ の 経 違 等 を 明 ら か に し た 書 類 及 び 記 録 等 を 添 付 し 、 あ ら か じ め

知 事 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

第 二 節 支 出

（ 支 出 の 手 続 ）

第 二 十 九 条 課 所 長 は 、 支 出 し よ う と す る と き は 、 支 払 伝 票 又 は 振 替 伝 票 を 発 行 し 、 債 権 者 の 請 求 書 等 支 出 に

関 す る 書 類 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。

２ 課 所 長 は 、 前 項 の 会 計 伝 票 等 を 企 業 出 納 員 に 交 付 し て 支 出 命 令 を 行 う も の と す る 。

３ 企 業 出 納 員 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 会 計 伝 票 等 の 交 付 を 受 け た 場 合 は 、 債 権 者 の 名 称 又 は 氏 名 、 勘 定 科 目 、

予 算 科 目 、 支 払 金 額 等 を 関 係 書 類 と 照 合 し 、 誤 り が な い こ と を 確 認 し な け れ ば な ら な い 。

（ 現 金 の 支 払 を 伴 う 支 出 ）

第 三 十 条 課 所 長 は 、 支 出 の う ち 現 金 の 支 払 を 伴 う も の に つ い て は 、 債 権 者 の 請 求 書 に 基 づ い て 支 払 伝 票 （ 一

部 の 現 金 の 支 払 を 伴 う 取 引 に つ い て 発 行 さ れ る 振 替 伝 票 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） を 発 行 し な け れ ば な ら な い 。

２ 支 払 伝 票 は 、 債 権 者 及 び 勘 定 科 目 ご と に 調 製 し 債 権 者 の 請 求 書 そ の 他 証 拠 と な る べ き 書 類 を 添 え な け れ ば

な ら な い 。 た だ し 、 債 権 者 に 請 求 さ せ る こ と が 困 難 な と き は 、 請 求 書 の 添 付 を 省 略 す る こ と が で き る 。

３ 二 人 以 上 の 債 権 者 に 対 し て 支 払 を す る 場 合 に お い て 勘 定 科 目 及 び 支 払 期 日 が 同 一 で あ る と き は 、 前 項 の 規

定 に か か わ ら ず 、 併 せ て 一 の 支 払 伝 票 を 発 行 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 債 権 者 ご と に そ の 支 払

額 を 明 ら か に し な け れ ば な ら な い 。

（ 隔 地 払 ）

第 三 十 一 条 企 業 出 納 員 は 、 隔 地 に い る 債 権 者 に 支 払 を し よ う と す る と き は 、 出 納 取 扱 金 融 機 関 に 対 し 出 納 取

扱 金 融 機 関 を 受 取 人 と す る 小 切 手 を 振 り 出 し て 資 金 交 付 す る と と も に 隔 地 払 依 頼 書 を 交 付 し た 送 金 の 手 続 を

さ せ る こ と が で き る 。

２ 出 納 取 扱 金 融 機 関 は 、 前 項 の 依 頼 書 の 交 付 を 受 け た と き は 、 直 ち に 送 金 手 続 を 行 い 、 隔 地 払 受 託 書 と と も

に 送 金 小 切 手 を 企 業 出 納 員 に 交 付 し な け れ ば な ら な い 。

３ 企 業 出 納 員 は 、 前 項 の 送 金 小 切 手 を 隔 地 払 通 知 書 に 添 付 し て 債 権 者 に 送 付 し な け れ ば な ら な い 。

（ 口 座 振 替 払 ）

第 三 十 二 条 企 業 出 納 員 は 、 債 権 者 に 対 し 、 口 座 振 替 の 方 法 に よ り 支 払 を し よ う と す る と き は 、 出 納 取 扱 金 融

機 関 に 対 し 出 納 取 扱 金 融 機 関 を 受 取 人 と す る 小 切 手 を 振 り 出 し 、 若 し く は 支 払 資 金 の 交 付 に 関 す る 通 知 書 を

交 付 し 、 及 び 口 座 振 替 依 頼 書 を 交 付 し 、 又 は 小 切 手 若 し く は 当 該 通 知 書 及 び 口 座 振 替 依 頼 書 に 記 載 す べ き 事

項 を 記 録 し た 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式

で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 ） を 送 信 し 、 当 該 振 替 の

手 続 を さ せ る も の と す る 。

２ 出 納 取 扱 金 融 機 関 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 振 り 替 え た と き は 、 口 座 振 替 済 書 を 企 業 出 納 員 に 交 付 し な け れ ば

な ら な い 。

３ 企 業 出 納 員 は 、 口 座 振 替 通 知 書 に よ り 債 権 者 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。
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第 二 十 五 条 出 納 取 扱 金 融 機 関 は 、 納 入 義 務 者 か ら 納 付 さ れ た 証 券 又 は 企 業 出 納 員 か ら 預 け 入 れ ら れ た 証 券 を

提 示 期 間 内 に 提 示 し 、 支 払 の 請 求 を し た 場 合 に お い て 、 支 払 の 拒 絶 が あ っ た と き は 、 直 ち に そ の 支 払 の な

か っ た 金 額 に 相 当 す る 収 納 済 額 を 取 り 消 し て 、 遅 滞 な く 企 業 出 納 員 に そ の 旨 を 通 知 す る と と も に 当 該 証 券 を

送 付 し 、 企 業 出 納 員 か ら 当 該 証 券 の 領 収 書 を 受 け 取 ら な け れ ば な ら な い 。

２ 企 業 出 納 員 は 、 前 項 の 通 知 を 受 け た と き は 、 直 ち に そ の 支 払 の な か っ た 金 額 に 相 当 す る 収 納 済 額 を 取 り 消

し て 、 納 入 義 務 者 に 対 し そ の 旨 を 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 課 所 長 は 、 振 替 伝 票 を 発 行

す る も の と す る 。

３ 企 業 出 納 員 は 、 不 渡 証 券 を 納 入 義 務 者 に 還 付 す る と き は 、 領 収 書 を 徴 さ な け れ ば な ら な い 。

（ 収 入 伝 票 の 発 行 ）

第 二 十 六 条 課 所 長 は 、 金 銭 の 収 納 を 証 す る 書 類 に 基 づ い て 収 入 伝 票 を 発 行 し な け れ ば な ら な い 。

（ 過 誤 納 金 の 還 付 ）

第 二 十 七 条 課 所 長 は 、 収 納 し た 金 銭 の う ち 過 納 又 は 誤 納 と な っ た も の が あ る と き は 、 振 替 伝 票 を 発 行 す る と

と も に 納 付 者 に そ の 旨 を 通 知 し 、 当 該 過 誤 納 金 を 還 付 し な け れ ば な ら な い 。

（ 不 納 欠 損 整 理 ）

第 二 十 八 条 課 所 長 は 、 法 令 の 特 別 な 定 め 又 は 議 会 の 議 決 に 基 づ い て 調 定 済 額 の う ち 、 収 納 で き な い 収 入 が 生

じ た と き は 、 収 入 欠 損 額 調 書 を 作 成 し 、 振 替 伝 票 を も っ て 処 理 す る も の と す る 。

２ 課 所 長 は 、 前 項 の 手 続 を す る 場 合 に は 、 そ の 経 違 等 を 明 ら か に し た 書 類 及 び 記 録 等 を 添 付 し 、 あ ら か じ め

知 事 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

第 二 節 支 出

（ 支 出 の 手 続 ）

第 二 十 九 条 課 所 長 は 、 支 出 し よ う と す る と き は 、 支 払 伝 票 又 は 振 替 伝 票 を 発 行 し 、 債 権 者 の 請 求 書 等 支 出 に

関 す る 書 類 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。

２ 課 所 長 は 、 前 項 の 会 計 伝 票 等 を 企 業 出 納 員 に 交 付 し て 支 出 命 令 を 行 う も の と す る 。

３ 企 業 出 納 員 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 会 計 伝 票 等 の 交 付 を 受 け た 場 合 は 、 債 権 者 の 名 称 又 は 氏 名 、 勘 定 科 目 、

予 算 科 目 、 支 払 金 額 等 を 関 係 書 類 と 照 合 し 、 誤 り が な い こ と を 確 認 し な け れ ば な ら な い 。

（ 現 金 の 支 払 を 伴 う 支 出 ）

第 三 十 条 課 所 長 は 、 支 出 の う ち 現 金 の 支 払 を 伴 う も の に つ い て は 、 債 権 者 の 請 求 書 に 基 づ い て 支 払 伝 票 （ 一

部 の 現 金 の 支 払 を 伴 う 取 引 に つ い て 発 行 さ れ る 振 替 伝 票 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） を 発 行 し な け れ ば な ら な い 。

２ 支 払 伝 票 は 、 債 権 者 及 び 勘 定 科 目 ご と に 調 製 し 債 権 者 の 請 求 書 そ の 他 証 拠 と な る べ き 書 類 を 添 え な け れ ば

な ら な い 。 た だ し 、 債 権 者 に 請 求 さ せ る こ と が 困 難 な と き は 、 請 求 書 の 添 付 を 省 略 す る こ と が で き る 。

３ 二 人 以 上 の 債 権 者 に 対 し て 支 払 を す る 場 合 に お い て 勘 定 科 目 及 び 支 払 期 日 が 同 一 で あ る と き は 、 前 項 の 規

定 に か か わ ら ず 、 併 せ て 一 の 支 払 伝 票 を 発 行 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 債 権 者 ご と に そ の 支 払

額 を 明 ら か に し な け れ ば な ら な い 。

（ 隔 地 払 ）

第 三 十 一 条 企 業 出 納 員 は 、 隔 地 に い る 債 権 者 に 支 払 を し よ う と す る と き は 、 出 納 取 扱 金 融 機 関 に 対 し 出 納 取

扱 金 融 機 関 を 受 取 人 と す る 小 切 手 を 振 り 出 し て 資 金 交 付 す る と と も に 隔 地 払 依 頼 書 を 交 付 し た 送 金 の 手 続 を

さ せ る こ と が で き る 。

２ 出 納 取 扱 金 融 機 関 は 、 前 項 の 依 頼 書 の 交 付 を 受 け た と き は 、 直 ち に 送 金 手 続 を 行 い 、 隔 地 払 受 託 書 と と も

に 送 金 小 切 手 を 企 業 出 納 員 に 交 付 し な け れ ば な ら な い 。

３ 企 業 出 納 員 は 、 前 項 の 送 金 小 切 手 を 隔 地 払 通 知 書 に 添 付 し て 債 権 者 に 送 付 し な け れ ば な ら な い 。

（ 口 座 振 替 払 ）

第 三 十 二 条 企 業 出 納 員 は 、 債 権 者 に 対 し 、 口 座 振 替 の 方 法 に よ り 支 払 を し よ う と す る と き は 、 出 納 取 扱 金 融

機 関 に 対 し 出 納 取 扱 金 融 機 関 を 受 取 人 と す る 小 切 手 を 振 り 出 し 、 若 し く は 支 払 資 金 の 交 付 に 関 す る 通 知 書 を

交 付 し 、 及 び 口 座 振 替 依 頼 書 を 交 付 し 、 又 は 小 切 手 若 し く は 当 該 通 知 書 及 び 口 座 振 替 依 頼 書 に 記 載 す べ き 事

項 を 記 録 し た 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式

で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 ） を 送 信 し 、 当 該 振 替 の

手 続 を さ せ る も の と す る 。

２ 出 納 取 扱 金 融 機 関 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 振 り 替 え た と き は 、 口 座 振 替 済 書 を 企 業 出 納 員 に 交 付 し な け れ ば

な ら な い 。

３ 企 業 出 納 員 は 、 口 座 振 替 通 知 書 に よ り 債 権 者 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。
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４ 第 一 項 の 口 座 振 替 払 が で き る 金 融 機 関 は 、 出 納 取 扱 金 融 機 関 の ほ か 出 納 取 扱 金 融 機 関 と 為 替 取 引 の あ る 普

通 銀 行 、 信 託 銀 行 そ の 他 の 金 融 機 関 と す る 。

５ 債 権 者 は 、 口 座 振 替 の 方 法 に よ り 支 払 を 受 け よ う と す る と き は 、 支 払 請 求 の 際 、 振 替 先 金 融 機 関 店 舗 名 、

振 替 先 口 座 名 等 を 企 業 出 納 員 に 申 し 出 る も の と す る 。

（ 直 接 払 ）

第 三 十 三 条 企 業 出 納 員 は 、 債 権 者 に 直 接 支 払 を し よ う と す る と き は 、 債 権 者 を 受 取 人 と す る 小 切 手 を 振 り 出

し て 支 払 を す る も の と す る 。 た だ し 、 少 額 の 支 払 で 企 業 出 納 員 が 必 要 と 認 め た と き は 、 債 権 者 に 現 金 で 支 払

を す る こ と が で き る 。

（ 小 切 手 ）

第 三 十 四 条 企 業 出 納 員 の 振 り 出 す 小 切 手 は 、 記 名 式 と す る 。 た だ し 、 官 公 署 （ 法 人 に よ る 公 社 を 含 む 。 ） 、

日 本 銀 行 又 は 出 納 取 扱 金 融 機 関 を 受 取 人 と し て 振 り 出 す 小 切 手 は 、 記 名 式 指 図 禁 止 と し 、 こ れ に 受 取 人 の 氏

名 、 金 額 、 振 出 番 号 、 年 度 、 会 計 名 そ の 他 必 要 な 事 項 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。

（ 小 切 手 の 償 還 ）

第 三 十 五 条 企 業 出 納 員 は 、 前 条 の 規 定 に よ り 交 付 し た 小 切 手 の 所 持 人 か ら 償 還 の 請 求 を 受 け た 場 合 は 、 こ れ

を 調 査 し 、 償 還 す べ き も の と 認 め る 場 合 は 、 そ の 償 還 を し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 小 切 手 の 償 還 を し た と き は 、 企 業 出 納 員 は 、 支 払 を 要 す る も の は 、 支 払 の 手 続 を し な け

れ ば な ら な い 。

３ 第 一 項 の 場 合 に お い て 、 小 切 手 の 所 持 人 が 亡 失 に よ り 当 該 小 切 手 を 提 出 で き な い と き は 、 企 業 出 納 員 は 、

当 該 亡 失 し た 小 切 手 の 除 権 判 決 書 の 正 本 を 提 出 さ せ な け れ ば な ら な い 。

（ 資 金 前 渡 ）

第 三 十 六 条 地 方 公 営 企 業 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 七 年 政 令 第 四 百 三 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 第 二 十 一 条 の 五 第

一 項 第 十 五 号 の 規 定 に よ り 資 金 前 渡 す る こ と が で き る 経 費 は 、 次 の と お り と す る 。

一 式 典 、 講 習 会 そ の 他 の 会 合 又 は 催 し 物 の 場 所 に お い て 直 接 支 払 を 必 要 と す る 経 費

二 法 令 等 に 基 づ く 試 験 又 は 検 査 に 要 す る 経 費

三 交 際 費

四 事 故 見 舞 金

五 損 害 賠 償 金

六 自 動 車 の 駐 車 料 金

七 土 地 収 用 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 十 九 号 ） に 基 づ く 補 償 に 要 す る 費 用

八 児 童 手 当 法 （ 昭 和 四 十 六 年 法 律 第 七 十 三 号 ） に 基 づ く 児 童 手 当

九 電 気 、 水 道 及 び ガ ス の 料 金 、 電 気 通 信 役 務 に 関 す る 料 金 、 下 水 道 の 使 用 料 並 び に 日 本 放 送 協 会 に 対 し 支

払 う 受 信 料

十 郵 便 貯 金 銀 行 （ 郵 政 民 営 化 法 （ 平 成 十 七 年 法 律 第 九 十 七 号 ） 第 九 十 四 条 に 規 定 す る 郵 便 貯 金 銀 行 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） の 営 業 所 又 は 郵 便 局 （ 簡 易 郵 便 局 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 十 三 号 ） 第 二 条 に 規 定 す

る 郵 便 窓 口 業 務 を 行 う 日 本 郵 便 株 式 会 社 の 営 業 所 で あ っ て 郵 便 貯 金 銀 行 を 銀 行 法 （ 昭 和 五 十 六 年 法 律 第 五

十 九 号 ） 第 二 条 第 十 六 項 に 規 定 す る 所 属 銀 行 と す る 同 条 第 十 四 項 に 規 定 す る 銀 行 代 理 業 の 業 務 を 行 う も の

を い う 。 ） に お い て 払 込 み を 必 要 と す る 経 費

十 一 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 即 時 支 払 を し な け れ ば 購 入 し 、 利 用 し 、 又 は 使 用 す る こ と が で き な い も

の に 係 る 経 費

２ 資 金 前 渡 を 受 け た 者 は 、 支 払 が 終 わ っ た 後 速 や か に 当 該 資 金 に 関 す る 精 算 書 を 作 成 し 、 証 拠 と な る べ き 書

類 を 添 え て 精 算 し な け れ ば な ら な い 。

３ 前 項 の 場 合 に お い て 、 残 金 が あ る と き は 、 課 所 長 は 、 当 該 資 金 前 渡 を 受 け た 者 を し て 、 返 納 さ せ な け れ ば

な ら な い 。

（ 概 算 払 ）

第 三 十 七 条 令 第 二 十 一 条 の 六 第 五 号 の 規 定 に よ り 概 算 払 を す る こ と が で き る 経 費 は 、 次 の と お り と す る 。

一 損 害 賠 償 金

二 委 託 費

２ 概 算 払 を 受 け た 者 は 、 そ の 金 額 が 確 定 し た 後 、 速 や か に 前 条 第 二 項 の 規 定 に 準 じ て 精 算 し な け れ ば な ら な

い 。

３ 前 条 第 三 項 の 規 定 は 、 課 所 長 に よ る 概 算 払 の 精 算 の 手 続 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 項 中
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４ 第 一 項 の 口 座 振 替 払 が で き る 金 融 機 関 は 、 出 納 取 扱 金 融 機 関 の ほ か 出 納 取 扱 金 融 機 関 と 為 替 取 引 の あ る 普

通 銀 行 、 信 託 銀 行 そ の 他 の 金 融 機 関 と す る 。

５ 債 権 者 は 、 口 座 振 替 の 方 法 に よ り 支 払 を 受 け よ う と す る と き は 、 支 払 請 求 の 際 、 振 替 先 金 融 機 関 店 舗 名 、

振 替 先 口 座 名 等 を 企 業 出 納 員 に 申 し 出 る も の と す る 。

（ 直 接 払 ）

第 三 十 三 条 企 業 出 納 員 は 、 債 権 者 に 直 接 支 払 を し よ う と す る と き は 、 債 権 者 を 受 取 人 と す る 小 切 手 を 振 り 出

し て 支 払 を す る も の と す る 。 た だ し 、 少 額 の 支 払 で 企 業 出 納 員 が 必 要 と 認 め た と き は 、 債 権 者 に 現 金 で 支 払

を す る こ と が で き る 。

（ 小 切 手 ）

第 三 十 四 条 企 業 出 納 員 の 振 り 出 す 小 切 手 は 、 記 名 式 と す る 。 た だ し 、 官 公 署 （ 法 人 に よ る 公 社 を 含 む 。 ） 、

日 本 銀 行 又 は 出 納 取 扱 金 融 機 関 を 受 取 人 と し て 振 り 出 す 小 切 手 は 、 記 名 式 指 図 禁 止 と し 、 こ れ に 受 取 人 の 氏

名 、 金 額 、 振 出 番 号 、 年 度 、 会 計 名 そ の 他 必 要 な 事 項 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。

（ 小 切 手 の 償 還 ）

第 三 十 五 条 企 業 出 納 員 は 、 前 条 の 規 定 に よ り 交 付 し た 小 切 手 の 所 持 人 か ら 償 還 の 請 求 を 受 け た 場 合 は 、 こ れ

を 調 査 し 、 償 還 す べ き も の と 認 め る 場 合 は 、 そ の 償 還 を し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 小 切 手 の 償 還 を し た と き は 、 企 業 出 納 員 は 、 支 払 を 要 す る も の は 、 支 払 の 手 続 を し な け

れ ば な ら な い 。

３ 第 一 項 の 場 合 に お い て 、 小 切 手 の 所 持 人 が 亡 失 に よ り 当 該 小 切 手 を 提 出 で き な い と き は 、 企 業 出 納 員 は 、

当 該 亡 失 し た 小 切 手 の 除 権 判 決 書 の 正 本 を 提 出 さ せ な け れ ば な ら な い 。

（ 資 金 前 渡 ）

第 三 十 六 条 地 方 公 営 企 業 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 七 年 政 令 第 四 百 三 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 第 二 十 一 条 の 五 第

一 項 第 十 五 号 の 規 定 に よ り 資 金 前 渡 す る こ と が で き る 経 費 は 、 次 の と お り と す る 。

一 式 典 、 講 習 会 そ の 他 の 会 合 又 は 催 し 物 の 場 所 に お い て 直 接 支 払 を 必 要 と す る 経 費

二 法 令 等 に 基 づ く 試 験 又 は 検 査 に 要 す る 経 費

三 交 際 費

四 事 故 見 舞 金

五 損 害 賠 償 金

六 自 動 車 の 駐 車 料 金

七 土 地 収 用 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 十 九 号 ） に 基 づ く 補 償 に 要 す る 費 用

八 児 童 手 当 法 （ 昭 和 四 十 六 年 法 律 第 七 十 三 号 ） に 基 づ く 児 童 手 当

九 電 気 、 水 道 及 び ガ ス の 料 金 、 電 気 通 信 役 務 に 関 す る 料 金 、 下 水 道 の 使 用 料 並 び に 日 本 放 送 協 会 に 対 し 支

払 う 受 信 料

十 郵 便 貯 金 銀 行 （ 郵 政 民 営 化 法 （ 平 成 十 七 年 法 律 第 九 十 七 号 ） 第 九 十 四 条 に 規 定 す る 郵 便 貯 金 銀 行 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） の 営 業 所 又 は 郵 便 局 （ 簡 易 郵 便 局 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 十 三 号 ） 第 二 条 に 規 定 す

る 郵 便 窓 口 業 務 を 行 う 日 本 郵 便 株 式 会 社 の 営 業 所 で あ っ て 郵 便 貯 金 銀 行 を 銀 行 法 （ 昭 和 五 十 六 年 法 律 第 五

十 九 号 ） 第 二 条 第 十 六 項 に 規 定 す る 所 属 銀 行 と す る 同 条 第 十 四 項 に 規 定 す る 銀 行 代 理 業 の 業 務 を 行 う も の

を い う 。 ） に お い て 払 込 み を 必 要 と す る 経 費

十 一 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 即 時 支 払 を し な け れ ば 購 入 し 、 利 用 し 、 又 は 使 用 す る こ と が で き な い も

の に 係 る 経 費

２ 資 金 前 渡 を 受 け た 者 は 、 支 払 が 終 わ っ た 後 速 や か に 当 該 資 金 に 関 す る 精 算 書 を 作 成 し 、 証 拠 と な る べ き 書

類 を 添 え て 精 算 し な け れ ば な ら な い 。

３ 前 項 の 場 合 に お い て 、 残 金 が あ る と き は 、 課 所 長 は 、 当 該 資 金 前 渡 を 受 け た 者 を し て 、 返 納 さ せ な け れ ば

な ら な い 。

（ 概 算 払 ）

第 三 十 七 条 令 第 二 十 一 条 の 六 第 五 号 の 規 定 に よ り 概 算 払 を す る こ と が で き る 経 費 は 、 次 の と お り と す る 。

一 損 害 賠 償 金

二 委 託 費

２ 概 算 払 を 受 け た 者 は 、 そ の 金 額 が 確 定 し た 後 、 速 や か に 前 条 第 二 項 の 規 定 に 準 じ て 精 算 し な け れ ば な ら な

い 。

３ 前 条 第 三 項 の 規 定 は 、 課 所 長 に よ る 概 算 払 の 精 算 の 手 続 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 項 中
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「 資 金 前 渡 」 と あ る の は 、 「 概 算 払 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 前 金 払 ）

第 三 十 八 条 令 第 二 十 一 条 の 七 第 八 号 の 規 定 に よ り 前 金 払 を す る こ と が で き る 経 費 は 、 次 の と お り と す る 。

一 弁 護 士 報 酬

二 法 令 等 に 基 づ く 試 験 又 は 検 査 に 要 す る 経 費

三 保 険 料

四 研 修 、 講 習 又 は 会 議 へ の 参 加 に 要 す る 経 費

五 公 共 工 事 の 前 払 金 保 証 事 業 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 四 号 ） 第 五 条 の 規 定 に 基 づ き 登 録

を 受 け た 保 証 事 業 会 社 の 保 証 に 係 る 公 共 工 事 に 要 す る 経 費

（ 前 払 金 等 の 整 理 ）

第 三 十 九 条 課 所 長 は 、 支 出 の 支 払 に つ い て 前 払 金 と し て 整 理 し た 場 合 に お い て 、 当 該 前 払 の 事 由 が 終 わ っ た

と き は 、 速 や か に 振 替 伝 票 を 発 行 し て 正 規 の 科 目 に 振 り 替 え な け れ ば な ら な い 。

（ 領 収 書 等 の 徴 収 ）

第 四 十 条 企 業 出 納 員 は 、 現 金 の 支 払 を 伴 う 支 出 の 支 払 を し た と き は 、 債 権 者 の 領 収 書 又 は 出 納 取 扱 金 融 機 関

の 隔 地 払 受 託 書 若 し く は 口 座 振 替 済 書 を 受 け 取 ら な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 隔 地 払 受 託 書 又 は 口 座 振 替 済 書 は 、 債 権 者 の 領 収 書 と み な す 。

（ 過 誤 払 金 の 回 収 ）

第 四 十 一 条 課 所 長 は 、 支 出 の 支 払 の う ち 、 過 払 又 は 誤 払 と な っ た も の が あ る と き は 、 過 誤 払 を 証 す る 書 類 に

基 づ い て 振 替 伝 票 を 発 行 す る と と も に 返 納 義 務 者 に そ の 旨 を 通 知 し 、 当 該 過 誤 払 金 を 回 収 し な け れ ば な ら な

い 。

２ 第 二 十 一 条 の 規 定 は 、 前 項 の 通 知 に つ い て 準 用 す る 。

第 四 章 預 り 金 及 び 預 り 有 価 証 券

（ 預 り 金 ）

第 四 十 二 条 課 所 長 は 、 流 域 下 水 道 事 業 の 収 入 に 属 さ な い 現 金 （ 以 下 「 預 り 金 」 と い う 。 ） を 受 け 入 れ 、 又 は

払 い 出 そ う と す る と き は 、 会 計 伝 票 を 発 行 し 、 当 該 預 り 金 の 受 払 理 由 等 を 明 ら か に し た 書 類 を 添 付 し な け れ

ば な ら な い 。

２ 課 所 長 は 、 前 項 の 会 計 伝 票 等 を 企 業 出 納 員 に 交 付 し て 預 り 金 の 出 納 通 知 を 行 う も の と す る 。

３ 企 業 出 納 員 は 、 前 項 の 預 り 金 を 受 け 入 れ た と き は 、 納 入 者 に 預 り 書 を 交 付 し 、 当 該 預 り 金 を 払 い 出 し た と

き は 、 納 入 者 か ら 預 り 書 を 徴 さ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 流 域 下 水 道 事 業 の 職 員 等 の 所 得 か ら 源 泉 徴 収 さ

れ る 公 租 公 課 等 に 係 る 預 り 金 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。

４ 第 十 九 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 三 条 及 び 第 三 十 条 か ら 第 三 十 三 条 ま で の 規 定 は 、 預 り 金 を 受 け 入 れ 、 又 は 払

い 出 す 場 合 に つ い て 準 用 す る 。

（ 預 り 有 価 証 券 ）

第 四 十 三 条 課 所 長 は 、 流 域 下 水 道 事 業 の 所 有 に 属 さ な い 有 価 証 券 （ 以 下 「 預 り 有 価 証 券 」 と い う 。 ） を 安 全

か つ 確 実 な 方 法 に よ り 保 管 し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 条 の 規 定 は 、 預 り 有 価 証 券 を 受 け 入 れ 、 又 は 払 い 出 す 場 合 に つ い て 準 用 す る 。

（ 利 札 の 還 付 ）

第 四 十 四 条 課 所 長 は 、 預 り 有 価 証 券 の 所 有 者 か ら 利 札 の 還 付 請 求 を 受 け た と き は 、 こ れ を 還 付 し な け れ ば な

ら な い 。

２ 企 業 出 納 員 は 、 前 項 の 還 付 が 行 わ れ た と き は 、 所 有 者 か ら 領 収 書 を 徴 さ な け れ ば な ら な い 。

第 五 章 棚 卸 資 産

第 一 節 通 則

（ 棚 卸 資 産 の 分 類 ）

第 四 十 五 条 棚 卸 資 産 の 分 類 は 、 次 の と お り と す る 。

一 消 耗 品

二 材 料

三 そ の 他 貯 蔵 品

（ 棚 卸 資 産 の 貯 蔵 ）

第 四 十 六 条 企 業 出 納 員 は 、 常 に 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 執 行 上 必 要 な 量 の 棚 卸 資 産 を 貯 蔵 す る よ う に 努 め 、 か

つ 、 こ れ を 適 正 に 管 理 し な け れ ば な ら な い 。
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「 資 金 前 渡 」 と あ る の は 、 「 概 算 払 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 前 金 払 ）

第 三 十 八 条 令 第 二 十 一 条 の 七 第 八 号 の 規 定 に よ り 前 金 払 を す る こ と が で き る 経 費 は 、 次 の と お り と す る 。

一 弁 護 士 報 酬

二 法 令 等 に 基 づ く 試 験 又 は 検 査 に 要 す る 経 費

三 保 険 料

四 研 修 、 講 習 又 は 会 議 へ の 参 加 に 要 す る 経 費

五 公 共 工 事 の 前 払 金 保 証 事 業 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 四 号 ） 第 五 条 の 規 定 に 基 づ き 登 録

を 受 け た 保 証 事 業 会 社 の 保 証 に 係 る 公 共 工 事 に 要 す る 経 費

（ 前 払 金 等 の 整 理 ）

第 三 十 九 条 課 所 長 は 、 支 出 の 支 払 に つ い て 前 払 金 と し て 整 理 し た 場 合 に お い て 、 当 該 前 払 の 事 由 が 終 わ っ た

と き は 、 速 や か に 振 替 伝 票 を 発 行 し て 正 規 の 科 目 に 振 り 替 え な け れ ば な ら な い 。

（ 領 収 書 等 の 徴 収 ）

第 四 十 条 企 業 出 納 員 は 、 現 金 の 支 払 を 伴 う 支 出 の 支 払 を し た と き は 、 債 権 者 の 領 収 書 又 は 出 納 取 扱 金 融 機 関

の 隔 地 払 受 託 書 若 し く は 口 座 振 替 済 書 を 受 け 取 ら な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 隔 地 払 受 託 書 又 は 口 座 振 替 済 書 は 、 債 権 者 の 領 収 書 と み な す 。

（ 過 誤 払 金 の 回 収 ）

第 四 十 一 条 課 所 長 は 、 支 出 の 支 払 の う ち 、 過 払 又 は 誤 払 と な っ た も の が あ る と き は 、 過 誤 払 を 証 す る 書 類 に

基 づ い て 振 替 伝 票 を 発 行 す る と と も に 返 納 義 務 者 に そ の 旨 を 通 知 し 、 当 該 過 誤 払 金 を 回 収 し な け れ ば な ら な

い 。

２ 第 二 十 一 条 の 規 定 は 、 前 項 の 通 知 に つ い て 準 用 す る 。

第 四 章 預 り 金 及 び 預 り 有 価 証 券

（ 預 り 金 ）

第 四 十 二 条 課 所 長 は 、 流 域 下 水 道 事 業 の 収 入 に 属 さ な い 現 金 （ 以 下 「 預 り 金 」 と い う 。 ） を 受 け 入 れ 、 又 は

払 い 出 そ う と す る と き は 、 会 計 伝 票 を 発 行 し 、 当 該 預 り 金 の 受 払 理 由 等 を 明 ら か に し た 書 類 を 添 付 し な け れ

ば な ら な い 。

２ 課 所 長 は 、 前 項 の 会 計 伝 票 等 を 企 業 出 納 員 に 交 付 し て 預 り 金 の 出 納 通 知 を 行 う も の と す る 。

３ 企 業 出 納 員 は 、 前 項 の 預 り 金 を 受 け 入 れ た と き は 、 納 入 者 に 預 り 書 を 交 付 し 、 当 該 預 り 金 を 払 い 出 し た と

き は 、 納 入 者 か ら 預 り 書 を 徴 さ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 流 域 下 水 道 事 業 の 職 員 等 の 所 得 か ら 源 泉 徴 収 さ

れ る 公 租 公 課 等 に 係 る 預 り 金 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。

４ 第 十 九 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 三 条 及 び 第 三 十 条 か ら 第 三 十 三 条 ま で の 規 定 は 、 預 り 金 を 受 け 入 れ 、 又 は 払

い 出 す 場 合 に つ い て 準 用 す る 。

（ 預 り 有 価 証 券 ）

第 四 十 三 条 課 所 長 は 、 流 域 下 水 道 事 業 の 所 有 に 属 さ な い 有 価 証 券 （ 以 下 「 預 り 有 価 証 券 」 と い う 。 ） を 安 全

か つ 確 実 な 方 法 に よ り 保 管 し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 条 の 規 定 は 、 預 り 有 価 証 券 を 受 け 入 れ 、 又 は 払 い 出 す 場 合 に つ い て 準 用 す る 。

（ 利 札 の 還 付 ）

第 四 十 四 条 課 所 長 は 、 預 り 有 価 証 券 の 所 有 者 か ら 利 札 の 還 付 請 求 を 受 け た と き は 、 こ れ を 還 付 し な け れ ば な

ら な い 。

２ 企 業 出 納 員 は 、 前 項 の 還 付 が 行 わ れ た と き は 、 所 有 者 か ら 領 収 書 を 徴 さ な け れ ば な ら な い 。

第 五 章 棚 卸 資 産

第 一 節 通 則

（ 棚 卸 資 産 の 分 類 ）

第 四 十 五 条 棚 卸 資 産 の 分 類 は 、 次 の と お り と す る 。

一 消 耗 品

二 材 料

三 そ の 他 貯 蔵 品

（ 棚 卸 資 産 の 貯 蔵 ）

第 四 十 六 条 企 業 出 納 員 は 、 常 に 流 域 下 水 道 事 業 の 業 務 執 行 上 必 要 な 量 の 棚 卸 資 産 を 貯 蔵 す る よ う に 努 め 、 か

つ 、 こ れ を 適 正 に 管 理 し な け れ ば な ら な い 。
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第 二 節 出 納

（ 受 入 価 額 ）

第 四 十 七 条 棚 卸 資 産 の 受 入 価 額 は 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ る 。

一 購 入 又 は 製 作 に よ っ て 取 得 し た も の に つ い て は 、 購 入 又 は 製 作 に 要 し た 価 額

二 前 号 に 掲 げ る も の 以 外 の 棚 卸 資 産 に つ い て は 、 適 正 な 見 積 価 額

（ 受 入 れ ）

第 四 十 八 条 課 所 長 は 、 棚 卸 資 産 を 受 け 入 れ た と き は 、 所 属 職 員 を し て 遅 滞 な く 検 査 さ せ な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 検 査 を 行 っ た 職 員 は 、 関 係 書 類 に 検 査 済 の 表 示 を し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 特 に 必 要 が あ る 場

合 に は 、 検 査 調 書 を 作 成 し な け れ ば な ら な い 。

３ 課 所 長 は 、 第 一 項 の 検 査 が 終 わ っ た と き は 、 振 替 伝 票 を 発 行 し て 当 該 棚 卸 資 産 と と も に 企 業 出 納 員 に 引 き

継 が な け れ ば な ら な い 。

４ 企 業 出 納 員 は 、 前 項 の 振 替 伝 票 に 基 づ い て 棚 卸 資 産 を 入 庫 す る と と も に 、 貯 蔵 品 出 納 簿 に 記 帳 し な け れ ば

な ら な い 。

（ 管 理 換 え ）

第 四 十 九 条 都 市 整 備 課 と 下 水 道 事 務 所 と の 間 に お い て 、 棚 卸 資 産 の 管 理 換 え を 行 お う と す る と き は 、 管 理 換

え 要 求 （ 承 諾 ） 書 及 び 管 理 換 え 送 付 （ 受 領 ） 書 に よ り 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 払 出 価 額 ）

第 五 十 条 棚 卸 資 産 の 払 出 価 額 は 、 先 入 先 出 法 に よ る も の と す る 。

（ 払 出 し ）

第 五 十 一 条 課 所 長 は 、 棚 卸 資 産 を 使 用 し よ う と す る と き は 、 振 替 伝 票 を 発 行 し 、 企 業 出 納 員 に 交 付 し な け れ

ば な ら な い 。

２ 企 業 出 納 員 は 、 前 項 の 振 替 伝 票 に 基 づ い て 棚 卸 資 産 を 出 庫 す る と と も に 、 貯 蔵 品 出 納 簿 に 記 帳 し な け れ ば

な ら な い 。

（ 不 用 品 の 処 分 ）

第 五 十 二 条 知 事 又 は 所 長 は 、 棚 卸 資 産 の う ち 、 不 用 と な り 又 は 使 用 に 耐 え な く な っ た も の は 、 不 用 の 決 定 を

し た の ち 、 売 却 す る も の と す る 。 た だ し 、 買 受 人 が な い も の 、 売 却 価 額 が 売 却 に 要 す る 費 用 の 額 に 達 し な い

と 認 め ら れ る も の そ の 他 売 却 す る こ と が 不 適 当 と 認 め ら れ る も の に つ い て は 、 こ れ を 廃 棄 す る も の と す る 。

第 三 節 棚 卸 し

（ 帳 簿 残 高 の 確 認 ）

第 五 十 三 条 企 業 出 納 員 は 、 常 に 貯 蔵 品 出 納 簿 の 残 高 に つ い て 、 こ れ と 関 係 の あ る 他 の 帳 簿 と 照 合 し 、 そ の 正

確 な 額 の 確 認 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 実 地 棚 卸 し ）

第 五 十 四 条 企 業 出 納 員 は 、 貯 蔵 品 に つ い て 毎 年 三 月 三 十 一 日 現 在 で 実 地 棚 卸 し を 行 い 、 そ の 結 果 に つ き 棚 卸

明 細 表 を 作 成 し 、 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

２ 企 業 出 納 員 は 、 必 要 と 認 め た と き は 、 前 項 の 実 地 棚 卸 し の ほ か 、 臨 時 に 棚 卸 し を 行 う こ と が で き る 。

第 六 章 棚 卸 資 産 以 外 の 物 品

（ 直 購 入 ）

第 五 十 五 条 課 所 長 は 、 第 四 十 五 条 各 号 に 掲 げ る 棚 卸 資 産 の う ち 購 入 後 直 ち に 使 用 す る 予 定 の も の を 直 接 当 該

科 目 の 支 出 と し て 購 入 す る こ と （ 以 下 「 直 購 入 」 と い う 。 ） が で き る 。

（ 物 品 の 管 理 ）

第 五 十 六 条 課 所 長 は 、 棚 卸 資 産 か ら 使 用 の た め 払 い 出 し た も の 又 は 直 購 入 を し た も の （ 以 下 本 章 に お い て 単

に 「 物 品 」 と い う 。 ） を 適 正 に 管 理 し な け れ ば な ら な い 。

２ 課 所 長 は 、 前 項 の 物 品 に 残 品 が 生 じ た と き は 、 棚 卸 資 産 に 受 け 入 れ る も の と す る 。

（ 事 故 報 告 ）

第 五 十 七 条 課 所 長 は 、 天 災 そ の 他 の 事 由 に よ り 物 品 が 滅 失 し 、 又 は 損 傷 を 受 け 、 そ の 損 失 額 が 多 額 と 認 め た

と き は 、 速 や か に そ の 原 因 、 現 状 等 に つ い て 知 事 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。

（ 準 用 規 定 ）

第 五 十 八 条 第 四 十 七 条 か ら 第 四 十 九 条 ま で 及 び 第 五 十 二 条 の 規 定 は 、 物 品 の 取 得 、 残 品 入 庫 、 管 理 換 え 及 び

不 用 品 の 処 分 に つ い て 準 用 す る 。

第 七 章 固 定 資 産
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第 二 節 出 納

（ 受 入 価 額 ）

第 四 十 七 条 棚 卸 資 産 の 受 入 価 額 は 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ る 。

一 購 入 又 は 製 作 に よ っ て 取 得 し た も の に つ い て は 、 購 入 又 は 製 作 に 要 し た 価 額

二 前 号 に 掲 げ る も の 以 外 の 棚 卸 資 産 に つ い て は 、 適 正 な 見 積 価 額

（ 受 入 れ ）

第 四 十 八 条 課 所 長 は 、 棚 卸 資 産 を 受 け 入 れ た と き は 、 所 属 職 員 を し て 遅 滞 な く 検 査 さ せ な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 検 査 を 行 っ た 職 員 は 、 関 係 書 類 に 検 査 済 の 表 示 を し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 特 に 必 要 が あ る 場

合 に は 、 検 査 調 書 を 作 成 し な け れ ば な ら な い 。

３ 課 所 長 は 、 第 一 項 の 検 査 が 終 わ っ た と き は 、 振 替 伝 票 を 発 行 し て 当 該 棚 卸 資 産 と と も に 企 業 出 納 員 に 引 き

継 が な け れ ば な ら な い 。

４ 企 業 出 納 員 は 、 前 項 の 振 替 伝 票 に 基 づ い て 棚 卸 資 産 を 入 庫 す る と と も に 、 貯 蔵 品 出 納 簿 に 記 帳 し な け れ ば

な ら な い 。

（ 管 理 換 え ）

第 四 十 九 条 都 市 整 備 課 と 下 水 道 事 務 所 と の 間 に お い て 、 棚 卸 資 産 の 管 理 換 え を 行 お う と す る と き は 、 管 理 換

え 要 求 （ 承 諾 ） 書 及 び 管 理 換 え 送 付 （ 受 領 ） 書 に よ り 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 払 出 価 額 ）

第 五 十 条 棚 卸 資 産 の 払 出 価 額 は 、 先 入 先 出 法 に よ る も の と す る 。

（ 払 出 し ）

第 五 十 一 条 課 所 長 は 、 棚 卸 資 産 を 使 用 し よ う と す る と き は 、 振 替 伝 票 を 発 行 し 、 企 業 出 納 員 に 交 付 し な け れ

ば な ら な い 。

２ 企 業 出 納 員 は 、 前 項 の 振 替 伝 票 に 基 づ い て 棚 卸 資 産 を 出 庫 す る と と も に 、 貯 蔵 品 出 納 簿 に 記 帳 し な け れ ば

な ら な い 。

（ 不 用 品 の 処 分 ）

第 五 十 二 条 知 事 又 は 所 長 は 、 棚 卸 資 産 の う ち 、 不 用 と な り 又 は 使 用 に 耐 え な く な っ た も の は 、 不 用 の 決 定 を

し た の ち 、 売 却 す る も の と す る 。 た だ し 、 買 受 人 が な い も の 、 売 却 価 額 が 売 却 に 要 す る 費 用 の 額 に 達 し な い

と 認 め ら れ る も の そ の 他 売 却 す る こ と が 不 適 当 と 認 め ら れ る も の に つ い て は 、 こ れ を 廃 棄 す る も の と す る 。

第 三 節 棚 卸 し

（ 帳 簿 残 高 の 確 認 ）

第 五 十 三 条 企 業 出 納 員 は 、 常 に 貯 蔵 品 出 納 簿 の 残 高 に つ い て 、 こ れ と 関 係 の あ る 他 の 帳 簿 と 照 合 し 、 そ の 正

確 な 額 の 確 認 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 実 地 棚 卸 し ）

第 五 十 四 条 企 業 出 納 員 は 、 貯 蔵 品 に つ い て 毎 年 三 月 三 十 一 日 現 在 で 実 地 棚 卸 し を 行 い 、 そ の 結 果 に つ き 棚 卸

明 細 表 を 作 成 し 、 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

２ 企 業 出 納 員 は 、 必 要 と 認 め た と き は 、 前 項 の 実 地 棚 卸 し の ほ か 、 臨 時 に 棚 卸 し を 行 う こ と が で き る 。

第 六 章 棚 卸 資 産 以 外 の 物 品

（ 直 購 入 ）

第 五 十 五 条 課 所 長 は 、 第 四 十 五 条 各 号 に 掲 げ る 棚 卸 資 産 の う ち 購 入 後 直 ち に 使 用 す る 予 定 の も の を 直 接 当 該

科 目 の 支 出 と し て 購 入 す る こ と （ 以 下 「 直 購 入 」 と い う 。 ） が で き る 。

（ 物 品 の 管 理 ）

第 五 十 六 条 課 所 長 は 、 棚 卸 資 産 か ら 使 用 の た め 払 い 出 し た も の 又 は 直 購 入 を し た も の （ 以 下 本 章 に お い て 単

に 「 物 品 」 と い う 。 ） を 適 正 に 管 理 し な け れ ば な ら な い 。

２ 課 所 長 は 、 前 項 の 物 品 に 残 品 が 生 じ た と き は 、 棚 卸 資 産 に 受 け 入 れ る も の と す る 。

（ 事 故 報 告 ）

第 五 十 七 条 課 所 長 は 、 天 災 そ の 他 の 事 由 に よ り 物 品 が 滅 失 し 、 又 は 損 傷 を 受 け 、 そ の 損 失 額 が 多 額 と 認 め た

と き は 、 速 や か に そ の 原 因 、 現 状 等 に つ い て 知 事 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。

（ 準 用 規 定 ）

第 五 十 八 条 第 四 十 七 条 か ら 第 四 十 九 条 ま で 及 び 第 五 十 二 条 の 規 定 は 、 物 品 の 取 得 、 残 品 入 庫 、 管 理 換 え 及 び

不 用 品 の 処 分 に つ い て 準 用 す る 。

第 七 章 固 定 資 産
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（ 固 定 資 産 の 範 囲 ）

第 五 十 九 条 固 定 資 産 と は 、 次 に 掲 げ る も の を い う 。

一 有 形 固 定 資 産 土 地 、 建 物 （ 附 属 設 備 を 含 む 。 ） 、 構 築 物 、 機 械 及 び 装 置 、 車 両 運 搬 具 、 耐 用 年 数 一 年

以 上 か つ 取 得 価 額 十 万 円 以 上 の 工 具 、 器 具 及 び 備 品 、 建 設 仮 勘 定 並 び に そ の 他 の 有 形 資 産 で あ っ て 有 形 固

定 資 産 に 属 す る 資 産 と す べ き も の を い う 。

二 無 形 固 定 資 産 借 地 権 、 地 上 権 、 特 許 権 、 電 話 加 入 権 、 施 設 利 用 権 、 ソ フ ト ウ ェ ア 及 び そ の 他 の 無 形 資

産 で あ っ て 無 形 固 定 資 産 に 属 す る 資 産 と す べ き も の を い う 。

三 投 資 そ の 他 の 資 産 投 資 有 価 証 券 （ 一 年 内 （ 当 該 事 業 年 度 の 末 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 一 年 以 内 の 日 を い

う 。 ） に 満 期 の 到 来 す る 有 価 証 券 を 除 く 。 ） 、 出 資 金 、 長 期 貸 付 金 、 基 金 及 び そ の 他 の 固 定 資 産 で あ っ て

投 資 そ の 他 の 資 産 に 属 す る 資 産 と す べ き も の 並 び に 有 形 固 定 資 産 若 し く は 無 形 固 定 資 産 又 は 流 動 資 産 に 属

し な い 資 産 を い う 。

（ 固 定 資 産 の 管 理 ）

第 六 十 条 課 所 長 は 、 善 良 な 管 理 者 の 注 意 を も っ て 固 定 資 産 の 管 理 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

２ 課 所 長 は 、 前 項 の 固 定 資 産 管 理 事 務 を 補 助 さ せ る た め 、 固 定 資 産 管 理 員 を 置 く こ と が で き る 。

（ 取 得 価 額 ）

第 六 十 一 条 固 定 資 産 の 取 得 価 額 は 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ る 。

一 購 入 に よ っ て 取 得 し た 固 定 資 産 に つ い て は 、 直 接 購 入 に 要 し た 費 用 に 運 搬 費 等 附 帯 費 用 を 加 算 し た 金 額

二 交 換 に よ っ て 取 得 し た 固 定 資 産 に つ い て は 、 交 換 の た め に 提 供 し た 資 産 の 価 額 に 、 交 換 差 金 を 加 算 し 、

又 は 控 除 し た 金 額 に 間 接 費 を 加 算 し た 金 額

三 建 設 改 良 工 事 又 は 製 作 に よ っ て 取 得 し た 固 定 資 産 に つ い て は 、 当 該 工 事 又 は 製 作 に 要 し た 直 接 の 費 用 に

間 接 費 を 加 算 し た 金 額

四 譲 与 、 贈 与 そ の 他 無 償 で 取 得 し た も の そ の 他 前 三 号 に 掲 げ る も の 以 外 の も の に つ い て は 、 公 正 な 評 価 額

（ 取 得 ）

第 六 十 二 条 課 所 長 は 、 固 定 資 産 を 取 得 し よ う と す る と き は 、 固 定 資 産 取 得 伺 書 に よ り 、 そ の 手 続 を す る も の

と す る 。

２ 課 所 長 は 、 固 定 資 産 を 取 得 し た と き は 、 法 令 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 直 ち に 登 記 又 は 登 録 の 手 続 を と る と

と も に 振 替 伝 票 を 発 行 し な け れ ば な ら な い 。

３ 第 四 十 八 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 は 、 固 定 資 産 の 取 得 に つ い て 準 用 す る 。

（ 建 設 仮 勘 定 ）

第 六 十 三 条 建 設 仮 勘 定 と は 、 工 事 又 は 製 造 を 行 う 場 合 に 、 固 定 資 産 と し て 整 理 す る ま で に 要 し た 経 費 を 計 算

整 理 す る 勘 定 を い う 。

２ 工 事 又 は 製 作 が 完 了 し た と き は 、 次 の 各 号 に よ り そ の 費 用 を 精 算 す る も の と す る 。

一 工 事 又 は 製 作 に 要 し た 経 費 か ら 附 帯 収 益 を 控 除 す る 。

二 工 事 又 は 製 作 に 要 し た 経 費 に 間 接 費 を 加 算 す る 。

３ 前 項 の 規 定 に よ り 精 算 し た と き は 、 そ の 精 算 額 を 固 定 資 産 の 当 該 科 目 に 振 り 替 え な け れ ば な ら な い 。

（ 管 理 換 え ）

第 六 十 四 条 第 四 十 九 条 の 規 定 は 、 固 定 資 産 の 管 理 換 え に つ い て 準 用 す る 。

（ 処 分 ）

第 六 十 五 条 課 所 長 は 、 固 定 資 産 を 売 却 し 、 又 は 廃 棄 等 の 処 分 を し よ う と す る と き は 、 固 定 資 産 処 分 伺 書 に よ

り 、 そ の 手 続 を す る も の と す る 。

２ 第 五 十 二 条 の 規 定 は 、 前 項 の 処 分 に つ い て 準 用 す る 。

（ 減 価 償 却 の 方 法 ）

第 六 十 六 条 償 却 資 産 の 減 価 償 却 は 、 定 額 法 に よ っ て 取 得 の 翌 年 度 か ら 行 う も の と す る 。

第 八 章 リ ー ス 会 計 に 係 る 特 例

第 六 十 七 条 地 方 公 営 企 業 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 七 年 総 理 府 令 第 七 十 三 号 ） 第 五 十 五 条 の 規 定 に よ り 、 同 令 第

五 条 第 二 項 第 一 号 チ 及 び 第 二 号 ル 並 び に 第 七 条 第 二 項 第 六 号 及 び 第 三 項 第 十 二 号 の 規 定 は 適 用 し な い も の と

す る 。
第 九 章 引 当 金

第 六 十 八 条 退 職 給 付 引 当 金 の 計 上 は 、 簡 便 法 に よ る も の と す る 。

第 十 章 予 算
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（ 固 定 資 産 の 範 囲 ）

第 五 十 九 条 固 定 資 産 と は 、 次 に 掲 げ る も の を い う 。

一 有 形 固 定 資 産 土 地 、 建 物 （ 附 属 設 備 を 含 む 。 ） 、 構 築 物 、 機 械 及 び 装 置 、 車 両 運 搬 具 、 耐 用 年 数 一 年

以 上 か つ 取 得 価 額 十 万 円 以 上 の 工 具 、 器 具 及 び 備 品 、 建 設 仮 勘 定 並 び に そ の 他 の 有 形 資 産 で あ っ て 有 形 固

定 資 産 に 属 す る 資 産 と す べ き も の を い う 。

二 無 形 固 定 資 産 借 地 権 、 地 上 権 、 特 許 権 、 電 話 加 入 権 、 施 設 利 用 権 、 ソ フ ト ウ ェ ア 及 び そ の 他 の 無 形 資

産 で あ っ て 無 形 固 定 資 産 に 属 す る 資 産 と す べ き も の を い う 。

三 投 資 そ の 他 の 資 産 投 資 有 価 証 券 （ 一 年 内 （ 当 該 事 業 年 度 の 末 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 一 年 以 内 の 日 を い

う 。 ） に 満 期 の 到 来 す る 有 価 証 券 を 除 く 。 ） 、 出 資 金 、 長 期 貸 付 金 、 基 金 及 び そ の 他 の 固 定 資 産 で あ っ て

投 資 そ の 他 の 資 産 に 属 す る 資 産 と す べ き も の 並 び に 有 形 固 定 資 産 若 し く は 無 形 固 定 資 産 又 は 流 動 資 産 に 属

し な い 資 産 を い う 。

（ 固 定 資 産 の 管 理 ）

第 六 十 条 課 所 長 は 、 善 良 な 管 理 者 の 注 意 を も っ て 固 定 資 産 の 管 理 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

２ 課 所 長 は 、 前 項 の 固 定 資 産 管 理 事 務 を 補 助 さ せ る た め 、 固 定 資 産 管 理 員 を 置 く こ と が で き る 。

（ 取 得 価 額 ）

第 六 十 一 条 固 定 資 産 の 取 得 価 額 は 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ る 。

一 購 入 に よ っ て 取 得 し た 固 定 資 産 に つ い て は 、 直 接 購 入 に 要 し た 費 用 に 運 搬 費 等 附 帯 費 用 を 加 算 し た 金 額

二 交 換 に よ っ て 取 得 し た 固 定 資 産 に つ い て は 、 交 換 の た め に 提 供 し た 資 産 の 価 額 に 、 交 換 差 金 を 加 算 し 、

又 は 控 除 し た 金 額 に 間 接 費 を 加 算 し た 金 額

三 建 設 改 良 工 事 又 は 製 作 に よ っ て 取 得 し た 固 定 資 産 に つ い て は 、 当 該 工 事 又 は 製 作 に 要 し た 直 接 の 費 用 に

間 接 費 を 加 算 し た 金 額

四 譲 与 、 贈 与 そ の 他 無 償 で 取 得 し た も の そ の 他 前 三 号 に 掲 げ る も の 以 外 の も の に つ い て は 、 公 正 な 評 価 額

（ 取 得 ）

第 六 十 二 条 課 所 長 は 、 固 定 資 産 を 取 得 し よ う と す る と き は 、 固 定 資 産 取 得 伺 書 に よ り 、 そ の 手 続 を す る も の

と す る 。

２ 課 所 長 は 、 固 定 資 産 を 取 得 し た と き は 、 法 令 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 直 ち に 登 記 又 は 登 録 の 手 続 を と る と

と も に 振 替 伝 票 を 発 行 し な け れ ば な ら な い 。

３ 第 四 十 八 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 は 、 固 定 資 産 の 取 得 に つ い て 準 用 す る 。

（ 建 設 仮 勘 定 ）

第 六 十 三 条 建 設 仮 勘 定 と は 、 工 事 又 は 製 造 を 行 う 場 合 に 、 固 定 資 産 と し て 整 理 す る ま で に 要 し た 経 費 を 計 算

整 理 す る 勘 定 を い う 。

２ 工 事 又 は 製 作 が 完 了 し た と き は 、 次 の 各 号 に よ り そ の 費 用 を 精 算 す る も の と す る 。

一 工 事 又 は 製 作 に 要 し た 経 費 か ら 附 帯 収 益 を 控 除 す る 。

二 工 事 又 は 製 作 に 要 し た 経 費 に 間 接 費 を 加 算 す る 。

３ 前 項 の 規 定 に よ り 精 算 し た と き は 、 そ の 精 算 額 を 固 定 資 産 の 当 該 科 目 に 振 り 替 え な け れ ば な ら な い 。

（ 管 理 換 え ）

第 六 十 四 条 第 四 十 九 条 の 規 定 は 、 固 定 資 産 の 管 理 換 え に つ い て 準 用 す る 。

（ 処 分 ）

第 六 十 五 条 課 所 長 は 、 固 定 資 産 を 売 却 し 、 又 は 廃 棄 等 の 処 分 を し よ う と す る と き は 、 固 定 資 産 処 分 伺 書 に よ

り 、 そ の 手 続 を す る も の と す る 。

２ 第 五 十 二 条 の 規 定 は 、 前 項 の 処 分 に つ い て 準 用 す る 。

（ 減 価 償 却 の 方 法 ）

第 六 十 六 条 償 却 資 産 の 減 価 償 却 は 、 定 額 法 に よ っ て 取 得 の 翌 年 度 か ら 行 う も の と す る 。

第 八 章 リ ー ス 会 計 に 係 る 特 例

第 六 十 七 条 地 方 公 営 企 業 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 七 年 総 理 府 令 第 七 十 三 号 ） 第 五 十 五 条 の 規 定 に よ り 、 同 令 第

五 条 第 二 項 第 一 号 チ 及 び 第 二 号 ル 並 び に 第 七 条 第 二 項 第 六 号 及 び 第 三 項 第 十 二 号 の 規 定 は 適 用 し な い も の と

す る 。
第 九 章 引 当 金

第 六 十 八 条 退 職 給 付 引 当 金 の 計 上 は 、 簡 便 法 に よ る も の と す る 。

第 十 章 予 算
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（ 予 算 原 案 の 作 成 等 ）

第 六 十 九 条 課 長 は 、 毎 事 業 年 度 予 算 要 求 書 そ の 他 部 長 が 指 示 す る 予 算 の 編 成 に 関 し 必 要 な 書 類 （ 以 下 「 予 算

編 成 関 係 資 料 」 と い う 。 ） を 部 長 の 指 定 す る 期 日 ま で に 部 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

２ 部 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 、 予 算 編 成 関 係 資 料 の 提 出 が あ っ た と き は 、 こ れ を 精 査 し 、 か つ 、 必 要 な 調 整

を 行 い 、 予 算 原 案 及 び 予 算 に 関 す る 説 明 書 を 作 成 し 、 知 事 の 指 定 す る 期 日 ま で に 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら

な い 。

３ 前 項 の 予 算 に 関 す る 説 明 書 の う ち 予 定 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書 の 作 成 は 、 間 接 法 に よ る も の と す る 。

（ 補 正 予 算 ）

第 七 十 条 課 長 は 、 予 算 の 調 製 後 に 生 じ た 事 由 に 基 づ い て 、 既 定 の 予 算 に 追 加 そ の 他 の 変 更 を 加 え る 必 要 が 生

じ た と き は 、 そ の 補 正 を 要 求 す る こ と が で き る 。

２ 前 条 の 規 定 は 、 前 項 の 予 算 の 要 求 に つ い て 準 用 す る 。

（ 議 決 予 算 の 通 知 ）

第 七 十 一 条 知 事 は 、 予 算 が 成 立 し た と き は 、 議 決 予 算 を 部 長 に 通 知 す る も の と す る 。

２ 前 項 の 通 知 を 受 け た 部 長 は 、 課 長 に そ の 旨 を 通 知 す る も の と す る 。

（ 予 算 の 執 行 ）

第 七 十 二 条 課 長 は 、 前 条 第 二 項 の 通 知 を 受 け た と き は 、 流 域 下 水 道 事 業 の 適 切 な 経 営 管 理 を 確 保 す る た め に

必 要 な 計 画 （ 以 下 「 予 算 執 行 計 画 」 と い う 。 ） を 予 算 の 範 囲 内 で 款 、 項 、 目 及 び 節 に 区 分 し て 作 成 し な け れ

ば な ら な い 。

２ 課 長 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 予 算 執 行 計 画 を 変 更 す る こ と が で き る 。

３ 予 算 は 、 前 二 項 の 規 定 に よ り 作 成 さ れ 、 又 は 変 更 さ れ た 予 算 執 行 計 画 に 基 づ い て 執 行 し な け れ ば な ら な

い 。
（ 予 算 の 流 用 及 び 予 備 費 使 用 の 手 続 ）

第 七 十 三 条 課 長 は 、 予 算 の 流 用 を し よ う と す る と き は 、 流 用 し よ う と す る 理 由 等 を 記 載 し た 文 書 に よ り 、 そ

の 手 続 を す る も の と す る 。

２ 前 項 の 規 定 は 、 予 備 費 を 使 用 す る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。

（ 予 算 超 過 の 支 出 ）

第 七 十 四 条 課 長 は 、 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 九 十 二 号 ） 第 二 十 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ

き 、 業 務 量 の 増 加 に よ り 業 務 の た め 直 接 必 要 な 経 費 に 不 足 を 生 じ た 場 合 に お い て 、 増 加 す る 収 入 に 相 当 す る

金 額 を 当 該 業 務 の た め 直 接 必 要 な 経 費 に 使 用 し よ う と す る と き は 、 使 用 し よ う と す る 経 費 の 名 称 、 金 額 、 使

用 し よ う と す る 理 由 等 を 記 載 し た 文 書 に よ っ て 知 事 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

２ 課 長 は 、 現 金 の 支 出 を 伴 わ な い 経 費 に つ い て 必 要 が あ る 場 合 に お い て 予 算 に 定 め る 金 額 を 超 え て 支 出 し よ

う と す る と き は 、 前 項 に 定 め る 予 算 超 過 の 支 出 の 例 に よ り 、 そ の 手 続 を す る も の と す る 。

（ 予 算 の 繰 越 ）

第 七 十 五 条 課 長 は 、 予 算 に 定 め た 建 設 又 は 改 良 に 要 す る 経 費 の う ち 、 年 度 内 に 支 払 義 務 が 生 じ な か っ た も の

に つ い て 翌 年 度 に 繰 り 越 し て 使 用 す る 必 要 が あ る 場 合 に お い て は 、 あ ら か じ め 知 事 の 承 認 を 受 け る も の と

し 、 か つ 、 五 月 二 十 日 ま で に 繰 越 計 算 書 （ 継 続 費 に 係 る も の に あ っ て は 、 継 続 費 繰 越 計 算 書 ） を 作 成 し て 知

事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 は 、 支 出 予 算 の 金 額 の う ち 、 年 度 内 に 支 出 の 原 因 と な る 契 約 そ の 他 の 行 為 を し 、 避 け 難 い 事 故

の た め 年 度 内 に 支 払 義 務 が 生 じ な か っ た も の に つ い て 翌 年 度 に 繰 り 越 し て 使 用 す る 必 要 が あ る 場 合 及 び 継 続

費 に つ い て 翌 年 度 に 逓 次 繰 り 越 し て 使 用 す る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。

第 十 一 章 決 算

（ 決 算 の 調 製 ）

第 七 十 六 条 流 域 下 水 道 事 業 の 決 算 の 調 製 に 関 す る 事 務 は 、 部 長 が 行 う 。

（ 決 算 整 理 ）

第 七 十 七 条 課 所 長 は 、 毎 事 業 年 度 経 過 後 速 や か に 振 替 伝 票 に よ っ て 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 決 算 整 理 を 行 わ

な け れ ば な ら な い 。

一 実 地 棚 卸 し に 基 づ く 棚 卸 資 産 の 修 正

二 固 定 資 産 の 減 価 償 却

三 引 当 金 の 計 上

四 繰 延 収 益 の 償 却
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（ 予 算 原 案 の 作 成 等 ）

第 六 十 九 条 課 長 は 、 毎 事 業 年 度 予 算 要 求 書 そ の 他 部 長 が 指 示 す る 予 算 の 編 成 に 関 し 必 要 な 書 類 （ 以 下 「 予 算

編 成 関 係 資 料 」 と い う 。 ） を 部 長 の 指 定 す る 期 日 ま で に 部 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

２ 部 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 、 予 算 編 成 関 係 資 料 の 提 出 が あ っ た と き は 、 こ れ を 精 査 し 、 か つ 、 必 要 な 調 整

を 行 い 、 予 算 原 案 及 び 予 算 に 関 す る 説 明 書 を 作 成 し 、 知 事 の 指 定 す る 期 日 ま で に 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら

な い 。

３ 前 項 の 予 算 に 関 す る 説 明 書 の う ち 予 定 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書 の 作 成 は 、 間 接 法 に よ る も の と す る 。

（ 補 正 予 算 ）

第 七 十 条 課 長 は 、 予 算 の 調 製 後 に 生 じ た 事 由 に 基 づ い て 、 既 定 の 予 算 に 追 加 そ の 他 の 変 更 を 加 え る 必 要 が 生

じ た と き は 、 そ の 補 正 を 要 求 す る こ と が で き る 。

２ 前 条 の 規 定 は 、 前 項 の 予 算 の 要 求 に つ い て 準 用 す る 。

（ 議 決 予 算 の 通 知 ）

第 七 十 一 条 知 事 は 、 予 算 が 成 立 し た と き は 、 議 決 予 算 を 部 長 に 通 知 す る も の と す る 。

２ 前 項 の 通 知 を 受 け た 部 長 は 、 課 長 に そ の 旨 を 通 知 す る も の と す る 。

（ 予 算 の 執 行 ）

第 七 十 二 条 課 長 は 、 前 条 第 二 項 の 通 知 を 受 け た と き は 、 流 域 下 水 道 事 業 の 適 切 な 経 営 管 理 を 確 保 す る た め に

必 要 な 計 画 （ 以 下 「 予 算 執 行 計 画 」 と い う 。 ） を 予 算 の 範 囲 内 で 款 、 項 、 目 及 び 節 に 区 分 し て 作 成 し な け れ

ば な ら な い 。

２ 課 長 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 予 算 執 行 計 画 を 変 更 す る こ と が で き る 。

３ 予 算 は 、 前 二 項 の 規 定 に よ り 作 成 さ れ 、 又 は 変 更 さ れ た 予 算 執 行 計 画 に 基 づ い て 執 行 し な け れ ば な ら な

い 。
（ 予 算 の 流 用 及 び 予 備 費 使 用 の 手 続 ）

第 七 十 三 条 課 長 は 、 予 算 の 流 用 を し よ う と す る と き は 、 流 用 し よ う と す る 理 由 等 を 記 載 し た 文 書 に よ り 、 そ

の 手 続 を す る も の と す る 。

２ 前 項 の 規 定 は 、 予 備 費 を 使 用 す る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。

（ 予 算 超 過 の 支 出 ）

第 七 十 四 条 課 長 は 、 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 九 十 二 号 ） 第 二 十 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ

き 、 業 務 量 の 増 加 に よ り 業 務 の た め 直 接 必 要 な 経 費 に 不 足 を 生 じ た 場 合 に お い て 、 増 加 す る 収 入 に 相 当 す る

金 額 を 当 該 業 務 の た め 直 接 必 要 な 経 費 に 使 用 し よ う と す る と き は 、 使 用 し よ う と す る 経 費 の 名 称 、 金 額 、 使

用 し よ う と す る 理 由 等 を 記 載 し た 文 書 に よ っ て 知 事 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

２ 課 長 は 、 現 金 の 支 出 を 伴 わ な い 経 費 に つ い て 必 要 が あ る 場 合 に お い て 予 算 に 定 め る 金 額 を 超 え て 支 出 し よ

う と す る と き は 、 前 項 に 定 め る 予 算 超 過 の 支 出 の 例 に よ り 、 そ の 手 続 を す る も の と す る 。

（ 予 算 の 繰 越 ）

第 七 十 五 条 課 長 は 、 予 算 に 定 め た 建 設 又 は 改 良 に 要 す る 経 費 の う ち 、 年 度 内 に 支 払 義 務 が 生 じ な か っ た も の

に つ い て 翌 年 度 に 繰 り 越 し て 使 用 す る 必 要 が あ る 場 合 に お い て は 、 あ ら か じ め 知 事 の 承 認 を 受 け る も の と

し 、 か つ 、 五 月 二 十 日 ま で に 繰 越 計 算 書 （ 継 続 費 に 係 る も の に あ っ て は 、 継 続 費 繰 越 計 算 書 ） を 作 成 し て 知

事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 は 、 支 出 予 算 の 金 額 の う ち 、 年 度 内 に 支 出 の 原 因 と な る 契 約 そ の 他 の 行 為 を し 、 避 け 難 い 事 故

の た め 年 度 内 に 支 払 義 務 が 生 じ な か っ た も の に つ い て 翌 年 度 に 繰 り 越 し て 使 用 す る 必 要 が あ る 場 合 及 び 継 続

費 に つ い て 翌 年 度 に 逓 次 繰 り 越 し て 使 用 す る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。

第 十 一 章 決 算

（ 決 算 の 調 製 ）

第 七 十 六 条 流 域 下 水 道 事 業 の 決 算 の 調 製 に 関 す る 事 務 は 、 部 長 が 行 う 。

（ 決 算 整 理 ）

第 七 十 七 条 課 所 長 は 、 毎 事 業 年 度 経 過 後 速 や か に 振 替 伝 票 に よ っ て 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 決 算 整 理 を 行 わ

な け れ ば な ら な い 。

一 実 地 棚 卸 し に 基 づ く 棚 卸 資 産 の 修 正

二 固 定 資 産 の 減 価 償 却

三 引 当 金 の 計 上

四 繰 延 収 益 の 償 却

-
1
0
-

五 資 産 の 評 価

六 未 払 費 用 等 の 経 過 勘 定 に 関 す る 整 理

（ 元 帳 の 締 切 ）

第 七 十 八 条 企 業 出 納 員 は 、 前 条 の 規 定 に よ り 決 算 整 理 が 終 わ っ た 後 総 勘 定 元 帳 の 締 切 を 行 う も の と す る 。

（ 決 算 報 告 書 の 作 成 等 ）

第 七 十 九 条 企 業 出 納 員 は 、 毎 事 業 年 度 五 月 二 十 日 ま で に 次 に 掲 げ る 書 類 を 作 成 し 、 部 長 に 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。

一 決 算 報 告 書

二 損 益 計 算 書

三 貸 借 対 照 表

四 剰 余 金 計 算 書 又 は 欠 損 金 計 算 書

五 剰 余 金 処 分 計 算 書 （ 案 ） 又 は 欠 損 金 処 分 計 算 書 （ 案 ）

六 事 業 報 告

七 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書

八 収 益 費 用 明 細 書

九 固 定 資 産 明 細 書

十 企 業 債 明 細 書

十 一 継 続 費 精 算 報 告 書

十 二 基 金 運 用 状 況 調 書

２ 前 項 第 七 号 に 掲 げ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書 の 作 成 に つ い て は 、 第 六 十 九 条 第 三 項 の 規 定 を 準 用 す る 。

３ 部 長 は 、 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 書 類 の 提 出 が あ っ た と き は 、 こ れ を 精 査 し 、 五 月 三 十 一 日 ま で に 知 事 に 提 出

し な け れ ば な ら な い 。

第 十 二 章 雑 則

（ 計 理 状 況 の 報 告 ）

第 八 十 条 企 業 出 納 員 は 、 毎 月 末 日 を も っ て 月 次 試 算 表 及 び 資 金 予 算 書 を 作 成 し 、 翌 月 十 五 日 ま で に 部 長 に 提

出 し な け れ ば な ら な い 。

２ 部 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 書 類 の 提 出 が あ っ た と き は 、 こ れ を 調 製 し て そ の 月 の 二 十 日 ま で に 知 事 に 提 出

し な け れ ば な ら な い 。

（ 準 用 規 定 ）

第 八 十 一 条 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 流 域 下 水 道 事 業 の 財 務 事 務 の 処 理 に つ い て は 、 栃 木 県 財 務 規 則

（ 平 成 七 年 栃 木 県 規 則 第 十 二 号 ） 、 栃 木 県 建 設 工 事 等 執 行 規 則 （ 昭 和 四 十 八 年 栃 木 県 規 則 第 六 十 二 号 ） そ の

他 財 務 に 関 す る 規 則 の 例 に よ る 。 た だ し 、 こ れ ら の 規 則 の 例 に よ り 難 い 特 別 の 事 情 が あ る と 認 め る と き は 、

こ の 限 り で な い 。

（ 伝 票 等 の 様 式 ）

第 八 十 二 条 こ の 規 則 に 規 定 す る 会 計 伝 票 、 帳 簿 、 そ の 他 の 書 類 の 様 式 は 、 別 に 定 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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-
1
0
-

五 資 産 の 評 価

六 未 払 費 用 等 の 経 過 勘 定 に 関 す る 整 理

（ 元 帳 の 締 切 ）

第 七 十 八 条 企 業 出 納 員 は 、 前 条 の 規 定 に よ り 決 算 整 理 が 終 わ っ た 後 総 勘 定 元 帳 の 締 切 を 行 う も の と す る 。

（ 決 算 報 告 書 の 作 成 等 ）

第 七 十 九 条 企 業 出 納 員 は 、 毎 事 業 年 度 五 月 二 十 日 ま で に 次 に 掲 げ る 書 類 を 作 成 し 、 部 長 に 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。

一 決 算 報 告 書

二 損 益 計 算 書

三 貸 借 対 照 表

四 剰 余 金 計 算 書 又 は 欠 損 金 計 算 書

五 剰 余 金 処 分 計 算 書 （ 案 ） 又 は 欠 損 金 処 分 計 算 書 （ 案 ）

六 事 業 報 告

七 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書

八 収 益 費 用 明 細 書

九 固 定 資 産 明 細 書

十 企 業 債 明 細 書

十 一 継 続 費 精 算 報 告 書

十 二 基 金 運 用 状 況 調 書

２ 前 項 第 七 号 に 掲 げ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書 の 作 成 に つ い て は 、 第 六 十 九 条 第 三 項 の 規 定 を 準 用 す る 。

３ 部 長 は 、 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 書 類 の 提 出 が あ っ た と き は 、 こ れ を 精 査 し 、 五 月 三 十 一 日 ま で に 知 事 に 提 出

し な け れ ば な ら な い 。

第 十 二 章 雑 則

（ 計 理 状 況 の 報 告 ）

第 八 十 条 企 業 出 納 員 は 、 毎 月 末 日 を も っ て 月 次 試 算 表 及 び 資 金 予 算 書 を 作 成 し 、 翌 月 十 五 日 ま で に 部 長 に 提

出 し な け れ ば な ら な い 。

２ 部 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 書 類 の 提 出 が あ っ た と き は 、 こ れ を 調 製 し て そ の 月 の 二 十 日 ま で に 知 事 に 提 出

し な け れ ば な ら な い 。

（ 準 用 規 定 ）

第 八 十 一 条 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 流 域 下 水 道 事 業 の 財 務 事 務 の 処 理 に つ い て は 、 栃 木 県 財 務 規 則

（ 平 成 七 年 栃 木 県 規 則 第 十 二 号 ） 、 栃 木 県 建 設 工 事 等 執 行 規 則 （ 昭 和 四 十 八 年 栃 木 県 規 則 第 六 十 二 号 ） そ の

他 財 務 に 関 す る 規 則 の 例 に よ る 。 た だ し 、 こ れ ら の 規 則 の 例 に よ り 難 い 特 別 の 事 情 が あ る と 認 め る と き は 、

こ の 限 り で な い 。

（ 伝 票 等 の 様 式 ）

第 八 十 二 条 こ の 規 則 に 規 定 す る 会 計 伝 票 、 帳 簿 、 そ の 他 の 書 類 の 様 式 は 、 別 に 定 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

別表第１（第２条関係）

知事決裁事項 部長専決事項 課長専決事項

１ 収入関係事項

⑴ 一時借入金に係る契約 ⑴ 不納欠損整理の承認 ⑴ 収入の調定

⑵ 一事業年度における金額が ⑵ 一時借入金に係る借入れ（契

200万円を超える特別利益の計 約に関するものを除く。）

上 ⑶ 一事業年度における金額が

200万円以下の特別利益の計上

２ 支出関係事項

⑴ 項相互間における予算の流用 ⑴ 一事業年度における金額が ⑴ 契約の締結その他の支出負担

200万円を超える特別損失の計 行為（一時借入金に係る契約の

上 締結を除く。）

⑵ 目相互間における予算の流用 ⑵ 支出命令

⑶ １件の金額が100万円を超え ⑶ 一事業年度における金額が

る予備費の充当 200万円以下の特別損失の計上

⑷ 節相互間における予算の流用

⑸ １件の金額が100万円以下の

予備費の充当

⑹ 現金支出を伴わない予算の執

行に係る事案の決定

⑺ 預り金及び預り有価証券等の

出納通知

３ 固定資産、棚卸資産及びその他の物品関係

⑴ １件の金額（償却資産にあっ ⑴ １件の金額（償却資産にあっ

ては、減価償却累計額を控除し ては、減価償却累計額を控除し

た額）が100万円を超える用途 た額）が100万円以下の用途の

の廃止（不用の決定を含む。） 廃止（不用の決定を含む。）及

及び処分。ただし、償却資産に び処分並びに耐用年数に２を乗

あっては、耐用年数に２を乗じ じて得た年数を経過した償却資

て得た年数を経過していないも 産の用途の廃止（不用の決定を

のに限る。 含む。）及び処分

⑵ １件の評定額が100万円を超 ⑵ １件の評定額が100万円以下

える寄附の受入れ の寄附の受入れ

４ その他

⑴ 栃木県流域下水道事業出納取

扱金融機関の検査

別表第２（第２条関係）

所長への委任事項

１ 収入の調定に関すること。

２ 契約の締結その他の支出負担行為（一時借入金に係る契約に関するものを除く。）

３ 支出命令に関すること。

４ １件の金額（償却資産にあっては、減価償却累計額を控除した額）が100万円以下の固定資産、棚卸

資産及びその他の物品の用途の廃止（不用の決定を含む。）及び処分に関すること並びに耐用年数に２

を乗じて得た年数を経過した償却資産の用途の廃止（不用の決定を含む。）及び処分に関すること。

５ 現金支出を伴わない支出の予算の執行に係る事案の決定に関すること。

６ 預り金及び預り有価証券等の出納通知に関すること。
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別表第１（第２条関係）

知事決裁事項 部長専決事項 課長専決事項

１ 収入関係事項

⑴ 一時借入金に係る契約 ⑴ 不納欠損整理の承認 ⑴ 収入の調定

⑵ 一事業年度における金額が ⑵ 一時借入金に係る借入れ（契

200万円を超える特別利益の計 約に関するものを除く。）

上 ⑶ 一事業年度における金額が

200万円以下の特別利益の計上

２ 支出関係事項

⑴ 項相互間における予算の流用 ⑴ 一事業年度における金額が ⑴ 契約の締結その他の支出負担

200万円を超える特別損失の計 行為（一時借入金に係る契約の

上 締結を除く。）

⑵ 目相互間における予算の流用 ⑵ 支出命令

⑶ １件の金額が100万円を超え ⑶ 一事業年度における金額が

る予備費の充当 200万円以下の特別損失の計上

⑷ 節相互間における予算の流用

⑸ １件の金額が100万円以下の

予備費の充当

⑹ 現金支出を伴わない予算の執

行に係る事案の決定

⑺ 預り金及び預り有価証券等の

出納通知

３ 固定資産、棚卸資産及びその他の物品関係

⑴ １件の金額（償却資産にあっ ⑴ １件の金額（償却資産にあっ

ては、減価償却累計額を控除し ては、減価償却累計額を控除し

た額）が100万円を超える用途 た額）が100万円以下の用途の

の廃止（不用の決定を含む。） 廃止（不用の決定を含む。）及

及び処分。ただし、償却資産に び処分並びに耐用年数に２を乗

あっては、耐用年数に２を乗じ じて得た年数を経過した償却資

て得た年数を経過していないも 産の用途の廃止（不用の決定を

のに限る。 含む。）及び処分

⑵ １件の評定額が100万円を超 ⑵ １件の評定額が100万円以下

える寄附の受入れ の寄附の受入れ

４ その他

⑴ 栃木県流域下水道事業出納取

扱金融機関の検査

別表第２（第２条関係）

所長への委任事項

１ 収入の調定に関すること。

２ 契約の締結その他の支出負担行為（一時借入金に係る契約に関するものを除く。）

３ 支出命令に関すること。

４ １件の金額（償却資産にあっては、減価償却累計額を控除した額）が100万円以下の固定資産、棚卸

資産及びその他の物品の用途の廃止（不用の決定を含む。）及び処分に関すること並びに耐用年数に２

を乗じて得た年数を経過した償却資産の用途の廃止（不用の決定を含む。）及び処分に関すること。

５ 現金支出を伴わない支出の予算の執行に係る事案の決定に関すること。

６ 預り金及び預り有価証券等の出納通知に関すること。

別表第３（第15条関係）

収 益

款 項 目 節

流域下水道事業収益

営業収益

負担金

維持管理費負担金

その他負担金

受託事業収益

流域下水汚泥処理管理事

業受託金

その他受託事業収益

他会計負担金

他会計補助金

その他営業収益

手数料

材料売却収益

雑収益

営業外収益

受取利息及び配当金

預金利息

基金利息

貸付金利息

有価証券利息

配当金

他会計負担金

他会計補助金

国庫補助金

長期前受金戻入

資本費繰入収益

発電収益

雑収益

有価証券売却収益

不用品売却収益

財産使用料

その他雑収益

特別利益

固定資産売却益

過年度損益修正益

その他特別利益

費 用

款 項 目 節

流域下水道事業費用

営業費用

管渠費
きよ

報酬

給料

手当
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別表第３（第15条関係）

収 益

款 項 目 節

流域下水道事業収益

営業収益

負担金

維持管理費負担金

その他負担金

受託事業収益

流域下水汚泥処理管理事

業受託金

その他受託事業収益

他会計負担金

他会計補助金

その他営業収益

手数料

材料売却収益

雑収益

営業外収益

受取利息及び配当金

預金利息

基金利息

貸付金利息

有価証券利息

配当金

他会計負担金

他会計補助金

国庫補助金

長期前受金戻入

資本費繰入収益

発電収益

雑収益

有価証券売却収益

不用品売却収益

財産使用料

その他雑収益

特別利益

固定資産売却益

過年度損益修正益

その他特別利益

費 用

款 項 目 節

流域下水道事業費用

営業費用

管渠費
きよ

報酬

給料

手当

賞与引当金繰入額

退職給付費

法定福利費

厚生福利費

消耗品費

修繕費

修繕引当金繰入額

特別修繕引当金繰入額

工事請負費

路面復旧費

補償金

賃借料

委託料

手数料

保険料

通信運搬費

旅費

負担金

公課費

交際費

動力費

薬品費

報償費

被服費

燃料費

材料費

光熱水費

印刷製本費

食糧費

広告料

研修費

その他引当金繰入額

雑費

ポンプ場費

報酬

給料

手当

賞与引当金繰入額

退職給付費

法定福利費

厚生福利費

消耗品費

修繕費

修繕引当金繰入額

特別修繕引当金繰入額

工事請負費

路面復旧費

補償金

賃借料

委託料

手数料

保険料

通信運搬費
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賞与引当金繰入額

退職給付費

法定福利費

厚生福利費

消耗品費

修繕費

修繕引当金繰入額

特別修繕引当金繰入額

工事請負費

路面復旧費

補償金

賃借料

委託料

手数料

保険料

通信運搬費

旅費

負担金

公課費

交際費

動力費

薬品費

報償費

被服費

燃料費

材料費

光熱水費

印刷製本費

食糧費

広告料

研修費

その他引当金繰入額

雑費

ポンプ場費

報酬

給料

手当

賞与引当金繰入額

退職給付費

法定福利費

厚生福利費

消耗品費

修繕費

修繕引当金繰入額

特別修繕引当金繰入額

工事請負費

路面復旧費

補償金

賃借料

委託料

手数料

保険料

通信運搬費

旅費

負担金

公課費

交際費

動力費

薬品費

報償費

被服費

燃料費

材料費

光熱水費

印刷製本費

食糧費

広告料

研修費

その他引当金繰入額

雑費

処理場費

報酬

給料

手当

賞与引当金繰入額

退職給付費

法定福利費

厚生福利費

消耗品費

修繕費

修繕引当金繰入額

特別修繕引当金繰入額

工事請負費

路面復旧費

補償金

賃借料

委託料

手数料

保険料

通信運搬費

旅費

負担金

公課費

交際費

動力費

薬品費

報償費

被服費

燃料費

材料費

光熱水費

印刷製本費

食糧費

広告料

研修費

その他引当金繰入額
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旅費

負担金

公課費

交際費

動力費

薬品費

報償費

被服費

燃料費

材料費

光熱水費

印刷製本費

食糧費

広告料

研修費

その他引当金繰入額

雑費

処理場費

報酬

給料

手当

賞与引当金繰入額

退職給付費

法定福利費

厚生福利費

消耗品費

修繕費

修繕引当金繰入額

特別修繕引当金繰入額

工事請負費

路面復旧費

補償金

賃借料

委託料

手数料

保険料

通信運搬費

旅費

負担金

公課費

交際費

動力費

薬品費

報償費

被服費

燃料費

材料費

光熱水費

印刷製本費

食糧費

広告料

研修費

その他引当金繰入額

雑費

受託事業費

報酬

給料

手当

賞与引当金繰入額

退職給付費

法定福利費

厚生福利費

消耗品費

修繕費

修繕引当金繰入額

特別修繕引当金繰入額

工事請負費

路面復旧費

補償金

賃借料

委託料

手数料

保険料

通信運搬費

旅費

負担金

公課費

交際費

動力費

薬品費

報償費

被服費

燃料費

材料費

光熱水費

印刷製本費

食糧費

広告料

研修費

その他引当金繰入額

雑費

業務費

報酬

給料

手当

賞与引当金繰入額

退職給付費

法定福利費

厚生福利費

消耗品費

修繕費

修繕引当金繰入額

特別修繕引当金繰入額

工事請負費

路面復旧費

補償金
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雑費

受託事業費

報酬

給料

手当

賞与引当金繰入額

退職給付費

法定福利費

厚生福利費

消耗品費

修繕費

修繕引当金繰入額

特別修繕引当金繰入額

工事請負費

路面復旧費

補償金

賃借料

委託料

手数料

保険料

通信運搬費

旅費

負担金

公課費

交際費

動力費

薬品費

報償費

被服費

燃料費

材料費

光熱水費

印刷製本費

食糧費

広告料

研修費

その他引当金繰入額

雑費

業務費

報酬

給料

手当

賞与引当金繰入額

退職給付費

法定福利費

厚生福利費

消耗品費

修繕費

修繕引当金繰入額

特別修繕引当金繰入額

工事請負費

路面復旧費

補償金
賃借料

委託料

手数料

保険料

通信運搬費

旅費

負担金

公課費

交際費

動力費

薬品費

報償費

被服費

燃料費

材料費

光熱水費

印刷製本費

食糧費

広告料

研修費

その他引当金繰入額

雑費

総係費

報酬

給料

手当

賞与引当金繰入額

退職給付費

法定福利費

厚生福利費

消耗品費

修繕費

修繕引当金繰入額

特別修繕引当金繰入額

工事請負費

路面復旧費

補償金

賃借料

委託料

手数料

保険料

通信運搬費

旅費

負担金

公課費

交際費

動力費

薬品費

報償費

被服費

燃料費

材料費

光熱水費
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賃借料

委託料

手数料

保険料

通信運搬費

旅費

負担金

公課費

交際費

動力費

薬品費

報償費

被服費

燃料費

材料費

光熱水費

印刷製本費

食糧費

広告料

研修費

その他引当金繰入額

雑費

総係費

報酬

給料

手当

賞与引当金繰入額

退職給付費

法定福利費

厚生福利費

消耗品費

修繕費

修繕引当金繰入額

特別修繕引当金繰入額

工事請負費

路面復旧費

補償金

賃借料

委託料

手数料

保険料

通信運搬費

旅費

負担金

公課費

交際費

動力費

薬品費

報償費

被服費

燃料費

材料費

光熱水費

印刷製本費

食糧費

広告料

研修費

その他引当金繰入額

雑費

減価償却費

有形固定資産減価償却費

無形固定資産減価償却費

資産減耗費

固定資産除却費

棚卸資産減耗費

その他営業費用

材料売却原価

雑支出

営業外費用

支払利息及び企業債取扱

諸費

企業債利息

借入金利息

企業債手数料及び取扱諸

費

長期前払消費税償却

発電費用

雑支出

不用品売却原価

その他雑支出

特別損失

固定資産売却損

減損損失

災害による損失

過年度損益修正損

その他特別損失

資 産

固定資産

款 項 目 節

有形固定資産

土地

事務所用地

施設用地

その他用地

建物

事務所用建物

ポンプ場用建物

処理場用建物

その他建物

建物減価償却累計額

事務所用建物減価償却累

計額

ポンプ場用建物減価償却
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印刷製本費

食糧費

広告料

研修費

その他引当金繰入額

雑費

減価償却費

有形固定資産減価償却費

無形固定資産減価償却費

資産減耗費

固定資産除却費

棚卸資産減耗費

その他営業費用

材料売却原価

雑支出

営業外費用

支払利息及び企業債取扱

諸費

企業債利息

借入金利息

企業債手数料及び取扱諸

費

長期前払消費税償却

発電費用

雑支出

不用品売却原価

その他雑支出

特別損失

固定資産売却損

減損損失

災害による損失

過年度損益修正損

その他特別損失

資 産

固定資産

款 項 目 節

有形固定資産

土地

事務所用地

施設用地

その他用地

建物

事務所用建物

ポンプ場用建物

処理場用建物

その他建物

建物減価償却累計額

事務所用建物減価償却累

計額

ポンプ場用建物減価償却

累計額

処理場用建物減価償却累

計額

その他建物減価償却累計

額

構築物

管路施設

ポンプ場施設

処理場施設

その他構築物

構築物減価償却累計額

管路施設減価償却累計額

ポンプ場施設減価償却累

計額

処理場施設減価償却累計

額

その他構築物減価償却累

計額

機械及び装置

ポンプ場用電気設備

処理場用電気設備

ポンプ場用機械設備

処理場用機械設備

その他機械及び装置

機械及び装置減価償却累

計額

ポンプ場用電気設備減価

償却累計額

処理場用電気設備減価償

却累計額

ポンプ場用機械設備減価

償却累計額

処理場用機械設備減価償

却累計額

その他機械及び装置減価

償却累計額

車両運搬具

車両運搬具減価償却累計

額

工具、器具及び備品

工具、器具及び備品減価

償却累計額

建設仮勘定

その他有形固定資産

その他有形固定資産減価

償却累計額

無形固定資産

借地権

地上権

特許権

電話加入権

施設利用権

ソフトウェア
その他無形固定資産

投資その他の資産

投資有価証券

出資金

長期貸付金

一般貸付金

他会計貸付金

貸倒引当金

基金

長期前払消費税

その他投資

減価償却累計額

流動資産

款 項 目 節

現金預金

現金

預金

未収金

営業未収金

負担金未収金

受託事業未収金

その他営業未収金

営業外未収金

未収受取利息及び配当金

未収消費税及び地方消費

税還付金

その他営業外未収金

その他未収金

貸倒引当金

有価証券

受取手形

貸倒引当金

貯蔵品

短期貸付金

一般貸付金

他会計貸付金

貸倒引当金

前払費用

前払保険料

その他前払費用

前払金

前払消費税及び地方消費

税

工事前払金

その他前払金

未収収益

貸倒引当金

その他流動資産

保有有価証券

仮払消費税及び地方消費
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その他無形固定資産

投資その他の資産

投資有価証券

出資金

長期貸付金

一般貸付金

他会計貸付金

貸倒引当金

基金

長期前払消費税

その他投資

減価償却累計額

流動資産

款 項 目 節

現金預金

現金

預金

未収金

営業未収金

負担金未収金

受託事業未収金

その他営業未収金

営業外未収金

未収受取利息及び配当金

未収消費税及び地方消費

税還付金

その他営業外未収金

その他未収金

貸倒引当金

有価証券

受取手形

貸倒引当金

貯蔵品

短期貸付金

一般貸付金

他会計貸付金

貸倒引当金

前払費用

前払保険料

その他前払費用

前払金

前払消費税及び地方消費

税

工事前払金

その他前払金

未収収益

貸倒引当金

その他流動資産

保有有価証券

仮払消費税及び地方消費

税

特定収入仮払消費税及び

地方消費税

その他流動資産

負 債

固定負債

款 項 目 節

企業債

建設改良費等の財源に充

てるための企業債

その他の企業債

他会計借入金

建設改良費等の財源に充

てるための長期借入金

その他の長期借入金

引当金

退職給付引当金

特別修繕引当金

その他引当金

その他固定負債

流動負債

款 項 目 節

一時借入金

企業債

建設改良費等の財源に充

てるための企業債

その他の企業債

他会計借入金

建設改良費等の財源に充

てるための長期借入金

その他の長期借入金

未払金

営業未払金

営業外未払金

未払消費税及び地方消費

税

その他営業外未払金

その他未払金

未払費用

前受金

営業前受金

営業外前受金

その他前受金

前受収益

引当金

退職給付引当金

賞与引当金
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税

特定収入仮払消費税及び

地方消費税

その他流動資産

負 債

固定負債

款 項 目 節

企業債

建設改良費等の財源に充

てるための企業債

その他の企業債

他会計借入金

建設改良費等の財源に充

てるための長期借入金

その他の長期借入金

引当金

退職給付引当金

特別修繕引当金

その他引当金

その他固定負債

流動負債

款 項 目 節

一時借入金

企業債

建設改良費等の財源に充

てるための企業債

その他の企業債

他会計借入金

建設改良費等の財源に充

てるための長期借入金

その他の長期借入金

未払金

営業未払金

営業外未払金

未払消費税及び地方消費

税

その他営業外未払金

その他未払金

未払費用

前受金

営業前受金

営業外前受金

その他前受金

前受収益

引当金

退職給付引当金

賞与引当金

賞与引当金

法定福利費引当金

修繕引当金

特別修繕引当金

その他引当金

その他流動負債

預り金

預り諸税等

入札保証金

契約保証金

その他預り金

預り有価証券

仮受消費税及び地方消費

税

その他流動負債

繰延収益

款 項 目 節

長期前受金

長期前受金収益化累計額

資 本

資本金

款 項 目 節

資本金

固有資本金

繰入資本金

組入資本金

剰余金

款 項 目 節

資本剰余金

再評価積立金

建設費負担金

受託事業収入

他会計負担金

他会計補助金

国庫補助金

受贈財産評価額

その他資本剰余金

利益剰余金

減債積立金

利益積立金

建設改良積立金

その他積立金

当年度未処分利益剰余金

（又は当年度未処理欠損
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賞与引当金

法定福利費引当金

修繕引当金

特別修繕引当金

その他引当金

その他流動負債

預り金

預り諸税等

入札保証金

契約保証金

その他預り金

預り有価証券

仮受消費税及び地方消費

税

その他流動負債

繰延収益

款 項 目 節

長期前受金

長期前受金収益化累計額

資 本

資本金

款 項 目 節

資本金

固有資本金

繰入資本金

組入資本金

剰余金

款 項 目 節

資本剰余金

再評価積立金

建設費負担金

受託事業収入

他会計負担金

他会計補助金

国庫補助金

受贈財産評価額

その他資本剰余金

利益剰余金

減債積立金

利益積立金

建設改良積立金

その他積立金

当年度未処分利益剰余金

（又は当年度未処理欠損

金）

繰越利益剰余金年度末残

高

（又は繰越欠損金年度末

残高）

当年度純利益

（又は当年度純損失）

その他未処分利益剰余金

変動額

（ 都 市 整 備 課 ）
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栃 木 県 規 則 第 三 十 七 号

栃 木 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 三 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 六 十 年 栃 木 県 規 則 第 六 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 登 録 申 請 書 の 添 付 書 類 ） （ 登 録 申 請 書 の 添 付 書 類 ）

第 四 条 条 例 第 三 条 第 二 項 第 三 号 に 規 定 す る 規 則 で 第 四 条 条 例 第 三 条 第 二 項 第 三 号 に 規 定 す る 規 則 で

定 め る 書 類 及 び 図 面 は 、 次 の と お り と す る 。 定 め る 書 類 及 び 図 面 は 、 次 の と お り と す る 。

一 ～ 五 略 一 ～ 五 略

六 条 例 第 二 条 第 三 項 に 規 定 す る 浄 化 槽 保 守 点 検

業 を 営 も う と す る 者 に あ つ て は 、 浄 化 槽 管 理 士

が 条 例 第 九 条 の 二 に 規 定 す る 研 修 を 修 了 し た こ

と を 証 す る 書 類 の 写 し

七 ～ 十 略 六 ～ 九 略

２ 前 項 第 一 号 の 略 歴 書 、 同 項 第 四 号 の 略 歴 書 及 び ２ 前 項 第 一 号 の 略 歴 書 、 同 項 第 四 号 の 略 歴 書 及 び

同 項 第 七 号 の 事 業 計 画 書 の 様 式 は 、 次 に 掲 げ る も 同 項 第 六 号 の 事 業 計 画 書 の 様 式 は 、 次 に 掲 げ る も

の と す る 。 の と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 前 項 第 七 号 の 事 業 計 画 書 別 記 様 式 第 六 号 三 前 項 第 六 号 の 事 業 計 画 書 別 記 様 式 第 六 号

（ 変 更 の 届 出 ） （ 変 更 の 届 出 ）

第 十 三 条 略 第 十 三 条 略

２ 前 項 の 届 出 を す る 場 合 に お い て 、 当 該 変 更 が 次 ２ 前 項 の 届 出 を す る 場 合 に お い て 、 当 該 変 更 が 次

の 各 号 に 掲 げ る も の で あ る と き は 、 当 該 各 号 に 掲 の 各 号 に 掲 げ る も の で あ る と き は 、 当 該 各 号 に 掲

げ る 書 類 を 前 項 の 届 出 書 に 添 付 し な け れ ば な ら な げ る 書 類 を 前 項 の 届 出 書 に 添 付 し な け れ ば な ら な

い 。 い 。

一 略 一 略

二 条 例 第 三 条 第 一 項 第 四 条 第 一 項 第 八 号 二 条 例 第 三 条 第 一 項 第 四 条 第 一 項 第 七 号

第 二 号 に 掲 げ る 事 項 の 変 更 の 書 面 第 二 号 に 掲 げ る 事 項 の 変 更 の 書 面

三 略 三 略

四 条 例 第 三 条 第 一 項 第 四 条 第 一 項 第 四 四 条 例 第 三 条 第 一 項 第 四 条 第 一 項 第 四

第 五 号 に 掲 げ る 事 号 、 第 五 号 及 び 第 七 号 第 五 号 に 掲 げ る 事 号 、 第 五 号 及 び 第 六 号

項 の 変 更 の 書 面 項 の 変 更 の 書 面

附 則

こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 環 境 保 全 課 ）

栃 木 県 規 則 第 三 十 八 号

栃 木 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 三 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 （ 平 成 十 五 年 栃 木 県 規 則 第 七 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

附 則 附 則

１ ・ ２ 略 １ ・ ２ 略

（ 償 還 期 間 等 の 特 例 ） （ 償 還 期 間 等 の 特 例 ）

３ 東 日 本 大 震 災 （ 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に 発 生 ３ 東 日 本 大 震 災 （ 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に 発 生

し た 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 及 び こ れ に 伴 う 原 子 力 し た 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 及 び こ れ に 伴 う 原 子 力

発 電 所 の 事 故 に よ る 災 害 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 発 電 所 の 事 故 に よ る 災 害 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に

よ り 著 し い 被 害 を 受 け た 者 で あ っ て 、 そ の 主 要 な よ り 著 し い 被 害 を 受 け た 者 で あ っ て 、 そ の 主 要 な

事 業 用 資 産 に つ い て 東 日 本 大 震 災 に よ り 浸 水 、 流 事 業 用 資 産 に つ い て 東 日 本 大 震 災 に よ り 浸 水 、 流

失 、 滅 失 、 損 壊 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 損 害 を 受 け 失 、 滅 失 、 損 壊 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 損 害 を 受 け

た こ と 又 は そ の 生 産 物 （ そ の 加 工 品 を 含 む 。 ） に た こ と 又 は そ の 生 産 物 （ そ の 加 工 品 を 含 む 。 ） に

係 る 売 上 げ が 東 日 本 大 震 災 に よ り 平 年 の 売 上 げ に 係 る 売 上 げ が 東 日 本 大 震 災 に よ り 平 年 の 売 上 げ に

比 し て 相 当 程 度 減 少 し た こ と の 証 明 を 市 町 村 長 そ 比 し て 相 当 程 度 減 少 し た こ と の 証 明 を 市 町 村 長 そ

の 他 知 事 が 適 当 と 認 め る 機 関 か ら 受 け た も の に 貸 の 他 知 事 が 適 当 と 認 め る 機 関 か ら 受 け た も の に 貸

し 付 け る 貸 付 金 （ 東 日 本 大 震 災 の 後 令 和 三 年 三 月 し 付 け る 貸 付 金 （ 東 日 本 大 震 災 の 後 平 成 三 十 二 年

三 十 一 日 ま で に 貸 し 付 け る も の に 限 る 。 ） に 三 月 三 十 一 日 ま で に 貸 し 付 け る も の に 限 る 。 ） に

つ い て の 第 三 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 つ い て の 第 三 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第

一 項 中 「 十 年 」 と あ る の は 「 十 三 年 」 と 、 同 項 第 一 項 中 「 十 年 」 と あ る の は 「 十 三 年 」 と 、 同 項 第

二 号 中 「 十 二 年 」 と あ る の は 「 十 五 年 」 と 、 同 項 二 号 中 「 十 二 年 」 と あ る の は 「 十 五 年 」 と 、 同 項

第 三 号 中 「 十 五 年 」 と あ る の は 「 十 八 年 」 と 、 同 第 三 号 中 「 十 五 年 」 と あ る の は 「 十 八 年 」 と 、 同

項 第 六 号 か ら 第 九 号 ま で の 規 定 中 「 十 二 年 」 と あ 項 第 六 号 か ら 第 九 号 ま で の 規 定 中 「 十 二 年 」 と あ

る の は 「 十 五 年 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 三 年 」 と あ る の は 「 十 五 年 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 三 年 」 と あ

る の は 「 六 年 」 と 、 「 、 第 五 号 、 第 六 号 」 と あ る る の は 「 六 年 」 と 、 「 、 第 五 号 、 第 六 号 」 と あ る

の は 「 及 び 第 五 号 に 掲 げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 据 の は 「 及 び 第 五 号 に 掲 げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 据

置 期 間 は 五 年 以 内 、 同 項 第 六 号 」 と 、 「 、 五 年 」 置 期 間 は 五 年 以 内 、 同 項 第 六 号 」 と 、 「 、 五 年 」

と あ る の は 「 八 年 」 と す る 。 と あ る の は 「 八 年 」 と す る 。

４ 略 ４ 略

附 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 林 業 木 材 産 業 課 ）
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栃 木 県 規 則 第 三 十 八 号

栃 木 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 三 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 （ 平 成 十 五 年 栃 木 県 規 則 第 七 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

附 則 附 則

１ ・ ２ 略 １ ・ ２ 略

（ 償 還 期 間 等 の 特 例 ） （ 償 還 期 間 等 の 特 例 ）

３ 東 日 本 大 震 災 （ 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に 発 生 ３ 東 日 本 大 震 災 （ 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に 発 生

し た 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 及 び こ れ に 伴 う 原 子 力 し た 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 及 び こ れ に 伴 う 原 子 力

発 電 所 の 事 故 に よ る 災 害 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 発 電 所 の 事 故 に よ る 災 害 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に

よ り 著 し い 被 害 を 受 け た 者 で あ っ て 、 そ の 主 要 な よ り 著 し い 被 害 を 受 け た 者 で あ っ て 、 そ の 主 要 な

事 業 用 資 産 に つ い て 東 日 本 大 震 災 に よ り 浸 水 、 流 事 業 用 資 産 に つ い て 東 日 本 大 震 災 に よ り 浸 水 、 流

失 、 滅 失 、 損 壊 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 損 害 を 受 け 失 、 滅 失 、 損 壊 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 損 害 を 受 け

た こ と 又 は そ の 生 産 物 （ そ の 加 工 品 を 含 む 。 ） に た こ と 又 は そ の 生 産 物 （ そ の 加 工 品 を 含 む 。 ） に

係 る 売 上 げ が 東 日 本 大 震 災 に よ り 平 年 の 売 上 げ に 係 る 売 上 げ が 東 日 本 大 震 災 に よ り 平 年 の 売 上 げ に

比 し て 相 当 程 度 減 少 し た こ と の 証 明 を 市 町 村 長 そ 比 し て 相 当 程 度 減 少 し た こ と の 証 明 を 市 町 村 長 そ

の 他 知 事 が 適 当 と 認 め る 機 関 か ら 受 け た も の に 貸 の 他 知 事 が 適 当 と 認 め る 機 関 か ら 受 け た も の に 貸

し 付 け る 貸 付 金 （ 東 日 本 大 震 災 の 後 令 和 三 年 三 月 し 付 け る 貸 付 金 （ 東 日 本 大 震 災 の 後 平 成 三 十 二 年

三 十 一 日 ま で に 貸 し 付 け る も の に 限 る 。 ） に 三 月 三 十 一 日 ま で に 貸 し 付 け る も の に 限 る 。 ） に

つ い て の 第 三 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 つ い て の 第 三 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第

一 項 中 「 十 年 」 と あ る の は 「 十 三 年 」 と 、 同 項 第 一 項 中 「 十 年 」 と あ る の は 「 十 三 年 」 と 、 同 項 第

二 号 中 「 十 二 年 」 と あ る の は 「 十 五 年 」 と 、 同 項 二 号 中 「 十 二 年 」 と あ る の は 「 十 五 年 」 と 、 同 項

第 三 号 中 「 十 五 年 」 と あ る の は 「 十 八 年 」 と 、 同 第 三 号 中 「 十 五 年 」 と あ る の は 「 十 八 年 」 と 、 同

項 第 六 号 か ら 第 九 号 ま で の 規 定 中 「 十 二 年 」 と あ 項 第 六 号 か ら 第 九 号 ま で の 規 定 中 「 十 二 年 」 と あ

る の は 「 十 五 年 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 三 年 」 と あ る の は 「 十 五 年 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 三 年 」 と あ

る の は 「 六 年 」 と 、 「 、 第 五 号 、 第 六 号 」 と あ る る の は 「 六 年 」 と 、 「 、 第 五 号 、 第 六 号 」 と あ る

の は 「 及 び 第 五 号 に 掲 げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 据 の は 「 及 び 第 五 号 に 掲 げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 据

置 期 間 は 五 年 以 内 、 同 項 第 六 号 」 と 、 「 、 五 年 」 置 期 間 は 五 年 以 内 、 同 項 第 六 号 」 と 、 「 、 五 年 」

と あ る の は 「 八 年 」 と す る 。 と あ る の は 「 八 年 」 と す る 。

４ 略 ４ 略

附 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 林 業 木 材 産 業 課 ）

栃 木 県 規 則 第 三 十 九 号

社 会 福 祉 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 三 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

社 会 福 祉 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

社 会 福 祉 法 施 行 細 則 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 規 則 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 施 設 の 設 置 手 続 ） （ 施 設 の 設 置 手 続 ）

第 三 条 略 第 三 条 略

２ 略 ２ 略

３ 法 第 六 十 八 条 の 二 の 規 定 に よ る 第 二 種 社 会 福 祉

事 業 施 設 設 置 の 届 出 は 、 別 記 様 式 第 一 号 の 三 に よ

る も の と す る 。

（ 施 設 又 は 事 業 の 変 更 手 続 ） （ 施 設 又 は 事 業 の 変 更 手 続 ）

第 四 条 法 第 六 十 三 条 第 一 項 、 第 六 十 八 条 、 第 六 十 第 四 条 法 第 六 十 三 条 第 一 項 、 第 六 十 八 条

八 条 の 三 及 び 第 六 十 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 第 一 及 び 第 六 十 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 第 一

種 又 は 第 二 種 社 会 福 祉 事 業 （ 施 設 ） 変 更 の 届 出 種 又 は 第 二 種 社 会 福 祉 事 業 （ 施 設 ） 変 更 の 届 出

は 、 別 記 様 式 第 二 号 に よ る も の と す る 。 は 、 別 記 様 式 第 二 号 に よ る も の と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 施 設 又 は 事 業 の 廃 止 手 続 ） （ 施 設 又 は 事 業 の 廃 止 手 続 ）

第 五 条 法 第 六 十 四 条 、 第 六 十 八 条 、 第 六 十 八 条 の 第 五 条 法 第 六 十 四 条 、 第 六 十 八 条

四 及 び 第 六 十 九 条 の 規 定 に よ る 第 一 種 又 は 第 二 種 及 び 第 六 十 九 条 の 規 定 に よ る 第 一 種 又 は 第 二 種

社 会 福 祉 事 業 （ 施 設 ） 廃 止 の 届 出 は 、 別 記 様 式 第 社 会 福 祉 事 業 （ 施 設 ） 廃 止 の 届 出 は 、 別 記 様 式 第

三 号 に よ る も の と す る 。 三 号 に よ る も の と す る 。

（ 事 業 の 開 始 手 続 ） （ 事 業 の 開 始 手 続 ）

第 六 条 略 第 六 条 略

２ 略 ２ 略

３ 法 第 六 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 住 居 の 用 に 供 ３ 法 第 六 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る

す る た め の 施 設 を 必 要 と し な い 第 二 種 社 会 福 祉 事 第 二 種 社 会 福 祉 事

業 開 始 の 届 出 は 、 別 記 様 式 第 四 号 の 三 に よ る も の 業 開 始 の 届 出 は 、 別 記 様 式 第 四 号 の 三 に よ る も の

と す る 。 と す る 。

別 記 様 式 第 一 号 の 二 の 次 に 次 の 一 様 式 を 加 え る 。



（24） 栃 木 県 公 報 号外第28号令和２（2020）年３月31日　火曜日
栃 木 県 規 則 第 三 十 九 号

社 会 福 祉 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 三 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

社 会 福 祉 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

社 会 福 祉 法 施 行 細 則 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 規 則 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 施 設 の 設 置 手 続 ） （ 施 設 の 設 置 手 続 ）

第 三 条 略 第 三 条 略

２ 略 ２ 略

３ 法 第 六 十 八 条 の 二 の 規 定 に よ る 第 二 種 社 会 福 祉

事 業 施 設 設 置 の 届 出 は 、 別 記 様 式 第 一 号 の 三 に よ

る も の と す る 。

（ 施 設 又 は 事 業 の 変 更 手 続 ） （ 施 設 又 は 事 業 の 変 更 手 続 ）

第 四 条 法 第 六 十 三 条 第 一 項 、 第 六 十 八 条 、 第 六 十 第 四 条 法 第 六 十 三 条 第 一 項 、 第 六 十 八 条

八 条 の 三 及 び 第 六 十 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 第 一 及 び 第 六 十 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 第 一

種 又 は 第 二 種 社 会 福 祉 事 業 （ 施 設 ） 変 更 の 届 出 種 又 は 第 二 種 社 会 福 祉 事 業 （ 施 設 ） 変 更 の 届 出

は 、 別 記 様 式 第 二 号 に よ る も の と す る 。 は 、 別 記 様 式 第 二 号 に よ る も の と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 施 設 又 は 事 業 の 廃 止 手 続 ） （ 施 設 又 は 事 業 の 廃 止 手 続 ）

第 五 条 法 第 六 十 四 条 、 第 六 十 八 条 、 第 六 十 八 条 の 第 五 条 法 第 六 十 四 条 、 第 六 十 八 条

四 及 び 第 六 十 九 条 の 規 定 に よ る 第 一 種 又 は 第 二 種 及 び 第 六 十 九 条 の 規 定 に よ る 第 一 種 又 は 第 二 種

社 会 福 祉 事 業 （ 施 設 ） 廃 止 の 届 出 は 、 別 記 様 式 第 社 会 福 祉 事 業 （ 施 設 ） 廃 止 の 届 出 は 、 別 記 様 式 第

三 号 に よ る も の と す る 。 三 号 に よ る も の と す る 。

（ 事 業 の 開 始 手 続 ） （ 事 業 の 開 始 手 続 ）

第 六 条 略 第 六 条 略

２ 略 ２ 略

３ 法 第 六 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 住 居 の 用 に 供 ３ 法 第 六 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る

す る た め の 施 設 を 必 要 と し な い 第 二 種 社 会 福 祉 事 第 二 種 社 会 福 祉 事

業 開 始 の 届 出 は 、 別 記 様 式 第 四 号 の 三 に よ る も の 業 開 始 の 届 出 は 、 別 記 様 式 第 四 号 の 三 に よ る も の

と す る 。 と す る 。

別 記 様 式 第 一 号 の 二 の 次 に 次 の 一 様 式 を 加 え る 。



（25）栃 木 県 公 報 号外第28号令和２（2020）年３月31日　火曜日

別記様式第１号の３（第３条関係）

第 号

年 月 日

栃木県知事 様

申請者氏名 ㊞

第二種社会福祉事業施設設置届出書

第１項 開始した
社会福祉法第68条の２ の規定により第二種社会福祉事業を、

第２項 経営したい

ので関係書類を添えてお届けします、 。

施設の名称
設置者の氏

名又は名称

同 上 同 上

所在地 所在地

同 上 同 上

管理者氏名 代表者氏名

事業の種類 事業開始日 年月日

実務を担当す
職名氏名有給無給の別備考

る幹部職員の

氏 名

建物その他 造 葺 平家 階建

の規模及び

構 造総床面積 平方メトル（地積 平方メトル）ー ー

主な備品

の名称及び

員 数



（26） 栃 木 県 公 報 号外第28号令和２（2020）年３月31日　火曜日

定員 名現在員 名

１事業経営の方法．

事業経営の２福祉サビスを必要とする者に対する処遇の方法． ー

方法及び福祉

サビスを必要ー

とする者に

対する処遇

の方法

添付書類

⑴設置者の履歴書及び財産目録又は資産調書

⑵条例定款その他の基本約款、

⑶建物の平面図

⑷施設の管理者及び実務を担当する幹部職員の履歴書

⑸収支予算書



（27）栃 木 県 公 報 号外第28号令和２（2020）年３月31日　火曜日

「

「

第64条
第64条

「

別 記 様 式 第 三 号 中 第68条 を

第68条

に 、 廃止
したので

を

第69条第２項
第68条の４ したいので

「

」 第69条第２項

」

廃止
した

のでに 改 め る 。

」

したい

」

附 則

こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

栃 木 県 規 則 第 四 十 号

栃 木 県 病 院 事 業 財 務 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 三 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 病 院 事 業 財 務 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 病 院 事 業 財 務 規 則 （ 昭 和 六 十 一 年 栃 木 県 規 則 第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 事 務 の 決 裁 、 専 決 及 び 委 任 ） （ 事 務 の 決 裁 、 専 決 及 び 委 任 ）

第 三 条 病 院 事 業 の 業 務 に 係 る 事 務 の う ち 、 知 事 の 第 三 条 病 院 事 業 の 業 務 に 係 る 事 務 の う ち 、 知 事 の

決 裁 を 要 す る 事 項 及 び 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 決 裁 事 項 は 、 別 表 第 一 の 知 事 決 裁 事 項 の 欄 に 掲 げ

る と お り と し 、 保 健 福 祉 部 長 （ 以 下 「 部 長 」 と い

の 専 決 事 項 は 、 別 表 第 一 う 。 ） の 専 決 事 項 は 、 別 表 第 一 の 部 長 専 決 事 項 の

に 掲 げ る と お り と す る 。 欄 に 掲 げ る と お り と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 企 業 出 納 員 ） （ 企 業 出 納 員 ）

第 四 条 略 第 四 条 略

２ 前 項 の 企 業 出 納 員 は 、 岡 本 台 病 院 の 総 括 事 務 局 ２ 前 項 の 企 業 出 納 員 は 、 岡 本 台 病 院 の 事 務 局 長 の

長 補 佐 を も つ て 充 て る 。 職 に あ る 者 を も つ て 充 て る 。

３ 略 ３ 略

（ 資 金 前 渡 ） （ 資 金 前 渡 ）

第 三 十 七 条 地 方 公 営 企 業 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 七 年 第 三 十 七 条 地 方 公 営 企 業 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 七 年

政 令 第 四 百 三 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 第 二 十 一 政 令 第 四 百 三 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 第 二 十 一

条 の 五 第 一 項 第 一 号 か ら 第 十 四 号 ま で 及 び 同 条 第 条 の 五 第 一 項 第 一 号 か ら 第 十 四 号 ま で 及 び 同 条 第

二 項 に 定 め る も の の ほ か 、 次 に 掲 げ る 経 費 に つ い 二 項 に 定 め る も の の ほ か 、 次 に 掲 げ る 経 費 に つ い

て は 、 資 金 前 渡 す る こ と が で き る 。 て は 、 資 金 前 渡 す る こ と が で き る 。

一 ～ 三 略 一 ～ 三 略

四 謝 金 及 び 講 師 等 に 支 払 う 旅 費 四 賃 金 、 謝 金 及 び 講 師 等 に 支 払 う 旅 費

五 ・ 六 略 五 ・ 六 略

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略

（ 予 算 原 案 の 作 成 等 ） （ 予 算 原 案 の 作 成 等 ）

第 七 十 四 条 病 院 の 長 は 、 毎 事 業 年 度 予 算 要 求 書 そ 第 七 十 四 条 病 院 の 長 は 、 毎 事 業 年 度 予 算 要 求 書 そ

の 他 保 健 福 祉 部 長 （ 以 下 「 部 長 」 と い う 。 ） が 指 の 他 部 長 が 指

示 す る 予 算 の 編 成 に 関 し 必 要 な 書 類 （ 以 下 「 予 算 示 す る 予 算 の 編 成 に 関 し 必 要 な 書 類 （ 以 下 「 予 算

編 成 関 係 資 料 」 と い う 。 ） を 部 長 の 指 定 す る 期 日 編 成 関 係 資 料 」 と い う 。 ） を 部 長 の 指 定 す る 期 日

ま で に 部 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 ま で に 部 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 決 算 報 告 書 の 作 成 等 ） （ 決 算 報 告 書 の 作 成 等 ）

第 八 十 四 条 略 第 八 十 四 条 略

２ 略 ２ 略

３ 部 長 は 、 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 書 類 の 提 出 が あ つ ３ 部 長 は 、 前 項 に 規 定 す る 書 類 の 提 出 が あ つ

た と き は 、 こ れ を 精 査 し 、 五 月 二 十 日 ま で に 知 事 た と き は 、 こ れ を 精 査 し 、 五 月 二 十 日 ま で に 知 事

に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。



（28） 栃 木 県 公 報 号外第28号令和２（2020）年３月31日　火曜日
栃 木 県 規 則 第 四 十 号

栃 木 県 病 院 事 業 財 務 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 三 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 病 院 事 業 財 務 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 病 院 事 業 財 務 規 則 （ 昭 和 六 十 一 年 栃 木 県 規 則 第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 事 務 の 決 裁 、 専 決 及 び 委 任 ） （ 事 務 の 決 裁 、 専 決 及 び 委 任 ）

第 三 条 病 院 事 業 の 業 務 に 係 る 事 務 の う ち 、 知 事 の 第 三 条 病 院 事 業 の 業 務 に 係 る 事 務 の う ち 、 知 事 の

決 裁 を 要 す る 事 項 及 び 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 決 裁 事 項 は 、 別 表 第 一 の 知 事 決 裁 事 項 の 欄 に 掲 げ

る と お り と し 、 保 健 福 祉 部 長 （ 以 下 「 部 長 」 と い

の 専 決 事 項 は 、 別 表 第 一 う 。 ） の 専 決 事 項 は 、 別 表 第 一 の 部 長 専 決 事 項 の

に 掲 げ る と お り と す る 。 欄 に 掲 げ る と お り と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 企 業 出 納 員 ） （ 企 業 出 納 員 ）

第 四 条 略 第 四 条 略

２ 前 項 の 企 業 出 納 員 は 、 岡 本 台 病 院 の 総 括 事 務 局 ２ 前 項 の 企 業 出 納 員 は 、 岡 本 台 病 院 の 事 務 局 長 の

長 補 佐 を も つ て 充 て る 。 職 に あ る 者 を も つ て 充 て る 。

３ 略 ３ 略

（ 資 金 前 渡 ） （ 資 金 前 渡 ）

第 三 十 七 条 地 方 公 営 企 業 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 七 年 第 三 十 七 条 地 方 公 営 企 業 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 七 年

政 令 第 四 百 三 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 第 二 十 一 政 令 第 四 百 三 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 第 二 十 一

条 の 五 第 一 項 第 一 号 か ら 第 十 四 号 ま で 及 び 同 条 第 条 の 五 第 一 項 第 一 号 か ら 第 十 四 号 ま で 及 び 同 条 第

二 項 に 定 め る も の の ほ か 、 次 に 掲 げ る 経 費 に つ い 二 項 に 定 め る も の の ほ か 、 次 に 掲 げ る 経 費 に つ い

て は 、 資 金 前 渡 す る こ と が で き る 。 て は 、 資 金 前 渡 す る こ と が で き る 。

一 ～ 三 略 一 ～ 三 略

四 謝 金 及 び 講 師 等 に 支 払 う 旅 費 四 賃 金 、 謝 金 及 び 講 師 等 に 支 払 う 旅 費

五 ・ 六 略 五 ・ 六 略

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略

（ 予 算 原 案 の 作 成 等 ） （ 予 算 原 案 の 作 成 等 ）

第 七 十 四 条 病 院 の 長 は 、 毎 事 業 年 度 予 算 要 求 書 そ 第 七 十 四 条 病 院 の 長 は 、 毎 事 業 年 度 予 算 要 求 書 そ

の 他 保 健 福 祉 部 長 （ 以 下 「 部 長 」 と い う 。 ） が 指 の 他 部 長 が 指

示 す る 予 算 の 編 成 に 関 し 必 要 な 書 類 （ 以 下 「 予 算 示 す る 予 算 の 編 成 に 関 し 必 要 な 書 類 （ 以 下 「 予 算

編 成 関 係 資 料 」 と い う 。 ） を 部 長 の 指 定 す る 期 日 編 成 関 係 資 料 」 と い う 。 ） を 部 長 の 指 定 す る 期 日

ま で に 部 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 ま で に 部 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 決 算 報 告 書 の 作 成 等 ） （ 決 算 報 告 書 の 作 成 等 ）

第 八 十 四 条 略 第 八 十 四 条 略

２ 略 ２ 略

３ 部 長 は 、 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 書 類 の 提 出 が あ つ ３ 部 長 は 、 前 項 に 規 定 す る 書 類 の 提 出 が あ つ

た と き は 、 こ れ を 精 査 し 、 五 月 二 十 日 ま で に 知 事 た と き は 、 こ れ を 精 査 し 、 五 月 二 十 日 ま で に 知 事

に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

別 表 第 一 を 次 の よ う に 改 め る 。

別表第１（第３条関係）

１決裁事項及び専決事項

知事決裁事項 部長専決事項

１収入関係事項

⑴一時借入金に係る契約 ⑴不納欠損整理の承認

⑵１件の金額６万円を超える料金の減免

２支出関係事項

⑴項相互間における予算の流用 ⑴目相互間における予算の流用

⑵１件の金額が7,000万円以上の用地費の⑵１件の金額100万円を超える予備費の充当

予算の執行に係る事案の決定 ⑶１件の金額3,000万円を超え7,000万円未満の用地、

⑶１件の金額５億円以上の建物費の予算の費の予算の執行に係る事案の決定

執行に係る事案の決定 ⑷１件の金額5,000万円を超え５億円未満の建物費、

の予算の執行に係る事案の決定

⑸１件の金額5,000万円を超える予算の執行に係る事

案の決定（用地費及び建物費に関するものを除く）。

３固定資産たな卸資産及びその他の物品関係、

⑴１件の金額（償却資産にあつては減価償却累計額、

を控除した額）が100万円を超える用途の廃止（不用

の決定を含む）及び処分ただし償却資産にあつ。 。 、

ては耐用年数に２を乗じて得た年数を経過していな、

いものに限る。

⑵１件の評定額100万円を超える寄附の受入れ

２委任事務に関する専決事項

事務局長専決事項

１収入の調定に関すること。

２契約の締結その他の支出負担行為（一時借入金に係る契約に関するものを除く）。

３支出命令に関すること。

４１件の金額（償却資産にあつては減価償却累計額を控除した額）100万円以下の固定資産たな、 、

卸資産及びその他の物品の用途の廃止（不用の決定を含む以下この項において同じ）及び処分に。 。

関すること並びに耐用年数に２を乗じて得た年数を経過した償却資産の用途の廃止及び処分に関する

こと。

５企業債及び借入金の償還に関すること。

６単価契約に関すること。

７前各号に掲げるもののほか１件の金額300万円未満の予算の執行に係る事案の決定に関すること、

（用地費に関することを除く）。 。

８引当金の取崩しに関すること。

９料金の分納に関すること。

10 預り金及び預り有価証券等の出納通知に関すること。

11 証書及び公文書類の保管に関すること。

12 栃木県病院事業出納取扱金融機関の検査に関すること。

13 栃木県病院事業の用に供する公舎の管理運営に関すること。



（29）栃 木 県 公 報 号外第28号令和２（2020）年３月31日　火曜日

別 表 第 一 を 次 の よ う に 改 め る 。

別表第１（第３条関係）

１決裁事項及び専決事項

知事決裁事項 部長専決事項

１収入関係事項

⑴一時借入金に係る契約 ⑴不納欠損整理の承認

⑵１件の金額６万円を超える料金の減免

２支出関係事項

⑴項相互間における予算の流用 ⑴目相互間における予算の流用

⑵１件の金額が7,000万円以上の用地費の⑵１件の金額100万円を超える予備費の充当

予算の執行に係る事案の決定 ⑶１件の金額3,000万円を超え7,000万円未満の用地、

⑶１件の金額５億円以上の建物費の予算の費の予算の執行に係る事案の決定

執行に係る事案の決定 ⑷１件の金額5,000万円を超え５億円未満の建物費、

の予算の執行に係る事案の決定

⑸１件の金額5,000万円を超える予算の執行に係る事

案の決定（用地費及び建物費に関するものを除く）。

３固定資産たな卸資産及びその他の物品関係、

⑴１件の金額（償却資産にあつては減価償却累計額、

を控除した額）が100万円を超える用途の廃止（不用

の決定を含む）及び処分ただし償却資産にあつ。 。 、

ては耐用年数に２を乗じて得た年数を経過していな、

いものに限る。

⑵１件の評定額100万円を超える寄附の受入れ

２委任事務に関する専決事項

事務局長専決事項

１収入の調定に関すること。

２契約の締結その他の支出負担行為（一時借入金に係る契約に関するものを除く）。

３支出命令に関すること。

４１件の金額（償却資産にあつては減価償却累計額を控除した額）100万円以下の固定資産たな、 、

卸資産及びその他の物品の用途の廃止（不用の決定を含む以下この項において同じ）及び処分に。 。

関すること並びに耐用年数に２を乗じて得た年数を経過した償却資産の用途の廃止及び処分に関する

こと。

５企業債及び借入金の償還に関すること。

６単価契約に関すること。

７前各号に掲げるもののほか１件の金額300万円未満の予算の執行に係る事案の決定に関すること、

（用地費に関することを除く）。 。

８引当金の取崩しに関すること。

９料金の分納に関すること。

10 預り金及び預り有価証券等の出納通知に関すること。

11 証書及び公文書類の保管に関すること。

12 栃木県病院事業出納取扱金融機関の検査に関すること。

13 栃木県病院事業の用に供する公舎の管理運営に関すること。
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別 表 第 二 第 十 項 中 「寄付」 を 「寄附」 に 改 め 、 同 表 第 十 一 項 中 「事務」 を 「事案」 に 改 め る 。

「

別 表 第 三 費 用 の 項 中 を
」

「

に 改 め る 。

」

附 則

こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 し 、 令 和 二 年 度 の 事 業 年 度 か ら 適 用 す る 。

（ 保 健 福 祉 課 ）

栃 木 県 規 則 第 四 十 一 号

栃 木 県 医 療 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 三 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 医 療 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 医 療 法 施 行 細 則 （ 昭 和 五 十 一 年 栃 木 県 規 則 第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 申 請 書 等 の 様 式 及 び 部 数 ） （ 申 請 書 等 の 様 式 及 び 部 数 ）

第 二 条 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 項 に 関 す る 書 類 等 第 二 条 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 項 に 関 す る 書 類 等

の 様 式 及 び 提 出 部 数 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 中 欄 及 び 下 の 様 式 及 び 提 出 部 数 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 中 欄 及 び 下

欄 に 定 め る と こ ろ に よ る 。 欄 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

事 項 様 式

提 出

事 項 様 式

提 出

部 数 部 数

一 ～ 十 七 略 一 ～ 十 七 略

十 八 規 則 第 九 条 の 十 五 の 二 略 略 十 八 法 第 十 六 条 た だ し 書 略 略

の 規 定 に よ る 医 師 宿 直 免 除 の 規 定 に よ る 医 師 宿 直 免 除

認 定 申 請 書 許 可 申 請 書

十 九 ～ 五 十 三 略 十 九 ～ 五 十 三 略

２ 略 ２ 略

第 六 号 様 式 中

「

７助産所については嘱
住所

、

託医師の住所及び氏名並
嘱託医師

びに嘱託する病院又は診

療所の所在地及び名称 氏名

を

嘱託した旨の書類等
所在地

を添付すること 嘱託する病院。

又は診療所

名称

」

「

７助産所については嘱
住所

、

託医師の住所及び氏名並
嘱託医師

びに嘱託する病院又は診

療所の所在地及び名称 氏名

嘱託した旨の書類等
所在地

を添付すること 嘱託する病院。

又は診療所

名称 に 改
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栃 木 県 規 則 第 四 十 一 号

栃 木 県 医 療 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 三 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 医 療 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 医 療 法 施 行 細 則 （ 昭 和 五 十 一 年 栃 木 県 規 則 第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 申 請 書 等 の 様 式 及 び 部 数 ） （ 申 請 書 等 の 様 式 及 び 部 数 ）

第 二 条 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 項 に 関 す る 書 類 等 第 二 条 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 項 に 関 す る 書 類 等

の 様 式 及 び 提 出 部 数 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 中 欄 及 び 下 の 様 式 及 び 提 出 部 数 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 中 欄 及 び 下

欄 に 定 め る と こ ろ に よ る 。 欄 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

事 項 様 式

提 出

事 項 様 式

提 出

部 数 部 数

一 ～ 十 七 略 一 ～ 十 七 略

十 八 規 則 第 九 条 の 十 五 の 二 略 略 十 八 法 第 十 六 条 た だ し 書 略 略

の 規 定 に よ る 医 師 宿 直 免 除 の 規 定 に よ る 医 師 宿 直 免 除

認 定 申 請 書 許 可 申 請 書

十 九 ～ 五 十 三 略 十 九 ～ 五 十 三 略

２ 略 ２ 略

第 六 号 様 式 中

「

７助産所については嘱
住所

、

託医師の住所及び氏名並
嘱託医師

びに嘱託する病院又は診

療所の所在地及び名称 氏名

を

嘱託した旨の書類等
所在地

を添付すること 嘱託する病院。

又は診療所

名称

」

「

７助産所については嘱
住所

、

託医師の住所及び氏名並
嘱託医師

びに嘱託する病院又は診

療所の所在地及び名称 氏名

嘱託した旨の書類等
所在地

を添付すること 嘱託する病院。

又は診療所

名称 に 改

８地域で不足する外来医夜間休日等における
有・無

、

療機能を担う意向の有無地域の初期救急医療

在宅医療 有・無

学校医予防接種等の
有・無

、

公衆衛生

」

め る 。
第 八 号 様 式 中

「

16 開設年月日 年 月 日 を
」

「

16 開設年月日 年 月 日

17 地域で不足する外来医夜間休日等における
有・無

、

療機能を担う意向の有無地域の初期救急医療

に 改

在宅医療 有・無

学校医予防接種等の
有・無

、

公衆衛生

」

め る 。
第 十 八 号 様 式 中 「医師宿直免除許可申請書」 を 「医師宿直免除認定申請書」 に 、 「許可を」 を 「認定を」

に 、
「

５宿直医師の業務を宿舎と病院の距離連絡方法

行う医師の宿舎と当

該病院との距離と連

絡の方法

を
」

「

５医師が
連絡体制

速やかに

診療を行

う体制の連絡を受

確保状況ける医師

の場所

に 改 め る 。

医師が適

切な診療
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８地域で不足する外来医夜間休日等における
有・無

、

療機能を担う意向の有無地域の初期救急医療

在宅医療 有・無

学校医予防接種等の
有・無

、

公衆衛生

」

め る 。
第 八 号 様 式 中

「

16 開設年月日 年 月 日 を
」

「

16 開設年月日 年 月 日

17 地域で不足する外来医夜間休日等における
有・無

、

療機能を担う意向の有無地域の初期救急医療

に 改

在宅医療 有・無

学校医予防接種等の
有・無

、

公衆衛生

」

め る 。
第 十 八 号 様 式 中 「医師宿直免除許可申請書」 を 「医師宿直免除認定申請書」 に 、 「許可を」 を 「認定を」

に 、
「

５宿直医師の業務を宿舎と病院の距離連絡方法

行う医師の宿舎と当

該病院との距離と連

絡の方法

を
」

「

５医師が
連絡体制

速やかに

診療を行

う体制の連絡を受

確保状況ける医師

の場所

に 改 め る 。

医師が適

切な診療

を行える 有 ・ 無

状態の確

保の有無

」

第 三 十 八 号 様 式 、 第 三 十 八 号 の 二 様 式 、 第 三 十 八 号 の 四 様 式 及 び 第 三 十 九 号 様 式 中 「又は介護老人保健施

設」 を 「 介護老人保健施設又は介護医療院」 に 改 め る 。、

第 四 十 五 号 様 式 か ら 第 四 十 五 号 の 四 様 式 ま で の 規 定 中 「又は診療所」 を 「 診療所介護老人保健施設又は、 、

介護医療院」 に 改 め る 。

第 四 十 六 号 の 二 様 式 中 「又は介護老人保健施設」 を 「 介護老人保健施設又は介護医療院」 に 改 め る 。、

第 五 十 号 様 式 中 「又は老人保健施設」 を 「 介護老人保健施設又は介護医療院」 に 改 め る 。、

附 則

１ こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 規 則 の 施 行 前 に 改 正 前 の 栃 木 県 医 療 法 施 行 細 則 の 規 定 に よ り 調 製 さ れ た 諸 用 紙 は 、 こ の 規 則 の 施 行 の

際 現 に 残 存 す る も の に 限 り 、 当 分 の 間 、 所 要 の 補 正 を し て 使 用 す る こ と が で き る 。

（ 医 療 政 策 課 ）
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を行える 有 ・ 無

状態の確

保の有無

」

第 三 十 八 号 様 式 、 第 三 十 八 号 の 二 様 式 、 第 三 十 八 号 の 四 様 式 及 び 第 三 十 九 号 様 式 中 「又は介護老人保健施

設」 を 「 介護老人保健施設又は介護医療院」 に 改 め る 。、

第 四 十 五 号 様 式 か ら 第 四 十 五 号 の 四 様 式 ま で の 規 定 中 「又は診療所」 を 「 診療所介護老人保健施設又は、 、

介護医療院」 に 改 め る 。

第 四 十 六 号 の 二 様 式 中 「又は介護老人保健施設」 を 「 介護老人保健施設又は介護医療院」 に 改 め る 。、

第 五 十 号 様 式 中 「又は老人保健施設」 を 「 介護老人保健施設又は介護医療院」 に 改 め る 。、

附 則

１ こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 規 則 の 施 行 前 に 改 正 前 の 栃 木 県 医 療 法 施 行 細 則 の 規 定 に よ り 調 製 さ れ た 諸 用 紙 は 、 こ の 規 則 の 施 行 の

際 現 に 残 存 す る も の に 限 り 、 当 分 の 間 、 所 要 の 補 正 を し て 使 用 す る こ と が で き る 。

（ 医 療 政 策 課 ）

栃 木 県 規 則 第 四 十 二 号

ク リ ー ニ ン グ 業 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 三 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

ク リ ー ニ ン グ 業 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

ク リ ー ニ ン グ 業 法 施 行 細 則 （ 昭 和 三 十 三 年 栃 木 県 規 則 第 七 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

様式第５号 様式第５号

略 略

備考 備考

１次の書類を添付すること １次の書類を添付すること。 。

⑴略 ⑴略

⑵写真（ 出願前６カ月 ⑵写真（手札型上半身出願前６カ月、 、

以内に脱帽して上半身を正面から撮影し 以内に正面より無帽で撮影したもので、

た縦4.5センチメトル横3.5センチメ 裏面に氏名及び生年月日ー ー

トルのものでその裏面に撮影年月日及、

び氏名を記載すること） を記載すること）。 。

⑶略 ⑶略

２略 ２略

様式第６号 様式第６号

略 略

備考 備考

１戸籍謄本戸籍抄本又は本籍の記載の １戸籍謄本又は戸籍抄本、

ある住民票の写し（クリニング師試験のー

申請時から氏名又は本籍に変更があつた者

については戸籍謄本又は戸籍抄本）を添 を添、

付すること 付すること。 。

２略 ２略

附 則

こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

栃 木 県 規 則 第 四 十 三 号

旅 館 業 法 施 行 細 則 及 び 公 衆 浴 場 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 三 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

旅 館 業 法 施 行 細 則 及 び 公 衆 浴 場 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

（ 旅 館 業 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 旅 館 業 法 施 行 細 則 （ 昭 和 三 十 四 年 栃 木 県 規 則 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 許 可 申 請 ） （ 許 可 申 請 ）

第 二 条 法 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 旅 館 業 の 許 可 第 二 条 法 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 旅 館 業 の 許 可

を 受 け よ う と す る 者 は 、 旅 館 業 営 業 許 可 申 請 書 を 受 け よ う と す る 者 は 、 旅 館 業 営 業 許 可 申 請 書

（ 別 記 様 式 第 一 号 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、 （ 別 記 様 式 第 一 号 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、

営 業 所 所 在 地 を 管 轄 す る 保 健 所 長 又 は 保 健 所 支 所 営 業 所 所 在 地 を 管 轄 す る 保 健 所 長 又 は 保 健 所 支 所

長 （ 以 下 「 管 轄 保 健 所 長 」 と い う 。 ） に 提 出 し な 長 （ 以 下 「 管 轄 保 健 所 長 」 と い う 。 ） に 提 出 し な

け れ ば な ら な い 。 け れ ば な ら な い 。

一 ～ 四 略 一 ～ 四 略

五 浴 室 に お い て 原 湯 （ 浴 槽 の 湯 を 再 利 用 せ ず に 五 浴 室 に お い て 原 湯 （ 浴 槽 の 湯 を 再 利 用 せ ず に

浴 槽 に 直 接 注 入 さ れ る 温 湯 を い う 。 以 下 同 浴 槽 に 直 接 注 入 さ れ る 温 湯 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） 、 原 水 （ 原 湯 の 原 料 に 用 い る 水 及 び 浴 槽 じ 。 ） 、 原 水 （ 原 湯 の 原 料 に 用 い る 水 及 び 浴 槽

の 温 湯 の 温 度 を 調 整 す る 目 的 で 浴 槽 の 水 を 再 利 の 温 湯 の 温 度 を 調 整 す る 目 的 で 浴 槽 の 水 を 再 利

用 せ ず に 浴 槽 に 直 接 注 入 さ れ る 水 を い う 。 以 下 用 せ ず に 浴 槽 に 直 接 注 入 さ れ る 水 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） 、 上 が り 用 湯 （ 洗 い 場 及 び シ ャ ワ ー に 同 じ 。 ） 、 上 り 用 湯 （ 洗 い 場 及 び シ ャ ワ ー に

備 え 付 け ら れ た 給 湯 栓 か ら 供 給 さ れ る 温 湯 を い 備 え 付 け ら れ た 給 湯 栓 か ら 供 給 さ れ る 温 湯 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 上 が り 用 水 （ 洗 い 場 及 び う 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 上 り 用 水 （ 洗 い 場 及 び

シ ャ ワ ー に 備 え 付 け ら れ た 給 水 栓 か ら 供 給 さ れ シ ャ ワ ー に 備 え 付 け ら れ た 給 水 栓 か ら 供 給 さ れ

る 水 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 水 道 水 （ 水 道 法 る 水 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 水 道 水 （ 水 道 法

（ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 百 七 十 七 号 ） 第 三 条 第 九 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 百 七 十 七 号 ） 第 三 条 第 九

項 に 規 定 す る 給 水 装 置 に よ り 供 給 さ れ る 水 を い 項 に 規 定 す る 給 水 装 置 に よ り 供 給 さ れ る 水 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） 以 外 の 湯 水 を 使 用 す る 場 合 う 。 以 下 同 じ 。 ） 以 外 の 湯 水 を 使 用 す る 場 合

は 、 水 質 検 査 の 結 果 を 記 載 し た 書 面 の 写 し は 、 水 質 検 査 の 結 果 を 記 載 し た 書 面 の 写 し

（ 水 質 基 準 ） （ 水 質 基 準 ）

第 八 条 条 例 第 十 二 条 第 一 号 の 規 定 に よ る 水 質 基 準 第 八 条 条 例 第 十 二 条 第 一 号 の 規 定 に よ る 水 質 基 準

は 、 ろ 過 濃 縮 法 又 は 冷 却 遠 心 濃 縮 法 に よ つ て 行 う は 、 冷 却 遠 心 濃 縮 法 又 は ろ 過 濃 縮 法 に よ つ て 行 う

検 査 に お い て レ ジ オ ネ ラ 属 菌 が 検 出 さ れ な い こ と 検 査 に お い て レ ジ オ ネ ラ 属 菌 が 検 出 さ れ な い こ と

（ 百 ミ リ リ ッ ト ル 中 に 十 コ ロ ニ ー ・ フ ォ ー ミ ン （ 百 ミ リ リ ッ ト ル 中 に 十 コ ロ ニ ー ・ フ ォ ー ミ ン

グ ・ ユ ニ ッ ト 未 満 で あ る こ と を 含 む 。 ） と す る 。 グ ・ ユ ニ ッ ト 未 満 で あ る こ と を 含 む 。 ） と す る 。

（ 水 質 検 査 等 ） （ 水 質 検 査 等 ）

第 九 条 条 例 第 十 二 条 第 二 号 の 規 定 に よ る 水 質 検 査 第 九 条 条 例 第 十 二 条 第 二 号 の 規 定 に よ る 水 質 検 査

は 、 水 道 水 以 外 の 湯 水 を 使 用 し た 原 湯 、 原 水 、 上 は 、 水 道 水 以 外 の 湯 水 を 使 用 し た 原 湯 、 原 水 、 上

が り 用 湯 及 び 上 が り 用 水 並 び に 浴 槽 内 か ら 採 取 し り 用 湯 及 び 上 り 用 水 並 び に 浴 槽 内 か ら 採 取 し

た 湯 水 に つ い て 一 年 に 一 回 以 上 （ ろ 過 器 を 使 用 し た 湯 水 に つ い て 一 年 に 一 回 以 上 （ ろ 過 器 を 使 用 し

て 循 環 さ せ た 浴 槽 内 の 湯 水 に あ つ て は 、 二 回 以 て 循 環 さ せ た 浴 槽 内 の 湯 水 に あ つ て は 、 二 回 以

上 ） 行 う も の と す る 。 上 ） 行 う も の と す る 。

２ 略 ２ 略



（33）栃 木 県 公 報 号外第28号令和２（2020）年３月31日　火曜日

栃 木 県 規 則 第 四 十 三 号

旅 館 業 法 施 行 細 則 及 び 公 衆 浴 場 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 三 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

旅 館 業 法 施 行 細 則 及 び 公 衆 浴 場 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

（ 旅 館 業 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 旅 館 業 法 施 行 細 則 （ 昭 和 三 十 四 年 栃 木 県 規 則 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 許 可 申 請 ） （ 許 可 申 請 ）

第 二 条 法 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 旅 館 業 の 許 可 第 二 条 法 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 旅 館 業 の 許 可

を 受 け よ う と す る 者 は 、 旅 館 業 営 業 許 可 申 請 書 を 受 け よ う と す る 者 は 、 旅 館 業 営 業 許 可 申 請 書

（ 別 記 様 式 第 一 号 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、 （ 別 記 様 式 第 一 号 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、

営 業 所 所 在 地 を 管 轄 す る 保 健 所 長 又 は 保 健 所 支 所 営 業 所 所 在 地 を 管 轄 す る 保 健 所 長 又 は 保 健 所 支 所

長 （ 以 下 「 管 轄 保 健 所 長 」 と い う 。 ） に 提 出 し な 長 （ 以 下 「 管 轄 保 健 所 長 」 と い う 。 ） に 提 出 し な

け れ ば な ら な い 。 け れ ば な ら な い 。

一 ～ 四 略 一 ～ 四 略

五 浴 室 に お い て 原 湯 （ 浴 槽 の 湯 を 再 利 用 せ ず に 五 浴 室 に お い て 原 湯 （ 浴 槽 の 湯 を 再 利 用 せ ず に

浴 槽 に 直 接 注 入 さ れ る 温 湯 を い う 。 以 下 同 浴 槽 に 直 接 注 入 さ れ る 温 湯 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） 、 原 水 （ 原 湯 の 原 料 に 用 い る 水 及 び 浴 槽 じ 。 ） 、 原 水 （ 原 湯 の 原 料 に 用 い る 水 及 び 浴 槽

の 温 湯 の 温 度 を 調 整 す る 目 的 で 浴 槽 の 水 を 再 利 の 温 湯 の 温 度 を 調 整 す る 目 的 で 浴 槽 の 水 を 再 利

用 せ ず に 浴 槽 に 直 接 注 入 さ れ る 水 を い う 。 以 下 用 せ ず に 浴 槽 に 直 接 注 入 さ れ る 水 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） 、 上 が り 用 湯 （ 洗 い 場 及 び シ ャ ワ ー に 同 じ 。 ） 、 上 り 用 湯 （ 洗 い 場 及 び シ ャ ワ ー に

備 え 付 け ら れ た 給 湯 栓 か ら 供 給 さ れ る 温 湯 を い 備 え 付 け ら れ た 給 湯 栓 か ら 供 給 さ れ る 温 湯 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 上 が り 用 水 （ 洗 い 場 及 び う 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 上 り 用 水 （ 洗 い 場 及 び

シ ャ ワ ー に 備 え 付 け ら れ た 給 水 栓 か ら 供 給 さ れ シ ャ ワ ー に 備 え 付 け ら れ た 給 水 栓 か ら 供 給 さ れ

る 水 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 水 道 水 （ 水 道 法 る 水 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 水 道 水 （ 水 道 法

（ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 百 七 十 七 号 ） 第 三 条 第 九 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 百 七 十 七 号 ） 第 三 条 第 九

項 に 規 定 す る 給 水 装 置 に よ り 供 給 さ れ る 水 を い 項 に 規 定 す る 給 水 装 置 に よ り 供 給 さ れ る 水 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） 以 外 の 湯 水 を 使 用 す る 場 合 う 。 以 下 同 じ 。 ） 以 外 の 湯 水 を 使 用 す る 場 合

は 、 水 質 検 査 の 結 果 を 記 載 し た 書 面 の 写 し は 、 水 質 検 査 の 結 果 を 記 載 し た 書 面 の 写 し

（ 水 質 基 準 ） （ 水 質 基 準 ）

第 八 条 条 例 第 十 二 条 第 一 号 の 規 定 に よ る 水 質 基 準 第 八 条 条 例 第 十 二 条 第 一 号 の 規 定 に よ る 水 質 基 準

は 、 ろ 過 濃 縮 法 又 は 冷 却 遠 心 濃 縮 法 に よ つ て 行 う は 、 冷 却 遠 心 濃 縮 法 又 は ろ 過 濃 縮 法 に よ つ て 行 う

検 査 に お い て レ ジ オ ネ ラ 属 菌 が 検 出 さ れ な い こ と 検 査 に お い て レ ジ オ ネ ラ 属 菌 が 検 出 さ れ な い こ と

（ 百 ミ リ リ ッ ト ル 中 に 十 コ ロ ニ ー ・ フ ォ ー ミ ン （ 百 ミ リ リ ッ ト ル 中 に 十 コ ロ ニ ー ・ フ ォ ー ミ ン

グ ・ ユ ニ ッ ト 未 満 で あ る こ と を 含 む 。 ） と す る 。 グ ・ ユ ニ ッ ト 未 満 で あ る こ と を 含 む 。 ） と す る 。

（ 水 質 検 査 等 ） （ 水 質 検 査 等 ）

第 九 条 条 例 第 十 二 条 第 二 号 の 規 定 に よ る 水 質 検 査 第 九 条 条 例 第 十 二 条 第 二 号 の 規 定 に よ る 水 質 検 査

は 、 水 道 水 以 外 の 湯 水 を 使 用 し た 原 湯 、 原 水 、 上 は 、 水 道 水 以 外 の 湯 水 を 使 用 し た 原 湯 、 原 水 、 上

が り 用 湯 及 び 上 が り 用 水 並 び に 浴 槽 内 か ら 採 取 し り 用 湯 及 び 上 り 用 水 並 び に 浴 槽 内 か ら 採 取 し

た 湯 水 に つ い て 一 年 に 一 回 以 上 （ ろ 過 器 を 使 用 し た 湯 水 に つ い て 一 年 に 一 回 以 上 （ ろ 過 器 を 使 用 し

て 循 環 さ せ た 浴 槽 内 の 湯 水 に あ つ て は 、 二 回 以 て 循 環 さ せ た 浴 槽 内 の 湯 水 に あ つ て は 、 二 回 以

上 ） 行 う も の と す る 。 上 ） 行 う も の と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 ） （ 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 ）

第 十 条 条 例 第 十 二 条 第 七 号 の 規 定 に よ る 遊 離 残 留 第 十 条 条 例 第 十 二 条 第 七 号 の 規 定 に よ る 遊 離 残 留

塩 素 濃 度 の 管 理 は 、 通 常 で 一 リ ッ ト ル 中 に 塩 素 濃 度 の 管 理 は 、 通 常 で 一 リ ッ ト ル 中 に 〇 ・ 二

〇 ・ 四 ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 す る ミ リ グ ラ ム か ら 〇 ・ 四 ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 す る

こ と と し 、 最 大 で 一 リ ッ ト ル 中 に 一 ・ 〇 ミ リ グ ラ こ と と し 、 最 大 で 一 リ ッ ト ル 中 に 一 ・ 〇 ミ リ グ ラ

ム を 超 え な い よ う に す る も の と す る 。 た だ し 、 ろ ム を 超 え な い よ う に す る も の と す る 。 た だ し 、 ろ

過 器 を 使 用 し て 温 湯 を 循 環 さ せ な い 浴 槽 で 原 湯 及 過 器 を 使 用 し て 温 湯 を 循 環 さ せ な い 浴 槽 で 原 湯 及

び 原 水 を 常 時 浴 槽 に 補 給 す る 構 造 の 浴 槽 に あ つ て び 原 水 を 常 時 浴 槽 に 補 給 す る 構 造 の 浴 槽 に あ つ て

は 、 こ の 限 り で な い 。 は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 公 衆 浴 場 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 公 衆 浴 場 法 施 行 細 則 （ 昭 和 六 十 一 年 栃 木 県 規 則 第 四 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 許 可 の 申 請 ） （ 許 可 の 申 請 ）

第 二 条 法 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 許 可 を 受 け よ 第 二 条 法 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 許 可 を 受 け よ

う と す る 者 は 、 公 衆 浴 場 営 業 許 可 申 請 書 （ 別 記 様 う と す る 者 は 、 公 衆 浴 場 営 業 許 可 申 請 書 （ 別 記 様

式 第 一 号 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、 営 業 所 所 式 第 一 号 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、 営 業 所 所

在 地 を 管 轄 す る 保 健 所 長 又 は 保 健 所 支 所 長 （ 以 下 在 地 を 管 轄 す る 保 健 所 長 又 は 保 健 所 支 所 長 （ 以 下

「 管 轄 保 健 所 長 」 と い う 。 ） に 提 出 し な け れ ば な 「 管 轄 保 健 所 長 」 と い う 。 ） に 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。 ら な い 。

一 略 一 略

二 原 湯 （ 浴 槽 の 湯 を 再 利 用 せ ず に 浴 槽 に 直 接 注 二 原 湯 （ 浴 槽 の 湯 を 再 利 用 せ ず に 浴 槽 に 直 接 注

入 さ れ る 温 湯 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 原 水 （ 原 入 さ れ る 温 湯 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 原 水 （ 原

湯 の 原 料 に 用 い る 水 及 び 浴 槽 の 温 湯 の 温 度 を 調 湯 の 原 料 に 用 い る 水 及 び 浴 槽 の 温 湯 の 温 度 を 調

整 す る 目 的 で 浴 槽 の 水 を 再 利 用 せ ず に 浴 槽 に 直 整 す る 目 的 で 浴 槽 の 水 を 再 利 用 せ ず に 浴 槽 に 直

接 注 入 さ れ る 水 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 上 が り 接 注 入 さ れ る 水 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 上 り 用

用 湯 （ 洗 い 場 及 び シ ャ ワ ー に 備 え 付 け ら れ た 給 湯 （ 洗 い 場 及 び シ ャ ワ ー に 備 え 付 け ら れ た 給

湯 栓 か ら 供 給 さ れ る 温 湯 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 湯 栓 か ら 供 給 さ れ る 温 湯 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

及 び 上 が り 用 水 （ 洗 い 場 及 び シ ャ ワ ー に 備 え 付 及 び 上 り 用 水 （ 洗 い 場 及 び シ ャ ワ ー に 備 え 付

け ら れ た 給 水 栓 か ら 供 給 さ れ る 水 を い う 。 以 下 け ら れ た 給 水 栓 か ら 供 給 さ れ る 水 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） に 水 道 水 （ 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律 同 じ 。 ） に 水 道 水 （ 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律

第 百 七 十 七 号 ） 第 三 条 第 九 項 に 規 定 す る 給 水 装 第 百 七 十 七 号 ） 第 三 条 第 九 項 に 規 定 す る 給 水 装

置 に よ り 供 給 さ れ る 水 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 以 置 に よ り 供 給 さ れ る 水 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 以

外 の 湯 水 を 使 用 す る 場 合 に あ つ て は 、 水 質 検 査 外 の 湯 水 を 使 用 す る 場 合 に あ つ て は 、 水 質 検 査

の 結 果 を 記 載 し た 書 面 の 写 し の 結 果 を 記 載 し た 書 面 の 写 し

三 ・ 四 略 三 ・ 四 略

（ 水 質 基 準 ） （ 水 質 基 準 ）

第 五 条 条 例 第 七 条 第 一 号 の 規 定 に よ る 水 質 基 準 第 五 条 条 例 第 七 条 第 一 号 の 規 定 に よ る 水 質 基 準

は 、 次 に 掲 げ る と お り と す る 。 は 、 次 に 掲 げ る と お り と す る 。

一 水 道 水 以 外 の 湯 水 を 使 用 し た 原 湯 、 原 水 、 上 一 水 道 水 以 外 の 湯 水 を 使 用 し た 原 湯 、 原 水 、 上

が り 用 湯 及 び 上 が り 用 水 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 り 用 湯 及 び 上 り 用 水 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲

げ る 事 項 に つ き 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 方 法 に よ つ げ る 事 項 に つ き 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 方 法 に よ つ

て 行 う 検 査 に お い て 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 て 行 う 検 査 に お い て 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定

め る 基 準 に 適 合 す る こ と 。 め る 基 準 に 適 合 す る こ と 。

一 色 度 比 色 法 、 透 過 光 測 略 一 色 度 比 色 法 又 は 透 過 光 測 略
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（ 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 ） （ 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 ）

第 十 条 条 例 第 十 二 条 第 七 号 の 規 定 に よ る 遊 離 残 留 第 十 条 条 例 第 十 二 条 第 七 号 の 規 定 に よ る 遊 離 残 留

塩 素 濃 度 の 管 理 は 、 通 常 で 一 リ ッ ト ル 中 に 塩 素 濃 度 の 管 理 は 、 通 常 で 一 リ ッ ト ル 中 に 〇 ・ 二

〇 ・ 四 ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 す る ミ リ グ ラ ム か ら 〇 ・ 四 ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 す る

こ と と し 、 最 大 で 一 リ ッ ト ル 中 に 一 ・ 〇 ミ リ グ ラ こ と と し 、 最 大 で 一 リ ッ ト ル 中 に 一 ・ 〇 ミ リ グ ラ

ム を 超 え な い よ う に す る も の と す る 。 た だ し 、 ろ ム を 超 え な い よ う に す る も の と す る 。 た だ し 、 ろ

過 器 を 使 用 し て 温 湯 を 循 環 さ せ な い 浴 槽 で 原 湯 及 過 器 を 使 用 し て 温 湯 を 循 環 さ せ な い 浴 槽 で 原 湯 及

び 原 水 を 常 時 浴 槽 に 補 給 す る 構 造 の 浴 槽 に あ つ て び 原 水 を 常 時 浴 槽 に 補 給 す る 構 造 の 浴 槽 に あ つ て

は 、 こ の 限 り で な い 。 は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 公 衆 浴 場 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 公 衆 浴 場 法 施 行 細 則 （ 昭 和 六 十 一 年 栃 木 県 規 則 第 四 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 許 可 の 申 請 ） （ 許 可 の 申 請 ）

第 二 条 法 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 許 可 を 受 け よ 第 二 条 法 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 許 可 を 受 け よ

う と す る 者 は 、 公 衆 浴 場 営 業 許 可 申 請 書 （ 別 記 様 う と す る 者 は 、 公 衆 浴 場 営 業 許 可 申 請 書 （ 別 記 様

式 第 一 号 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、 営 業 所 所 式 第 一 号 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、 営 業 所 所

在 地 を 管 轄 す る 保 健 所 長 又 は 保 健 所 支 所 長 （ 以 下 在 地 を 管 轄 す る 保 健 所 長 又 は 保 健 所 支 所 長 （ 以 下

「 管 轄 保 健 所 長 」 と い う 。 ） に 提 出 し な け れ ば な 「 管 轄 保 健 所 長 」 と い う 。 ） に 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。 ら な い 。

一 略 一 略

二 原 湯 （ 浴 槽 の 湯 を 再 利 用 せ ず に 浴 槽 に 直 接 注 二 原 湯 （ 浴 槽 の 湯 を 再 利 用 せ ず に 浴 槽 に 直 接 注

入 さ れ る 温 湯 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 原 水 （ 原 入 さ れ る 温 湯 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 原 水 （ 原

湯 の 原 料 に 用 い る 水 及 び 浴 槽 の 温 湯 の 温 度 を 調 湯 の 原 料 に 用 い る 水 及 び 浴 槽 の 温 湯 の 温 度 を 調

整 す る 目 的 で 浴 槽 の 水 を 再 利 用 せ ず に 浴 槽 に 直 整 す る 目 的 で 浴 槽 の 水 を 再 利 用 せ ず に 浴 槽 に 直

接 注 入 さ れ る 水 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 上 が り 接 注 入 さ れ る 水 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 上 り 用

用 湯 （ 洗 い 場 及 び シ ャ ワ ー に 備 え 付 け ら れ た 給 湯 （ 洗 い 場 及 び シ ャ ワ ー に 備 え 付 け ら れ た 給

湯 栓 か ら 供 給 さ れ る 温 湯 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 湯 栓 か ら 供 給 さ れ る 温 湯 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

及 び 上 が り 用 水 （ 洗 い 場 及 び シ ャ ワ ー に 備 え 付 及 び 上 り 用 水 （ 洗 い 場 及 び シ ャ ワ ー に 備 え 付

け ら れ た 給 水 栓 か ら 供 給 さ れ る 水 を い う 。 以 下 け ら れ た 給 水 栓 か ら 供 給 さ れ る 水 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） に 水 道 水 （ 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律 同 じ 。 ） に 水 道 水 （ 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律

第 百 七 十 七 号 ） 第 三 条 第 九 項 に 規 定 す る 給 水 装 第 百 七 十 七 号 ） 第 三 条 第 九 項 に 規 定 す る 給 水 装

置 に よ り 供 給 さ れ る 水 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 以 置 に よ り 供 給 さ れ る 水 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 以

外 の 湯 水 を 使 用 す る 場 合 に あ つ て は 、 水 質 検 査 外 の 湯 水 を 使 用 す る 場 合 に あ つ て は 、 水 質 検 査

の 結 果 を 記 載 し た 書 面 の 写 し の 結 果 を 記 載 し た 書 面 の 写 し

三 ・ 四 略 三 ・ 四 略

（ 水 質 基 準 ） （ 水 質 基 準 ）

第 五 条 条 例 第 七 条 第 一 号 の 規 定 に よ る 水 質 基 準 第 五 条 条 例 第 七 条 第 一 号 の 規 定 に よ る 水 質 基 準

は 、 次 に 掲 げ る と お り と す る 。 は 、 次 に 掲 げ る と お り と す る 。

一 水 道 水 以 外 の 湯 水 を 使 用 し た 原 湯 、 原 水 、 上 一 水 道 水 以 外 の 湯 水 を 使 用 し た 原 湯 、 原 水 、 上

が り 用 湯 及 び 上 が り 用 水 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 り 用 湯 及 び 上 り 用 水 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲

げ る 事 項 に つ き 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 方 法 に よ つ げ る 事 項 に つ き 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 方 法 に よ つ

て 行 う 検 査 に お い て 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 て 行 う 検 査 に お い て 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定

め る 基 準 に 適 合 す る こ と 。 め る 基 準 に 適 合 す る こ と 。

一 色 度 比 色 法 、 透 過 光 測 略 一 色 度 比 色 法 又 は 透 過 光 測 略

定 法 又 は 連 続 自 動 測 定 法

定 機 器 に よ る 透 過 光

測 定 法

二 濁 度 比 濁 法 、 透 過 光 測 定 略 二 濁 度 比 濁 法 、 透 過 光 測 定 略

法 、 連 続 自 動 測 定 機 法

器 に よ る 透 過 光 測 定

法 、 積 分 球 式 光 電 光 、 積 分 球 式 光 電 光

度 法 、 連 続 自 動 測 定 度 法 、 散 乱 光 測 定 法

機 器 に よ る 積 分 球 式 又 は 透 過 散 乱 法

光 電 光 度 法 、 連 続 自

動 測 定 機 器 に よ る 散

乱 光 測 定 法 又 は 連 続

自 動 測 定 機 器 に よ る

透 過 散 乱 法

三 値 ガ ラ ス 電 極 法 又 は 連 略 三 水 素 イ ガ ラ ス 電 極 法 略ｐ
Ｈ

続 自 動 測 定 機 器 に よ オ ン 濃 度

る ガ ラ ス 電 極 法

四 有 機 物 全 有 機 炭 素 （ Ｔ Ｏ 全 有 機 炭 素 四 有 機 物

等 （ 全 有 Ｃ ） の 量 に あ つ て は （ Ｔ Ｏ Ｃ ） 等 （

機 炭 素 全 有 機 炭 素 計 測 定 の 量 に あ つ

（ Ｔ Ｏ 法 、 過 マ ン ガ ン 酸 カ て は 一 リ ッ

Ｃ ） の 量 リ ウ ム 消 費 量 に あ つ ト ル 中 に 三

又 は 過 マ て は 滴 定 法 ミ リ グ ラ ム 過 マ 滴 定 法

ン ガ ン 酸 以 下 、 過 マ ン ガ ン 酸

カ リ ウ ム ン ガ ン 酸 カ カ リ ウ ム

消 費 量 ） リ ウ ム 消 費 消 費 量 ）

量 に あ つ て

は 一 リ ッ ト 一 リ ッ ト

ル 中 に 十 ミ ル 中 に 十 ミ

リ グ ラ ム 以 リ グ ラ ム 以

下 で あ る こ 下 で あ る こ

と 。 と 。

五 大 腸 菌 五 大 腸 菌 乳 糖 ブ イ ヨ ン― ブ リ 五 十 ミ リ

群 リ ア ン ト グ リ ー ン 乳 リ ッ ト ル 中

検 出 さ れ 糖 胆 汁 ブ イ ヨ ン 培 地 に 検 出 さ れ

特 定 酵 素 基 質 な い こ と 。 法 又 は 特 定 酵 素 基 質 な い こ と 。

培 地 法 培 地 法

六 レ ジ オ ろ 過 濃 縮 法 又 は 冷 却 略 六 レ ジ オ 冷 却 遠 心 濃 縮 法 又 は 略

ネ ラ 属 菌 遠 心 濃 縮 法 ネ ラ 属 菌 ろ 過 濃 縮 法

二 浴 槽 内 の 湯 水 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 項 二 浴 槽 内 の 湯 水 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 項

に つ き 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 方 法 に よ つ て 行 う 検 に つ き 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 方 法 に よ つ て 行 う 検

査 に お い て 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 基 準 査 に お い て 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 基 準

に 適 合 す る こ と 。 に 適 合 す る こ と 。
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定 法 又 は 連 続 自 動 測 定 法

定 機 器 に よ る 透 過 光

測 定 法

二 濁 度 比 濁 法 、 透 過 光 測 定 略 二 濁 度 比 濁 法 、 透 過 光 測 定 略

法 、 連 続 自 動 測 定 機 法

器 に よ る 透 過 光 測 定

法 、 積 分 球 式 光 電 光 、 積 分 球 式 光 電 光

度 法 、 連 続 自 動 測 定 度 法 、 散 乱 光 測 定 法

機 器 に よ る 積 分 球 式 又 は 透 過 散 乱 法

光 電 光 度 法 、 連 続 自

動 測 定 機 器 に よ る 散

乱 光 測 定 法 又 は 連 続

自 動 測 定 機 器 に よ る

透 過 散 乱 法

三 値 ガ ラ ス 電 極 法 又 は 連 略 三 水 素 イ ガ ラ ス 電 極 法 略ｐ
Ｈ

続 自 動 測 定 機 器 に よ オ ン 濃 度

る ガ ラ ス 電 極 法

四 有 機 物 全 有 機 炭 素 （ Ｔ Ｏ 全 有 機 炭 素 四 有 機 物

等 （ 全 有 Ｃ ） の 量 に あ つ て は （ Ｔ Ｏ Ｃ ） 等 （

機 炭 素 全 有 機 炭 素 計 測 定 の 量 に あ つ

（ Ｔ Ｏ 法 、 過 マ ン ガ ン 酸 カ て は 一 リ ッ

Ｃ ） の 量 リ ウ ム 消 費 量 に あ つ ト ル 中 に 三

又 は 過 マ て は 滴 定 法 ミ リ グ ラ ム 過 マ 滴 定 法

ン ガ ン 酸 以 下 、 過 マ ン ガ ン 酸

カ リ ウ ム ン ガ ン 酸 カ カ リ ウ ム

消 費 量 ） リ ウ ム 消 費 消 費 量 ）

量 に あ つ て

は 一 リ ッ ト 一 リ ッ ト

ル 中 に 十 ミ ル 中 に 十 ミ

リ グ ラ ム 以 リ グ ラ ム 以

下 で あ る こ 下 で あ る こ

と 。 と 。

五 大 腸 菌 五 大 腸 菌 乳 糖 ブ イ ヨ ン― ブ リ 五 十 ミ リ

群 リ ア ン ト グ リ ー ン 乳 リ ッ ト ル 中

検 出 さ れ 糖 胆 汁 ブ イ ヨ ン 培 地 に 検 出 さ れ

特 定 酵 素 基 質 な い こ と 。 法 又 は 特 定 酵 素 基 質 な い こ と 。

培 地 法 培 地 法

六 レ ジ オ ろ 過 濃 縮 法 又 は 冷 却 略 六 レ ジ オ 冷 却 遠 心 濃 縮 法 又 は 略

ネ ラ 属 菌 遠 心 濃 縮 法 ネ ラ 属 菌 ろ 過 濃 縮 法

二 浴 槽 内 の 湯 水 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 項 二 浴 槽 内 の 湯 水 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 事 項

に つ き 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 方 法 に よ つ て 行 う 検 に つ き 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 方 法 に よ つ て 行 う 検

査 に お い て 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 基 準 査 に お い て 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 基 準

に 適 合 す る こ と 。 に 適 合 す る こ と 。

一 濁 度 比 濁 法 、 透 過 光 測 定 略 一 濁 度 比 濁 法 、 透 過 光 測 定 略

法 、 連 続 自 動 測 定 機 法

器 に よ る 透 過 光 測 定

法 、 積 分 球 式 光 電 光 、 積 分 球 式 光 電 光

度 法 、 連 続 自 動 測 定 度 法 、 散 乱 光 測 定 法

機 器 に よ る 積 分 球 式 又 は 透 過 散 乱 法

光 電 光 度 法 、 連 続 自

動 測 定 機 器 に よ る 散

乱 光 測 定 法 又 は 連 続

自 動 測 定 機 器 に よ る

透 過 散 乱 法

二 有 機 物 全 有 機 炭 素 （ Ｔ Ｏ 全 有 機 炭 素 二 有 機 物

等 （ 全 有 Ｃ ） の 量 に あ つ て は （ Ｔ Ｏ Ｃ ） 等 （

機 炭 素 全 有 機 炭 素 計 測 定 の 量 に あ つ

（ Ｔ Ｏ 法 、 過 マ ン ガ ン 酸 カ て は 一 リ ッ

Ｃ ） の 量 リ ウ ム 消 費 量 に あ つ ト ル 中 に 八

又 は 過 マ て は 滴 定 法 ミ リ グ ラ ム 過 マ 滴 定 法

ン ガ ン 酸 以 下 、 過 マ ン ガ ン 酸

カ リ ウ ム ン ガ ン 酸 カ カ リ ウ ム

消 費 量 ） リ ウ ム 消 費 消 費 量 ）

量 に あ つ て

は 一 リ ッ ト 一 リ ッ ト

ル 中 に 二 十 ル 中 に 二 十

五 ミ リ グ ラ 五 ミ リ グ ラ

ム 以 下 で あ ム 以 下 で あ

る こ と 。 る こ と 。

略 略

四 レ ジ オ ろ 過 濃 縮 法 又 は 冷 却 略 四 レ ジ オ 冷 却 遠 心 濃 縮 法 又 は 略

ネ ラ 属 菌 遠 心 濃 縮 法 ネ ラ 属 菌 ろ 過 濃 縮 法

２ 略 ２ 略

（ 水 質 検 査 等 ） （ 水 質 検 査 等 ）

第 六 条 条 例 第 七 条 第 二 号 の 規 定 に よ る 水 質 検 査 第 六 条 条 例 第 七 条 第 二 号 の 規 定 に よ る 水 質 検 査

は 、 水 道 水 以 外 の 湯 水 を 使 用 し た 原 湯 、 原 水 、 上 は 、 水 道 水 以 外 の 湯 水 を 使 用 し た 原 湯 、 原 水 、 上

が り 用 湯 及 び 上 が り 用 水 並 び に 浴 槽 内 か ら 採 取 し り 用 湯 及 び 上 り 用 水 並 び に 浴 槽 内 か ら 採 取 し

た 湯 水 に つ い て 一 年 に 一 回 以 上 （ ろ 過 器 を 使 用 し た 湯 水 に つ い て 一 年 に 一 回 以 上 （ ろ 過 器 を 使 用 し

て 循 環 さ せ た 浴 槽 内 の 湯 水 に あ つ て は 、 二 回 以 て 循 環 さ せ た 浴 槽 内 の 湯 水 に あ つ て は 、 二 回 以

上 ） 行 う も の と す る 。 上 ） 行 う も の と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 ） （ 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 ）

第 七 条 条 例 第 七 条 第 十 四 号 の 規 定 に よ る 遊 離 残 留 第 七 条 条 例 第 七 条 第 十 四 号 の 規 定 に よ る 遊 離 残 留

塩 素 濃 度 の 管 理 は 、 通 常 で 一 リ ッ ト ル 中 に 塩 素 濃 度 の 管 理 は 、 通 常 で 一 リ ッ ト ル 中 に 〇 ・ 二

〇 ・ 四 ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 す る ミ リ グ ラ ム か ら 〇 ・ 四 ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 す る

こ と と し 、 最 大 で 一 リ ッ ト ル 中 に 一 ・ 〇 ミ リ グ ラ こ と と し 、 最 大 で 一 リ ッ ト ル 中 に 一 ・ 〇 ミ リ グ ラ

ム を 超 え な い よ う に す る も の と す る 。 た だ し 、 ろ ム を 超 え な い よ う に す る も の と す る 。 た だ し 、 ろ
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一 濁 度 比 濁 法 、 透 過 光 測 定 略 一 濁 度 比 濁 法 、 透 過 光 測 定 略

法 、 連 続 自 動 測 定 機 法

器 に よ る 透 過 光 測 定

法 、 積 分 球 式 光 電 光 、 積 分 球 式 光 電 光

度 法 、 連 続 自 動 測 定 度 法 、 散 乱 光 測 定 法

機 器 に よ る 積 分 球 式 又 は 透 過 散 乱 法

光 電 光 度 法 、 連 続 自

動 測 定 機 器 に よ る 散

乱 光 測 定 法 又 は 連 続

自 動 測 定 機 器 に よ る

透 過 散 乱 法

二 有 機 物 全 有 機 炭 素 （ Ｔ Ｏ 全 有 機 炭 素 二 有 機 物

等 （ 全 有 Ｃ ） の 量 に あ つ て は （ Ｔ Ｏ Ｃ ） 等 （

機 炭 素 全 有 機 炭 素 計 測 定 の 量 に あ つ

（ Ｔ Ｏ 法 、 過 マ ン ガ ン 酸 カ て は 一 リ ッ

Ｃ ） の 量 リ ウ ム 消 費 量 に あ つ ト ル 中 に 八

又 は 過 マ て は 滴 定 法 ミ リ グ ラ ム 過 マ 滴 定 法

ン ガ ン 酸 以 下 、 過 マ ン ガ ン 酸

カ リ ウ ム ン ガ ン 酸 カ カ リ ウ ム

消 費 量 ） リ ウ ム 消 費 消 費 量 ）

量 に あ つ て

は 一 リ ッ ト 一 リ ッ ト

ル 中 に 二 十 ル 中 に 二 十

五 ミ リ グ ラ 五 ミ リ グ ラ

ム 以 下 で あ ム 以 下 で あ

る こ と 。 る こ と 。

略 略

四 レ ジ オ ろ 過 濃 縮 法 又 は 冷 却 略 四 レ ジ オ 冷 却 遠 心 濃 縮 法 又 は 略

ネ ラ 属 菌 遠 心 濃 縮 法 ネ ラ 属 菌 ろ 過 濃 縮 法

２ 略 ２ 略

（ 水 質 検 査 等 ） （ 水 質 検 査 等 ）

第 六 条 条 例 第 七 条 第 二 号 の 規 定 に よ る 水 質 検 査 第 六 条 条 例 第 七 条 第 二 号 の 規 定 に よ る 水 質 検 査

は 、 水 道 水 以 外 の 湯 水 を 使 用 し た 原 湯 、 原 水 、 上 は 、 水 道 水 以 外 の 湯 水 を 使 用 し た 原 湯 、 原 水 、 上

が り 用 湯 及 び 上 が り 用 水 並 び に 浴 槽 内 か ら 採 取 し り 用 湯 及 び 上 り 用 水 並 び に 浴 槽 内 か ら 採 取 し

た 湯 水 に つ い て 一 年 に 一 回 以 上 （ ろ 過 器 を 使 用 し た 湯 水 に つ い て 一 年 に 一 回 以 上 （ ろ 過 器 を 使 用 し

て 循 環 さ せ た 浴 槽 内 の 湯 水 に あ つ て は 、 二 回 以 て 循 環 さ せ た 浴 槽 内 の 湯 水 に あ つ て は 、 二 回 以

上 ） 行 う も の と す る 。 上 ） 行 う も の と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 ） （ 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 ）

第 七 条 条 例 第 七 条 第 十 四 号 の 規 定 に よ る 遊 離 残 留 第 七 条 条 例 第 七 条 第 十 四 号 の 規 定 に よ る 遊 離 残 留

塩 素 濃 度 の 管 理 は 、 通 常 で 一 リ ッ ト ル 中 に 塩 素 濃 度 の 管 理 は 、 通 常 で 一 リ ッ ト ル 中 に 〇 ・ 二

〇 ・ 四 ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 す る ミ リ グ ラ ム か ら 〇 ・ 四 ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 す る

こ と と し 、 最 大 で 一 リ ッ ト ル 中 に 一 ・ 〇 ミ リ グ ラ こ と と し 、 最 大 で 一 リ ッ ト ル 中 に 一 ・ 〇 ミ リ グ ラ

ム を 超 え な い よ う に す る も の と す る 。 た だ し 、 ろ ム を 超 え な い よ う に す る も の と す る 。 た だ し 、 ろ

過 器 を 使 用 し て 温 湯 を 循 環 さ せ な い 浴 槽 で 原 湯 及 過 器 を 使 用 し て 温 湯 を 循 環 さ せ な い 浴 槽 で 原 湯 及

び 原 水 を 常 時 浴 槽 に 補 給 す る 構 造 の 浴 槽 に あ つ て び 原 水 を 常 時 浴 槽 に 補 給 す る 構 造 の 浴 槽 に あ つ て

は 、 こ の 限 り で な い 。 は 、 こ の 限 り で な い 。

附 則

こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 生 活 衛 生 課 ）
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過 器 を 使 用 し て 温 湯 を 循 環 さ せ な い 浴 槽 で 原 湯 及 過 器 を 使 用 し て 温 湯 を 循 環 さ せ な い 浴 槽 で 原 湯 及

び 原 水 を 常 時 浴 槽 に 補 給 す る 構 造 の 浴 槽 に あ つ て び 原 水 を 常 時 浴 槽 に 補 給 す る 構 造 の 浴 槽 に あ つ て

は 、 こ の 限 り で な い 。 は 、 こ の 限 り で な い 。

附 則

こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 生 活 衛 生 課 ）


